口 lonssr sound, vision, sou I 

AV マルチチヤンネルアンプ 

VSA-AX4AVi 
VSA-AX2AV 



インターネツトによる登録のお願い 


http://www.pioneer.co.jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に r お客様登録」をお願いしています。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせな 
どをお届けいたしまず。なお上記アドレスは、困ったときのよくある質問や各種 
お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立 
てるサービスの提供を目的としたページです。 



ホ—ムシアタ—入門る部のちが接続 再を応用操作設定 リモコンエキスパ—卜参ち/巧術資料 


準備 


まを上のごを意 


•を全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r 安全上のごま意 J をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をを全に 
正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな給 
表示をしていまず。その表示と意味は;欠のよラになつ 
ていまず。 

内客をよく理解してか5本夕をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性び想定されるの客を示し 
ていまず。 


A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性び想定されるの客および物的損害の 
みの発生が想定されるの客を示していまず。 


給表示の例 


A A 記号はま意詹告を含む）しなければな目 
ない巧客であることを示していまず。 

図の中に具体的なま意巧客(左図の場合は感 
電ま意)が描かれていまず。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 


を 


参記号は巧動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示巧客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 


います。 
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A 警告 


具常時の処置 


を 


♦ 万一煙げ出ている、変なにおいや音びする 
などの異南状態のまま使用すると火災•感 
電の原因とな0ます。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですか5 
絶対おやめ < ださし、。 


を 


万一内部に水や異物等び入った場含は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5巧いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると火災- 
感電の原因とな0ます。 


を 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイツチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 


を 


• 電源プラグの刃および刃の付おにほこ0 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてか5乾いた巧で取0除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


0 


電源コードの上に重いわのをのせたり、 
コードび本機の下敷きにな5ないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
られないよラにしてくださし、。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因とな0ます。コー 
ドの上を敷物などで覆ラことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
お0ます。 


0 


♦ 放熱をよくするため他の機器、壁等から間 
隔をと0、またラックに入れる時はすさ間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさびないでください。内部 
に熱びこち D 、 火災の原因となることびあ 
ります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 


Q 


♦ 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のごま意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場含、発熱により火災 • 
感電の原因となることがあります。また電 
源コードは本製品に付属のちの政外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5火 
災•感電の原因となることがあ0ます。 










準備 


使用篇境 



この機器に水げ入ったり、城5さないよラ 
にごを意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使巧 
は特にごま意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 


0 


♦ 本機の通風孔などか5、内部に金属類や燃 
えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないで<ださい。火災•感電の 
原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭 
ではご注意 < ださし、。 



本機のカノ (一を外したり、改造した0しない 
でください。内部には電圧の高い部分びあ 
り、火災•感電の原因とな0ます。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼ください。 


0 


表おされた電源電圧（交流1日0ボルト 
已日/日日 Hz )!； •(がの電圧で使用しないで 
ください。火災•感電の原因とな0ます。 


0 


この機器を使用でさるのは曰本国巧のみで 
す。船舶などの直流 (D C ) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因となります。 


使用方法 


0 


電源]-ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に脚ザたり、ねじったり、ひっぱったり、加熱 
した0しないでください。 コー ドび破損して 
火災•感電の原因とな0ます。 コー ドび傷ん 
だ5 ( お線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 


盛 

指のケガにま* 


雷び鳴り出した5アンテナ線や電源プラグ 
口ま触れないでください。感電の原因となり 
ます。 



本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物をおかないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場含、火災•感電の原因とな 
ります。 



城れた手で(電源)プラグを抜を差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


Q 


製品に付属の電源]ンセントには、そのパネ 
J レおよび取扱説明菌こ表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし''。火災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力 L 处内であつてち、霞原を入れた時に大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 


A 注意 


設置 



電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱した0、ほこりび付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することがあ 
0ます。 


A 


キャスター付きの場をにはキャスター止 
めをしてください。動いたり、倒れたりし 
てけびの原因となることがあ0ます。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、各々の機器の取扱 
説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続して < ださい。また、接続は指 
定のコードを使用してください。 


0 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みげあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して火災の原因となることがあ 
0ます。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
0、倒れたりしてけがの原因となることげ 
あります。 


Q 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりのをい場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びおじます。 


A 


電源を入れる前には音量を最ルにしてく 
ださい。突然大さな音びでて聴力障害など 
の原因となることびあ0ます。 


0 


本機の上に重いものや外枠からはみ出る 
ような大きなものを置かないでください。 
バランスび < ずれて倒れた0、落下してけ 
びの原因となることがあ0ます。 


Q 


本機の上にテレビを置かないでくださし、。 
放熱や通風び妨げ5れて、火災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除さます。） 
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準備 


具常時の処置 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つを火 
災•感電の原因となることがあ0ます。必 
ずプラグを持って巧いて < ださし、。 


0 


電源コードを熱器具におづけないで<だ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、火災‘感電 
の原因となることびあります。 


を 


移動させる場含は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントから抜さ、外部 
の接続コードをがしてから、行ってくださ 
い。コードび傷つき乂災•感電の原因とな 
ることびあ0ます。 


瓜 


お子様びカセツトテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないよラにごま意ください。 
けがの原因になることびあります。 


A 


へッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないようにごま意ください。耳を刺 
激するよラな大をな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあ 
ります。 


を 


旅行などで長期間、ご使用にな5ない時は 
ま全のため必ず電源プラグをコンセント 
か5巧いて < ださい。 


電池 


Q 


本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないでください。倒れた 
り、落下してけがの原因となることびあり 
ます。重い場含は、持ち運びは2人];(上で 
行ってください。 


0 


指定政がの電池は使巧しないで<ださい。 
また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
よ0、火災•けがや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 


♦ アンテナエ事には技術と経験が必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることがあ0ます。 

一 巨 S , C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取0つけてく 
ださし、。 


0 


窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあります。 


A 


電池を機器巧に挿入する場を、極性表示(プ 
ラス(十)マイナス(一)の向さ）にま意し、表 
示通りに入れてください。間違えると電池 
の破裂、液ちれによ0、乂災•けびや周囲を 
巧損する原因となることびあります。 



長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池から液びちれて乂災、 
けび、周囲をミち損する原因となることがあ 
ります。ちし液びちれた場合は、電池ケース 
についた液をよくふさとってか5新しい電 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


馆巧方を 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
デイスクは使用しないでください。デイス 
クは機器巧で高速回転しますので、飛び 
散ってけがの原因となることげあります。 


Q 


♦ レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことげあります。 


0 


長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることびあります。 


Q * 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れた0、こわれたりしてけがの原因にな 
ることがあ0ます。 


0 


電池は加熱したり分解した D 、乂や水の中 
にし'!れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、乂災、けがの原因となることびあり 
ます。 


保守•点検 


A 


日年に一度く 5いは内部の掃除を P 及売店な 
どにご相談ください。内部にほこ0びた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることがあ0ます。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に巧ラとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 


お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントか6抜いて行ってくださしん 
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付属品を確認する 


準備 


U モコン 



単3お乾電池 (2 本） 
(IEC R6P) 



(5m) 



電源コード 


I 繁^^^^^ ^ 111111 ^ 司 

iPod ケーブル 


保証書 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 
取扱説明書(本書） 


A « 放熱のため本機の上に物を置いたり、布 

_ やシートなどを被せた状態でのご使用は 

警告絶対におやめください。異常発熱により 
故障の原因となる場合があります。 

. ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm 政上空間をあけてください。 





/!\電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。政下の点につ 
注意 いて特にごま意ください。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を湿ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正し<入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのがあります。種類の違う乾電池を湿だて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月じし b ) U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってか6新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場创ま、各地ち自治体の指示炼例）に従って処理してください。 


. U モコンの操作範囲が極端に狭くなってをたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換ずる際は、なるべく已分!;!のに行ってください。それ ULL では、リモコンの設定が解除される可能性があります。再度 U モ 
コンの設定を行ラ場合は、 r 他機器を操作するための U モコン設定をする」をご覧ください (8 日ページ)。 


本機 


IJ モコンに電池を入れる 


設置について 


ち m 雨⑥風帶备圓叫窗當嗎空0 

133 H り 5— i X .1. X > 日 } ») 


置冨 

置置 

置置 


机 i 馨選 


四 I 豊も|01登> 

晋① Sr } ろ乙 

I •田寶助圍0|1_ 
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アンプから音を出す〜基本再生〜 . 

音声入力信号の切り換え . 

ヘッドホンで聞く . 

u スニングモードでいろいろな音を楽しむ . 

し巧いろな状況に合わせた機能を選択/調整する.... 
いろいろな状況ごとに最適な音場補正の設定を 

選おする . 

サラウンドバック ch 処理を切0換える . 

再生中にスピーカーの出カレベルを調整する ...... 

位相を含わせて音の打ち消し合いを防ぐ 

(PHASE CONTROL ). 

音声や映像の調整機能〜 AV 調整〜 . 


スピーカーの接続 . 

スピーカーインピーダンスの切0換え 
映像機器の接続について 

(パイオニアビデオコン バータ ー). 

TV (モニター）の接続 . 

□ VD プレーヤーの接続 . 

□ VD レコーダーやビデオデッキの接続 . 
ビデオカ^ラやゲーム機器の接続 ......... 

前面端子を使った接続 . 

地上デジタル/衛星チューナーの接続... 
映像信号のコンポーネントビデオ接続.. 

アナ□グ音声機器の接続 . 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 

デジタル音声機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


目次 



安全上のご注意 . 2 


安全上のごま意 . 2 

付属品を確認する . 已 

設置について . 已 

U モコンに電池を入れる . 已 

本機の特長〜こんなことびできます〜 . 8 


ホームシアター乂巧 


ホームソグター八門 . 日 

接続ずる（テレビ/ DVD プレーヤーとの接続） ........ 10 

設定する0」スニング環境を測定して最適な設定 

をする 〜 Auto MCACC 〜） . 12 

再生する （ DVD のサラウンド再生） . 16 


る部のを抑 


フ□ントパネル . ..17 

フ□ン I - パネルドア内部 . 18 

フ□ントパネルディスプレイ . 19 

U モートコント□-ル . 20 

アンプコント□ール部 . 20 

テレビ/他機器コント□ール部 . 21 

U アノくネ J レ . 22 



iPod をつないで再生する . 4已 

iPod のいろし、ろな再生 . 46 

HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する . 47 

HDMI 対応機器を接続する . 47 

HDMI 対応機器を再生する . 47 

USB 経由でパソコンとつないで再生する 


,48 

.48 

.49 


( VSA - AX 4 AV 做み） . 

ドライバーのインス!ル . 

ドライバーのインス!-ールの確認 . 

USB オーディオ再生をする . 已日 

マルチチャンネルアナ n グ信号を再生する . 已1 

マルチチャンネルアナ n グ接続 . 已] 

マルチチャンネルアナ n グ再生する . 已] 

i . LINK で接続した機器を再生する 

( VSA - AX 4 AVi のみ） . 已2 

LUNK 対応機器の接続 . 已2 

LUNK 機器を再生する . 已2 


応用操作 


接続した機器間で録音/録画をする . 已3 

録音/録画しなびら別の入力の機器を再生する....已3 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 已4 

映像信号を切り換えて再生する 

(ビデオセレクト機能） . 已4 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する . 54 

ス U - プタイマーを設定する . 已已 

再生中の音声や設定内容を確認する 

(ステータス画面） . 已曰 

スピーカーシステムを切0換える . 已目 


本機で設定できること . 57 

U スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 58 

本機の Advanced MCACC とは . 已8 

システムセットアップ設定の手順 . 已9 

Auto MCACC をよ D 詳細に測定/設定する . 60 

スピーカーの使用用途を選択する 

〜 Suit Back System 〜 . 61 

U ス ニン グ環境をお好みに調整する 

〜 Manual MCACC 〜 . 62 

スピーカー 出カレベルの微調整 

(円 ne Ch Level ). 62 

スピーカーまでの距離の微調整 

(Fine SP Distance ) . 63 

定在波制御 （Standing Wave ) . 64 

チャンネルごとの周波数特性の補正 

脚 Adjust ). 日日 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 

(EQ Professional ) . 66 

MCACC MEM 日 R 丫のデータ管理をする 

〜 Data Management 〜 . 71 

設定データを確認する （MCACC Data Check ) ....71 



4曰已69 900 12 
33333 3 4 4 44 


4己 677889901123 
22 222222233333 


6 



























































































設定データをコピーする （MCACC Data Copy ).. 
設定データの名前を変更する (Memory Rename )... 

設定データを消まする (Memory Clear ). 

スピーカーやサブウーファーの音を調整する 

(Manual SP Setup ). 

スピーカー接続と低音再生能力を設定する 

(Speaker Setting ). 

テスト!-ーンを聞いて出カレベルを調整する 

(Channel Level ). 

スピーカーまでの 距離を調整す る 

(Speaker Distance ). 

超低域音声のピークレべ>1レを調整する 

(Bass Peak Level ). 

広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) ........ 

サラウンドバックスピーカー間の距離を設定する 

(THX Audio Setting ). 

I 」アパネル端子に入力した音声/ 

映像信号を設定する 〜 Input Setup 〜 . 

ディスプレイに表示される入力名を変更する . 

その他の機器の設定をする 〜 Other Setup 〜 ...... 

システムセットアップ画面の位置を調整する . 

接続している i 丄 INK 対応機器を確認する 
( VSA - AX 4 AV 做み） . 


モ3ン 


他機器を操作するための U モコン設定をする . 8已 

他機器の U モコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す（プリセットコード設定） . 8已 

リモコンで他機器を操作する . 86 

好をなボタンに他機器の操作を記憶させる 

(学習モード） . 87 

リモコンの登録操作の解除と設定全解除 . 88 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する 

(ダイレクト フアン クシ ヨン） . 88 

U モコンに表示される入力名を変更する 

〜リネーム機能〜 . 89 


目次 


パイオニアのプラズマディスプレイと連動操作する ...... 97 

プラズマディスプレイとの接続 . 97 

連動モードを設定する （ SR + Setup ) . 98 

プラズマディスプレイの入力連動設定 

〜 PDP In ( SR +) 〜 . 99 

連動モードを実行する . 99 

1 2 V トリガー対応機器との連動 

( VSA - AX 4 AVi のみ） . 100 

連動機器を接続する . 100 

12 V 卜 U ガー端テの連動設定 . 100 

U モコンの他機器連動機能を使いこなす . 101 

連動操作を設定する . 102 

連動操作を実行する . 102 


参ち/ほ術資料 


スピーカーの配置について . 103 

デジタル音声フォーマットについて . 104 

デジタル音声の記録方式について . 104 

デジタル音声の再生方式について . 104 

ドルビー . 10曰 

DTS . 106 

MPEG -2 AAC . 106 

Windows Media ® Audio 9 Professional ...107 

THX . 107 

伝送方式について . 109 

i.LINK ( VSA - AX 4 AVi のみ） .109 

HDMI .110 

接続コードについて . 110 

リスニングモードの詳細と出カチャンネル数 

の一賣 . 111 

ADVANCED SURROUND モードの 

種類と効果 . 112 

工場出荷時の設定一覧 . 113 

本機の全ての設定を工場出荷時に戻す . 113 

仕様 . 114 



スピーカーの応用接続 . 90 

フ□ントスピーカーを高品位接続する 


スピーカーの応用接続 . 90 

フ□ントスピーカーを高品位接続する 

〜バイアンプ接続〜 . 90 

別の部屋でのステレオ再生巧スピーカーを接続する 

〜セカンドゾーン接続〜 . 90 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マ J レチ J レ——ム機旨目〜 . 91 

2つめの部屋のマルチルーム接続 （ R 日日 M 2) .... 91 
3つめの部屋のマルチルーム接続 （ R 日日 M 3) ….92 

マルチルームの設定 . 93 

本機でマルチルームの操作をする . 94 

リモコンでマルチルームの操作をする . 9已 

旧レシーバーを使って集中コント□ールする 

( VSA - AX 4 AVi のみ） . 96 

他のノ（イオニア製品をつないで 
集中コント□ールする 


故障かな？と思った5 . 1 ] 已 

音について . 115 

サブウーファーの接続/再生について . 116 

映像について . 117 

操作について . 117 

インジケーター/表示について . 118 

MCACC (音場補正）につし、て . 119 

E 日補正後の残響特性表示に関する疑問 . 119 

i 丄 INK 接続/再生について 

( VSA - AX 4 AVi のみ） . 120 

HDMI 接続/再生について . 120 

エラー方ツセージについて . 121 

保証とアフターサービス . 122 

さ < し、ん . 123 


I 困ったとを 


2 2 3 4 4 6 7 89 0 12 3 3 4 
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本 11 の〜こんなことびでをます〜 


高音質-多機能な本機 VSA - AX 4 AVi および VSA - AX 2 AV のをな特長をまとめました。「本書の掲載ぺージ」に進む 


と、それぞれの機能や操作を楽しんでいただけます。 

1 )Advanced MCACC を搭載 < fe > 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
の音場設定を自動化しました。音場を正確に測定 
し、チャンネル間の空間情報の歪みを補正します。 j— V 
この新型タイプは、一般家庭に起さやすい定在波の *— 

制御や、補正前後の特性をグラフ表示することなど 
ち巧能です。 

原音追求のため、実際の製作現場で行われる高精度 
な調整技術を研究し、家庭用に改良したをのです。 


本書の掲載ページ 


P.12 

「 U ス ニン グ環境を測定して最適な 
設定をする (Auto MCACC)J 

P.66 

「部屋の残響特性の測定と残響を考 
慮した補正 （EQ Professional)J 


2 ) 新開発 phase CONTROL 機能ク w 

ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によつて G 〉「位相を合わせて音の打ち消し合い 
生じていた低域の位相とタイミングのズレを補正 ^ を防ぐ (PHASE CONTROL )」 

し、原音に忠実な力強いサウンドを実現します。 


THX SE に CT 2 の認証を取得 P104 

〜厳しい規格基準をク U アして 「THX SELECT 2」 規格 j — 「デジタル音声フォーマットについて」 
の認証を受けています。 THX 認定映画館と同等の巧 
生環境をホームシアターで実現するためのさまざま 
な機能が搭載されています。 


4 ) 多彩な接続端子 

- iPod に収録した音楽ち楽しめる、 iPod 専用端テ 
-映像と音声をデジタル伝送でさる HDMI 端子 
- DVD オーディオや SACD の高音質マルチチヤン 
ネル伝送が可能な i . LINK 端子* 

-パソコンに記録されている音楽データを再生でき 
る USB AUDIO 端テ* 


* VSA - AX 4 AVi のみ 


〇 


P.45 

RPod をつないで再生する」 

P.47 

「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像 
を再生する」 

R52 

n 丄 INK で接続した機器を再生する」 

P.48 

rus 目経由でパソコンとつないで再 
生する」 


その他の主な特長 

•あらゆるデジタル音声フォーマットに対応 
-パイオニアビデオコンバーターを搭載 
-新デヴィン多機能 LCD U モコンを付属 
-省エネルギー設計(待機時日.目 W ) 



R104 

「デジタル音青フオーマツトについて」 

R26 

「映像機器の接続について」 


パイオニアの設計思想：アドバンスド-マルチチャンネル-ステレオフォニック思想 

r 原音再生とは、ヴウンドク U エーターの思い （ soul ) を伝えること」 

といラ私たちの思想を実現するため、料下の3ステップをお約束します。 

ステップ 1) 妥協を排した高音質設計 

ステップ 2) 視聴環境の精密調整機能 (Advanced MCACC ) の搭載 
ステップ 3) 原音製作ち (エアー スタジオ技術者）による音質チューニング 
この思想は、映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社り VU ウッド)や、音楽レコーディング業 
界の最高峰 エアー スタジオ社（□ンドン）といった、実際の制作現場の技術者への徹底的なヒア U ングによ 
り構築されました。 






まずはほつてみましよう 



本章 r ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことができます。 
が 

な另;^ 接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 

巧す巧^ 設定ずる . n 」 スニング環境を測定して最適な設定をする〜 Aut 曰 MCACC 〜」 

巧？^ 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 






7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


3本じ(上のスピーカーでをチャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

©ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場合 

マルチ ch ソフト（已 . 1 ch 収録び一般的）には各チャンネルに独立した音青が収録されているため、忠実な已 .] ch 再生で 
ち十分なな体感び得5れますび、色々なモードとの組み合わせにより、最大 7.1 ch での臨場感あふれる再生わ可能で 
す。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーヴラウンドなどの 2 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトび 2 ch 収録の場含でも、ドルビープ□□ジック IIX や Neo : 色技術などを施すことで、最大 7. ] ch での再生び可能 
です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることも、ホームシアターの醒酬巧です。 



广 


DVD ソフトの音声記録ち式(フォーマツト)を知るには？ 


多くの DVD ソフトでは、パッケージ属面)に故下のように表示されています。1枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることがをく、聴<音声を選ぶことがでさます。 


例） 


風) 


収録音声数 


1. 英語（已 . Ich サラウンド） 

2. 曰本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 已 . Ich サラウンド） 

記録ち式 


□□ [pOLBY I 

DIGITAL 


nn DOLBY SURROUND 


音声記録ち式(フォーマット） 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマツトであるため、単に「日.1 ch サラウンド」と記載されている場をは、 
「ドルビーデジタル(已 . Ich )」 であることを示します。 


ホームシアタ—乂巧 







































































まずはほつてみましよう 


スブップ j 巧続する 


機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか bS いてください。 


テレビ / DVD プレーヤーとのち続 


ドルビーデジタル PP 辟^や DTS 踪 i といったマルチチャンネル音青の再生にはデジタル接続が必要です。 
接続の前に、別売りのビデオコード2本、同卽ケープル(または光ファイバーケープル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続した場含は設定の変更が必要となります。詳しくは入力の設定 (Input Setup ) 
(一81ぺージ)をご覧ください。 



■同卽ケースレ/光ファイバ‘ーケースレ 

-急な角度に f 斤り曲げないでください。保管 
するときは、直径び1曰 cmULL になるよう 
にしてください。 

-接続の隙は端テの向をを合わせてしっかり 
契まで差し込んでください。誤った向さで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを巧いてをシャッターび閉ま5なくな 
ることびあります。 



■ビデオコード 

一般的な映儘用コードで、 
コンポジツトフオーマット 
の映像信号を伝送します。 
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まずはほつてみましよう 


スピーカーとの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行ラことで、サラウンドバックやセ 
ンタースピーカーびない場含でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用<ださし、。 

すべての接続び終了した 



サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するとさは L ( Sin 旨! e ) 
端テ側に接続してください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 




lumm 



①線をねじる。 

③スピーカー端テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 
③スピーカー端子を締奴 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読み < ださい。） 


A 


注: 


インピーダンスが目 n 〜16做巧スピーカーをご使用ください。 

巨 n じ Lb 8 n 未満のスピーカーをご使用になるときは r スピーカーインピーダンスの切り換え」（一 
2己ページ）を行ってください。 

スピーカーと本機の +/- を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出してい 
ないことを確認してください。芯線が U アパネルに接触したり、 +/- が接触すると保護回路が 
働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ g 設定する 


リスニング居境を測定して最適な設定をする〜 A 山0 MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです*1。 

*1 も記の全体の琉れは 、 Auto MCACC の「日 ptbn 」 にて [ ALL ] 性項目を自動 
測定)を選択したとさのものです。 


ち記①〜®の測定/解析にかかる時間 

の合計2〜6分程度 



測定中は大さな音でテストトーンが出力され ' 
ます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 

ノ 


• サラウンドバックチヤンネルの設定 
•測定、設定値の保存先選択 


巧期測定(測定環境のチ X ック） 

① 暗騒音（部屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

⑤を ch のスピーカー有り無し判定 


ピーカーの有り無し判定結果のユーヴー確認(または修正)1 

A 

システム全体の辭析測定 
④ スピーカー システム 

階 ch の低域再生能力を判赵 
愈スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを捕正） 

⑥ スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

愈残響特性の測定 
⑨視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


システム全体の解析結果のチェック 


7 ；セットアップ用マイクを接続する 


f 本機の MCACC SETUP M に端子に付属の 
セットアップ巧マイクを差し込みます_ 



サラウンド 
スピーカーを ( SL ) 


サラウンドバック 
スピーカー左 ( SBL ) 



サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
ターの近<に置いてオートセットアッ 
プを行わないで < ださい。 


2) 測定の開始から自動設定の終了まで 
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• 測定を途中で中断したと去は、それまでの測定内容は確定されません。 

• システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び勸きますび、いずれかのボタンを巧すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと U スニングポジション(マイク)の間に障害物びあると、正確に測定でをないことびあります。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーの外側から U モコンで操作を巧ってください。 



































































まずはほつてみましよう 


W アンプ 

2 


本磯とテレビの電源を入れる。 

本体のわ STANDBY / ON ボタンを押します。 


サブウーファーを接続しているとをは、測定のためサブウーファーの 
電源を入れてボI」ユームレべルを適度に上げておいてください。 


2 テレビに本機のメニユー画面を表示させる。 

AV アンプボタンを押してから設定ボタンを押します。 


設定ボタンを押したあとに、テレビにニュー画面び表示されるよう 
テレビ側の入力切換を合わせてください。 





3 [1 .Auto MCACC ] を選んで決定ずる。 


sni ク 
巧で- 

2 


3 


-なが巧定 

3-6 


System Setup 


.Surr Back System 
.Manual MCACC 
.Data Management 
.Manual SP Setup 
.Input Setup 
.Other Setup 


4 サラウンドバックシステムの設定をする。 

通常は [Normal ( SB )] を選択します。 

詳しくは r スピーカーの使用用途を逞択する」卜61ぺ一 
_ジ)をご覧ください。_ 

5 測定/設定値の保巧先を選ぶ。 

保存先は [ Ml . MEM 0 RY 1] 〜 [ M 日. MEMORY 己]まで 
_を選ぶことびできます。_ 

6 [0 K ] を選んで巧定ずる。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

手順7(なページ)へお進みください。 



5 


6 


[ Option ] を還んで決定すると、項目別の測定を行うこ 
とびでをます。詳しくは 「Auto MCAC 巳をより詳細に 
測定/設定する」（一已0ページ)をご覧ください。 


I.Auto MCACC 


Surr Back System 
[ Normal (SB) ] 

Data Save to 

Setting Start? [OK] 

[Option] 
cTVCancel 


し DVR2 J 
I DVR1 j 


I CP-B I 

[叫 


[MULTI INJ [IUKMUI3J 

[tunerI •- 


灯 - ，③ …• ⑤，な， 

留"が’-⑥ 

® ® ® 
f+iolio 〔 0 )" ^ 定)， 


ド 巧 

CO 


理; i - 

■ S ) 

び 


，レビホー 

A 風巧 f 


i 

,\ 

-J む & [ 

sm 


I.Auto MCACC 


Surr Back System 
[ Normal (SB) ] 

Data Save to 

[M1. MEMORY 1 ] 

Setting Start? ""況 

[Option] 

ENTER:Next cTVCancei 


1 .Auto 

MCACC 

• Set 

microphone. 

* Turn 

on Subwoofer. 


cTVCancel 


f メッセージの意味 

• 付属のオートセットアップ用マイクを接続し 
て、リスニングポジションに配置してください。 
• サブウーファーを接続している場合は電源を 
入れてボ U ュームレべルを適度に上げておい 
、 て< ださし、。 


A 

注意 


オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 

ボ U ュームを下げることをできますが、正しく設定さ 
れない場をがあります。ルさなお子様がおくにいる場 
合などはごミ主意ください。 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 
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エラーが 表示 をれ た 6 

判定結果で [ ERR 日 R !] び表示された場 S ま、スピー 
力一の接続を間違えている可能性びあります。 
[ Retry ] しても結果び同じような場合は一度電源を 
切り、スピーカーの接続を確認してください。また、 
途中で測定エラーによる警告び表示されている場 
合びありますので、そのとをは画面の指示にした 
びってください。指示の詳しい内容については「シ 
ステムセットアップでの MC 冉 CC (音場補正)時に 
表示されるメッセージの意味」(-121ページ)を 
ご覧ください。 


スピーカー有り無しの確認画面で 、 SUB W . を 
「 NO 」 から 「 YES 」 に直して決定すると、サブウー 
ファーのレベルを確認ずるためにサプウーファー 
のみ再測定を行います。 


7 自動測定が開始されます。 

まずは初期測を(測を環境チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise 」 および 「 Microphone 」 のチェックでエ 
ラーが表示されたとさは、測定環境およびマイクの接続を 
もラー度確認し、 [ Retry ] を選んでもう一度測定することを 
お勧めします。和-►で[白日 NEXT ] を選択し、次の測定へ進 
むことちでさます。 


8 スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカー有り無し判定につしではじ(下の表をご覧くだ 
さい。 

に heck !) 画面の見かた 


有無 

スピーカー\\ 

接続している 

接続していない 

規定がの接続 

Front 

フ□ントをち 

YES 

ERR 

ERR 

Gent 色广 
センター 

YES 

N 0 

--- 

Surround 
サラウンドちち 

YES 

N 0 

ERR 

SB 

サラウンドパック 

Yxl (1 つ接続） 
YX 2 につ接続） 

--- 

ERR 

SUB W . 

サブウーファー 

YES 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとさ 

[0 K ] を選んでミ夫定ボタンを押します。 

をラー度自動測定をやり直すとき 

旧 ETRY ] を選んで決定ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

旧 ETRY ] を選んでをう一度自動測定をやり直してみて 
ください。それでを間違ってしまうときは ♦ t 和崎 
ボタンで正しい設定に直したあと決定ボタンを押しま 
す。 


9 補正用測定が開始されます。 

Speaker Setting :各スピーカーの低域再生能力判定 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Speaker Distance :スピーカーまでの距離を解析 
Standing Wave :定在波の影響を軽減 
Reverb Measurement :残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro . :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって2〜目分程度かかりますので、手順1日の画面にな 
_るまでしばらくお待ちください。_ 

10 「MCACC Data CheckJ の画面が表示された日 
自動測定は終了です。 

「測定結果をお認する」にお進みください。 

















































MCACC 

L 

C 

R 

SR 

SBR 

SBL 

SL 

SW 


4 .定在波制御 


3 .スピーカーまでの距離 

4a3.Speaker Distance 


まずはほつてみましよう 


13〜14ぺージの手順1〜10を巧ってからむ下にお進み 
<ださい。 


1 It ボタンで項目を選んで決定し、測定された内 

容を確認ずる。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

さ測定項目について、詳しくは r 設定データをお認する」 
(一71ページ)をご覧ください。 


• 同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の影響によ 
りスピーカーの大小判定び一致しないことびあります。設定を変 
更したい場含はシステムセットアップの「スピーカー接続と低音 
再生能力を設定する」卜74ぺージ)を行ってください。 

. サブウーファーまでの距離は、サブウーファー本体び持つ回路の 
電気的遅延を含めて測定するため、距離びやや遠めに設定される 
ことびありますび、遅延補正として最適な解析結果ですので、距離 
を修正する必要はありません。また、他のスピーカーち音響特性を 
測定して距離設定をしているため、実測したスピーカーまでの距 
離とは異なることびあります。 

ん 

設定ボタンを巧して才ートセットアツプ (Auto 
MCACC ) を終了する。 

通常動作に戻ります。 


己.視聴環境の周波数特性 


1.ス ヒー •カーシステム 


とスピーカーの出カレベル 


4a1.Speaker Setting 


: 

: SMALL 
: SMALL 


Front 
Center 
Surr 

SB : SMALLX2 
SUB W. : YES 


g| mg g| 


4a5.EQ Data Check 

63Hz : —— 

MCACC -<1711 ►- l25Hz : 0.0 

Ch [ L ] 250Hz : 0.0 

500Hz : 0.0 

1kHz : +2.0 
_ 2kHz :-1.0 

.. -- 4kHz : -2.0 

■- 8kHz : —4.5 

' - 16kHz : -7.0 

否空 S 養けけ S g TRIM : 0.0 

よ 、： Return 


4a4.standing 

Wave 

MCACC 


Standing Wave Control 

ON 

Filter Ch 

[ Main ] 

No.1 

2 3 

f [ 68 か ] i 

120hz ] [ 201 Hz ] 

Q [ 5.0 ] 1 

5.0 ] [ 5.0 ] 

*T, [ O.OdB ][ 

O.OdB 1[ O.OdB ] 
eri:Return 


4a2.Channel Level 


MCACC mUISE 


C 

R 

SR 

SBR 

SBL 

SL 

SW 


—S.OdB 
—S.OdB 
—S.OdB 
-1.5dB 
-O.SdB 
-O.SdB 
-1.5dB 
+2.0dB 



測定/設定結果を確認する 


ホームシアタ—乂巧 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ3再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再を 


1 本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

0 STANDBY / ON ボタンを押して電源を ON にします。 

(サブウーファーは、「ステップ2」の Au 扣 MCA 巳 C を行ったときと同じ音量にしておきます。） 

之 テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定する。 

たとえば、本機の MOMTOR OUT 端テと接続しているテレビの入力び「ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えます。 


3 DVD プレーヤーの電源を ON にする。 

4 リモコンの DVD ボタンを巧して、本磯の表示を 「 DVD / LDJ にする。 

SIGNAL SE 1_ E 巳 T 表示び DIGITAL ( AUTO ) になっていることを確認してください。 

表示び ANALOG になってし、たら SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL ( AUTO ) に切り換えます。 

5 AUTO SURROUND モードにする。 

ディスプレイに AUTO SURROUND と表示されるまで AUTO SURR/STREAM D 旧 ECT ボタン 
を押して < ださい。 


6 DVD を再生する。 

再生ずる前に DVD プレーヤー、 DV □ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9日 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してください。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

③ DVD ソフトの音青の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(己.1 ch サラウンドまたはド 
ルビーサラウンドなど)を選んでください。 


CD などの場合はステレオに ch ) 再生になります。 


7 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調壁する。 


ドルビーデジタル日.1 Ch 信号を 
7.1ch で再生したとさの表を例 



サラウンドをよ0楽しむために 

①いろいろな音場効果を加えることびでさまず。 
(一36ぺージ） 

③より詳細な設定を行うこともで去ます。 

(一 6□ページ） 

何か巧題はあ0ましたか？ 

r 故障かな？と思ったら」をご覽ください。 

(一] ] 5ページ） 

誤使用防止のため、取扱説明書は必ず 
最後までお読みください。 



























































各部のを敬とはた 6 を 

































各部のち敬とはた 6 を 


フロントパネルドア巧部 


(T) (2) ③ ® ®®@ ® 










SPEAKERS 

PHONES 




MULTI-ROOM & 

( - SOURCE/REC SEL - 

CONTROL ON/OFF 

-◎ © 

I 

sn 




国 

S 

MCACC 

ETUPMIC 

M 

\ 尽 ( 

i DIGITALIN 

iiiatatQ^ 







感® ⑩® ® 


① SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一己日ページ) 

感 AV PARAMETER ボタン 

AV 調整機能の設定になります。（^42ぺージ） 

③ なみ片畔 / ENTER ボタン 

AV 調整機能やシステムセットアップの操作を行い 
ます。 

® MULTIRO 日 M & SOURCE / RECSEL ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチルーム機能）に使用します。（一91ページ） 
また、録音/録画をする際の REC SELECT 日 R とし 
てち使用します。（^己3ぺージ） 

CONTROL 

別の部屋(サブルーム)で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER V 日 LUME ダイヤルで別 
の部屋の音量を調節します。 

ON/OFF 

マルチルーム機能を入/切します。 

感 VIDEO SELECT ボタン 

音楽を聞さながら他の入力のビデオ映像に切り換え 
ます。（一己4ぺージ） 

® S に NAL SELECT ボタン 

入力信号の種類(□に ITAL / ANAL 日 G / HDMI など） 
を切り換えます。（^3日ぺージ） 

(7) SBch PROCESSING 

サラウンドバックチヤンネルまたは八ーチヤルサラ 
ウンドバック処理の日 N / AUTO / 日 FF を切り換えま 
す。（一40ぺージ） 


® STEREO 

U スニングモードをステレオモードに切り換えま 
す。（一3日ぺージ） 

風 PHONES 端子 

ヘッドホン端テです。（一3日ページ） 

〇) SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 
巳日ぺージ） 

⑩ RETURN ボタン 

システムセットアップで1つ前の画面に戻ります。 

® MCACC SETUP M に端モ 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（^12ぺージ） 

〇 VIDE 日/ GAME 2 INPim 瑞モ 

ビデオカメラやゲーム機などのため、前面に備えた 
入力端テです。（一29ページ） 
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各部のを祿とはた 6 ま 


① SIGNAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類が 
点なします。 

( D プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表おします。 

L :フ□ント左 
R :フ□ントち 
C :センター 
SL :サラウンド左 
S : サラウンド(モノラル） 

SR :サラウンドち 

SBL : サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック（モノラル） 

SBR :サラウンドバックち 

LFE :超低音の効果音 (Low 杆 equency Effect )。 
超低音が再生されているとさに （(（ >)) が点灯し 
ます。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します。 
( SACD 再生時、 PCM に変換して出力していると 
きに DSD ^ PCM が点灯します） 

@日 VER / ATT インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルが高すぎるとさに 
日 VER が点灯し、その歪みを補正するためにアナ 
□グ ATT 機能(一已4ページ)が選ばれると ATT が 
点灯します。 

© MULTI - ROOM インジケーター 

マルチルーム機能が選ばれているとさに点灯。 

(一日1ぺージ） 

⑥ VIDEO CONV . 

ビデオコンバーター処理時に点灯します。 

© V.SB 

バーチャルサラウンドバック処理時に点灯しま 
す。（一40ぺージ） 

® 音声再生用機能インジケーター 

AV 調整機能にて設定されてし、る機能が点灯します。 


感 音量表示 ( dB ) 

現在のを音量レべ J レを表示します。 

音量レベルは、電源を入/切してを保持されてい 
ます。（音声 S ユート時は点滅します。） 

® 入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力が点灯します。 

⑩ ストリームダイレクトインジケーター 

スト IJ ームダイレクトモードで D 旧 ECT または 
PURE D 旧 ECT モードが選ばれているときに点灯 
します。（一3日ページ） 

® スピーカーインジケーター 

現在選がされているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一已目ぺージ） 

® リスニングモードインジケーター 

選択されている U ス ニン グモードに応じて点灯し 
ます。（一3日ページ） 

(0 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーが設定されてし、るときに点灯。 

(一已日ページ） 

© デコード処理インジケーター 

マト U ックスデコード処理時に点灯します。 

□□ PR 日 LOGIC nx :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック IIx デコード時。 

Neo : 6 : Neo ; 日デコード時。 

® キャラクター表お部 

操作中の情報や U スニングモードを表示。 

@ SR + インジケーター 

プラズマディスプレイとの連動モード時に点灯。 
(一日7ぺージ） 

f 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間点滅する場 t 
合は、操作禁止を意味します。 



□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□ 

□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□ 

□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 
□□□□□ □□□□□ 


& HDMI 

DIGITAL 

ANALOG 


[SL][S ] 
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る部のち敬とはた 6 を 


モー トコントロール 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 
本機の U モコンはを操作ボタンごとにじ(下のよラに色分けされています。 

緑=アンプコント□-ル 


ホ = DVD コント□-ル 
黄 = iPod コント□—ル 
白=他機器コント□-ル 


I CD ] r 


い VD ) C ►) 


裔面1ちのボタ ンのよう に、黒い四角巧で書かれた入力や機能は、シ 
フトボタンを押しなび6それぞれのボタンを押すことで使用 
することびでさまず。 


アンプコン, 



本機を操作するとさに使います。 
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AV アンプ0ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバ 
イ状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 


アンプ操作ボタン 
U スニングモードボタン 
( THX 、 STANDARD 、 ADV . SURR 、 
STEREO 、 S.D 旧 ECT ): いろいろな音場 
効果を加えることびで定ます。(一3已 
ぺージ） 

MCACC：MCACC MEMORY を選択し 
ます。(^39ぺージ） 

音舌入力: 入力信号の種類(アナ □ グ/デ 
ジタル/ HDMI など)を切り換えます。 
卜3已ぺージ） 

SBch 処理 サラウンドバックチャンネル 
またはバーチャ j レサラウンドノくックチャ 
ンネルの 0N/AUT0/0FF を切り換えま 
す。(-^40ページ） 

PHASE：PHASE CONTROLS- ドの 
ON/OFF を切り換えます。卜41ぺージ） 


状態確認ボタン 

選択/設定されている機能の情報を 
0SD に表おさせて確認できます。卜己已 
ぺージ） 

シフトボタン 

黒い四角粋で表示された入力や機能を選 
択したいときに、このボタンを巧しなび 
らそれぞれのボタン对甲します。 (-34 
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入力切換ボタン 

本機の入力を切り撰えます。 


マルチコントロールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するときの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 

A V アンプボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

アンプ操作ボタン ( AV アンプボタン 
を巧してか6操作しまず。） 

スリープ： ス U —プタイマーを設定しま 
す。（一日己ページ） 

映像切換： 音楽を聞をなびら他の入力のビ 
デオ映像に切り換えます。卜巳4ページ） 
アナ□グ ATT ： アナ□グ信号び入力され 
ているとを、入力信号のレベルび高すぎて 
音び歪んでいるとをに巧すと聴をやすくな 
ります。（一己4ページ） 

SR + :プラズマディスプレイとの連動 
モードを切り換えます。（^9日ぺージ） 
ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさ 
を切り換えます。（一日4ページ） 

音量 +/ — ボタン 

本機の音量を調節します。 

消音ボタン 

消音します。 



シフトを巧しなびら DVD を 
押すと、 CD 入力の選択となり 


ます。 


シフトを巧しなびら入力切換 
を巧すと、通常とは逆の順番 
~での入力選択となります。 






各部のを祿とはた 5 ま 


シフトボタン 

黒い四角枠で表示された機能や、シフト 
ボタンを巧しなびら学習させた機能を 
使用したいとをに、このボタンを押しな 
びらそれぞれのボタンを押します。 

8氏87ぺージ） 

例：百垣]シフトを巧しなびら►を巧す 
と、録画機能の使用となりま 
す。 


他機器連動ボタン 

起動時連動および終了時連動操作を行い 
まず。(一102ぺージ） 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは ru モコンで他機器を操作する」（一8目ページ)をご覧ください。 


マルチコント□ールポタン 

リモコンの操作モードを切り換えます。 

お手持ちのテレビを「テレビ基本操作ボタ 
ン」で操作するには、マルチコント□ール 
部の「テレビ操作」ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ U セツトコードを割り当ててく 
ださい。（一8日ページ） 


テレビ基本操作ボタン 

〇：テレビの電源を入/切します。 
入力切換：テレビの入力を切り換えま 
す。 

チヤンネル +/- :テレビのチヤンネ 
ルを切り換えます。 

音量 :テレビの音量を調節しま 
す。 


I しシステム切 

AV アンプ入力切 g 乂力 

@ 


I CD I I TV I IVIDE0 2I テレビ gW 


I DVR2 I I CD-R I IMULTIINI - - 

[ AV アンづ 


a ， リーブの。^^アナ的 

0 0 … I 

O SR + ティ マー 

0 〇 

G 〇 〇 

^^10 ^^11 
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入力機器むボタン 

他機器の電源を入/切します。 


数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使用します。 


メニューポタン 

各機器のニュー画面の操作などをし g 
す。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


テレビ/他機器コントロ-ル部 



る部のち抑 
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各部のち敬とはた 6 を 


リア八。ネル 


図は VSA - AX 4 AVi の U アノくネ J レです。 



①光デジタル出力端子(^32ぺージ） 

0 UT 2 端子は VSA - AX 4 AV のみです。 
VSA - AX 2 AV は日 UT 端子のみとなります。 

@ USB デジタル入力端子卜32、48ぺージ） 

VSA - AX 4 AVi のみです。 

US 目ケーブルで PC と接続します。 

感 デジタル入力端モ(^32ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 （^8] 

ぺージ） 

® i 丄 INK 端モ(一32、己2ぺージ） 

VSA - AX 4 AVi のみです。 

感 HDMI 入出力端モト47ぺージ） 

接続するとさは入力の設定が必要です。 

® マルチルーム用旧入出力端テい9色ページ） 

VSA - AX 4 AVi のみです。 


@ 12 V TRIGGER 端子(一100ぺージ） 

VSA - AX 4 AVi のみです。 

® マルチ ルー ム モニター 出力端子(一91ページ） 

風コンポーネントビデオ入出力端モ(^30ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一81ページ） 

® 04ビデオ入出力端子(^30ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一81ページ） 

⑩モニター出力端子(一27ページ） 

® ビデオ入出力端子(^27〜29ぺージ） 

〇アナ111グ音声入出力端モ(^31ぺージ） 

顾マルチチャンネル入力端子(一已1ページ） 

© コント111ール入出力端モ(^96ぺージ） 
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各部のを敬とはた 6 を 
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CENTER 


SURROUND 


國画國■國剛 


圏画圏画圏剛画圏 

^ v 一 皿心ソー皿仁ソー皿心ソー皿心ソー 


ごま意 ： [AC OUTLET ] 

テレビのモニターは 
接続しないでください。 
■連動100 WIU 下 


SURROUND BACK /面 

D し Single 严 


國圆 


圆圓 


I 用透設是変更可能 


る 

部 

の 

名 

郝 


® プリアウト端モ(一31ページ） 

@ iPod 入力端モト4已ぺージ） 

別売りの 「AucHo control Cable 」 で接続します。 

® RS -232 C 5 贵モ 

PC と接続するための端テです。 

® スピーカー囚 端子 

スピーカーインピーダンス日〇〜1日〇のスピーカー 
を使用でさます。（日〇〜80未満のスピーカーを使 
ラ場をは設定変更してください。 ）（ 一2日ページ） 

@スピーカー回 端子 

サラウンドバックシステムの設定(一61ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-サラウンドバックスピーカーの接続卜24ぺージ) 
-フ□ントスピーカー曲- AMP 接続(一目日ぺージ） 

- 別エ U アでのステレオ再生用接続卜日〇ぺージ） 

@ AC アウトレット予備コンセント（一33ページ） 

@ AC IN 端モ(一33ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 
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各機器の接続 

/|\機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントからないてください。 

ま意 


スピーカーの接続 


下のよラに各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさは r フ□ントスピーカーを高品位接続する」（一90ページ)をご覧 
ください。 



■ SPEAKER (スピーカー)端子 ①線をねじる。 


① 


lOmm 



③スピーカーう箭テをゆるめ、ス 
ピーカーコードを差し込む。 
感スピーカー端テを締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 






公称インピーダンスが6^1〜1巨^1のスピーカーをご使用ください。 

本磯ではスピーカーインピーダンスの設定を変更ずることびできます。エ場出荷時は8^2〜]目 n です 
び、お手持ちのスピーカーび日〇1^^上8£2未満の場合は、設定を変更してください。詳しくは、「スピー 
カーインピーダンスの切り換え」（一2日ページ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テか5はみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることびあります。 
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各機器の接続 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 



フ□ントス ピーカーは テレビから等距離になるように 
します。 センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
いちがセリフなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁型のス 
ピーカーを 使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 

センタースピーカーをテレビの上'' 
に設置するとさは、適切なちまで固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 

、 - J 


フ□ント 
スピーカーを ( L ) 





み 

サラウンド 
スピーカー左 ( SL ) 


サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


A 

ま意 


センタースピーカーをテレビの上 
に設置するとさは、適切なちまで固 
定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピー 
カーが落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因となりま 
す。 


サラウンドバック 
スピーカーを旧 BL ) 


接 

続 


スピーカーの酉己置についてより詳しくは、「スピーカーの酉己置につい 
て」（一103ページ）をご覧ください。 


ス ピーカーインピーダンスの巧0換え 


ずべての接続び終了してか6行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、巳£2じ(上8〇未満と8£2〜1 6 n の2通りあります。お手持ちのスピーカーび 
6油ん h 8 Q 未満の場合はじ(下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は 8 n 〜1己过こ設定されてしほす。） 



1 本機をスタンバイ状態にする。 



SPEAKERS ボタンを巧しなが5 
む STANDBY / ON ボタンを巧す。 

スピーカーインピーダンスの設定び 
変更されます。 

再度、設定を変更したいときは手順 
1からやり直してください。 



スピーカーィンピーダンスび8〇〜]己 n の場合 


スピーカーインピーダンスび已 n じ LhSn 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器の接続についてりレ r オニアビデオコン/ v — ター) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので政下のよ 
ラに映像 コー ドの組み合わせを選ぶことがでさます。各接続 コー ド/ケーブルについては r 接続 コー ドについて」 (一 
11日ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示する 


ソース機器からの映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続でをます。 


映像コードの組み合わせ 


---〜〜で/【モニター)巧の 
ソースがな---コ-ド 

KM® コード 

ビデオ 

(コンポジット） 

5 ビデオ 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

HDMI 

ビデオ 

ロンポジット） 

〇 

〇 

〇 

〇 

5 ビデォ 

〇 

〇 

〇 

〇 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

〇 ぉ 

〇 ま 1 

〇 

〇 

HDMI 

X 

X 

X 

〇 


コンポーネントまたは D 4 ビデオで接続した場を、 
入力の設定 (Input Setup ) (一81ぺージ）が必要に 
なります。 

ミ主1 D 1(48 日 i ) 信号のみ表示することができます。 


ソース 機器 


本機の 
映像入力へ 


© 


— 

◎ 

— —1 

0 





本機の 

モニター 出力から 



TV 

(モニター） 






映像を録画する 


ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像コードの組み合わせ 


毎® 

ソース 

ビデオ 

(コンポジット） 

S ビデオ 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

ビデオ 

(コンボジット） 

〇 

X 

X 

S ビデオ 

X 

〇 

X 

コンポーネント 
または D 4 ビデオ 

X 

X 

X 


ソース 機器 


映像入力へ 



• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端テ/コンポーネント端子び付いているとをは、 S ビデオ端テ/コンポーネント端子で接続する 
と、より鮮明な映债を再生することびできまず(アナ□グ映债信号の場合、コンポジットよりを S ビデオの方び、 S ビデオよりちコン 
ポーネントの方び良い画質となります)。入力機器とテレビの両方に HDM 喘テび付いているときは、 HDMI 接続ずることをお勧め 
します。映徹をデジタルのまま伝をしますので、最高画質をお楽しみいただけます。 

• テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力び優先さ 
れ、コンポジット端子でのみ接続している機器の映债を見ることびできない場合びありまず。詳しくはテレビの取扳説明書をご覧 
<ださい。 
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TV (モニター)の接続 


各機器の接続 


r 映像機器の接続について」（一26ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一1]〇ぺージ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや□端子で接続するとさは r 映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^30ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するときは1>101\/11伝送で高品位な音声と映像を再生する」（^47ぺージ)をご覧くださぃ。 


VSA - AX 4 AVi 



IZON 口 1义 

<L；;;:T. ごご 


1#" 








m 

’1! 

m 

(aUI 
—Lcompo 

9を sc 巧 k 

も Tvi 似 J 


® 〜感はいずれか1つを接続 



fIL£ 


r AUDIO OUT 

VIDEO OUT ' 

’S VIDEO 饥 T’ 

□1# 

!>s 

t 

© 




TV (モニター)の1つの入力に、 S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数同時に接続すると、映像び乱れたり巧く映 
ることびあります。詳し < は TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


DVD プレーヤーのち続 


「映像機器の接続について」（^2曰ぺージ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択して<ださい。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]1日ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テゃ0端子で接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^3日ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとをは1>101\/11伝送で高品位な音声と映像を再生する」（^47ぺージ)をご覧くださぃ。 


接 

続 



DVD プレーヤー 
または LD プレーヤー 


①〜⑤はいずれか1つを接続 


図とは異なる方までデジタル接続すると去は、入力の設定 (Input 
Setup ) び必要です (--8 1ぺージ)。 

DVD / L □コンパチプルプレーヤーなどの□日 RF 出力端子 ( LD 巧） 
を接続する場合は、別途 RF デモジュレーター（巿販のをの)び必要 
となります。 


VSA - AX 4 AVi 
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各機器の接続 


DVD レコーダーやビデオデツキの接続 


r 映像機器の接続について」（一2日ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]]〇ページ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや：)端テで接続するときは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^30ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとさは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一47ページ)をご覧 < ださい。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてをアナ□グ接続する必要があります。 



ビデオカメラやゲーム機器の接続 


r 映像機器の接続について」（一2目ページ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケープルや画質については r 接続コードについて」（一]]〇ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや□端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^3日ぺージ)を 、 HDMI 
端テで接続するとさは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を巧生する」（一47ページ)をご覧 < ださい。 

S ビデオ端子で接続するときは、入力の設定( I 叩 ut Setup ) が必要です。（一 8] ぺージ） 
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各機器の接続 


前面端子を使った接続 


フ□ントパネルドア内の VIDE 日/ GAME 2 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、 
入カフアンクシヨン選択で VIDE 日2を選んでください。 



「ポータブル D V D プレーヤーなどは、専巧の接続コード 
び付属している場をびあります。詳しくは接続する機 
器の取披説明書をご覧ください。 


巧 

続 


地上デジタル/衛星チューナーのち続 


「映像機器の接続について」（^26ぺージ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一]10ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端子で接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（^30ぺージ)を 、 HDMI 
端子で接続するとをは1>101\/11伝送で高品位な音声と映像を再生する」（^47ぺージ)をご覧<ださい。 

S ビデオ端子で接続するときは、入力の設定 (1 叩 ut Setup ) が必要です。（一81ぺージ） 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は入力の設定 (Input Setup ) 
が必要です (-^81 ページ)。 


' MPEG -2 AAC 信号を再生するにはデジ^ 

タル接続び必要です。 

-光ファイバーケーブルを取り扱うときは 
急な角度に巧り曲げないで < ださい。 

-端子の向をを合わせて差し込んでくだ 
、さい。 



次の場含はアナ□グ接続び必要です。 
チューナーにデジタル出力端子 
びない場含 

地上波放送などのアナ□グ信号を 
ム本磯を通して楽しみたいとき 


由] B 扣 0NT t CENTER p SUM 

^ 國國壓 
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DVD プレーヤー 


地上デジタル/ 
衛星チューナー 


コンポーネント端子や D 端子で接続するとさは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定び必要な場合びあります。 


る機器の接続 


映像信号のコンポーネントビデオ接続 


コンポーネント端子や□端子で接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したとさよりを高品位な映 
像品質をお楽しみいただくことがでさます。「映像機器の接続について」（一2目ページ)をご覧になり、どのち法で 
接続するかを選択してください。コンポーネント端子や D 端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup ) が 
必要です(一81ぺージ)。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 



モ OMPONENTIN' 
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アナ□グ音声機器の接続 


各機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レコーダーでは、さ6に r デジタル音声機器の接続」（一32ページ)ちでを 
ます。 


VSA - AX 4 AVi 



/ \ 



CD レコーダー 

(またはテ-プデッキ） 



;;レコードプレーヤー 


CD プレーヤー 



チューナー 


レコードフレーヤーに 
アース端テび付いてい 
る場合は、必ず tIt 端テ 
に接続してくださし、。 


ふ端テはアナ□グプレーヤーなどを接続した 
場をの雑音の低減を図るためのちのでず。 


A\ PH 日 N 日端子にレコードプレーヤーじ(外の機器まにはイコライヴー内蔵レコードプレーヤーを接続 
しないでください。大音量を出力し、スピーカーなどを破壊する恐れがあります。 


カセットデッキを設置ずる場所によっては、再生したときに雑音などび発生する場合びあります。これはアンプのトランスによるリー 
ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるちのです。このよラなとをには、設置する場所を変えるか、アンプか 5 離して設置してくだ 
さい。 


プリアウトをほったパワーアンプのち続 


「ヴラウンドバックシステムの設定」（^目]ぺージ）と連動して、プ U アウト端テのサラウンドバック ch か6出力 
される音声が！; TF のよラに変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はごを意ください。 

[ Normal 但目)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
[Second Zone ] のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 
[Front Bi - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 

[Multi Room & Source ] のとき ： R 日 0 M 2 で選ばれているアナ□グ 2 ch の音声 (R 日日 M 2 日 N のときのみ） 


この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ U ユーム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない場合びあります。 


接 

続 
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各機器の接続 


デジタル音声機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを巧生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
バーケーブルで行います （1 つの機器に巧してどちらか一ちのみで接続します)。 

HDMI 端テで接続するときは 「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一47ページ)をご覧ください。 
i . LINK 対応機器の接続と US 目ケーブルでの PC との接続は VSA - AX 4 AVi のみとなります。まに光デジタル出力端 
子の装イ ji は VSA - AX 4 AVi が日 UT ]/0 UT 2 の2つ、 VSA - AX 2 AV は日 UT のみとなります。 


地上デジタル/ 


CD レコーダー 


CD プレーヤー 

衛星チューナー 


(または：デッキ、 MD ) 




. どのデジタル入力端子をどの機器に使巧するかは自由に変更ずることびでをます。ただし、工場出荷時の設定 （ U ァパネル表試と 
異なる接続を行う場をは入力の設定 (Input Setup ) (一81ページ)で設定の変更を行ってください。 

. HDMI 入力端モやし LINK 、 USB 入力端子から入力した信号はデジタル出力端子からは出力されません。 
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各機器の接続 


電源コードの接続 


すべての接続が終了した6、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 10日 V )に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めしまず。下図のよラに電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


A* 

警告 


本機の電源コードは着脱式になっていまずが、付属しているコード(電流容量1己 A 、 機器側 3 P プラグ 
インソケットち式) W 巧の電源コードはご使用にな5ないでください。 


旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを巧いておいてください。長期間、電源コードを抜 
いた状態でを、本機で設定した各種設定び U セツトされることはありません。 

電源コードを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態にしてからコードを抜いてください。 


幅の広い側 • 


VSA - AX 4 AVi 
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テレビ®モークーは 
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③ 

最後につなぐ 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 wjy 下] 

本磯の電源スイッチの日 N / STAND 巨 Y ( OFF ) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を日 N / 日 FF できます。 
接続した磯器の消費電力び10日 W を超えないよラにしてください。 





消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ 
ラな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、トースター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れびあります。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よ0かなく 
てちテレビ、サブウーファー、パワーアンプ、は接続しな 
いでください。電源を入れたとをや大をな音で再生する場 
合に大をな電流び流れる場合びあります。 


ご ミ 

控 

4 ち . 1 AC OUTLET 

±ム,、 . 

-レビやモニターは 
居続しないでください。 


連動100 WLU 下 


n n 


U LI 


連動100 W む下 


接 
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基本再を 


アンプか6音を出す〜基本再を〜 


接続した機器を再生するとをの手順です。本機では、 r 音声入力信号の切り換え」(^3已ぺージ)で入力信号を還ん 
で、「1」ス ニン グ モー ドでいろいろな音を楽しむ」 （-3 日ページ)で U ス ニン グ モー ドを選ぶことびをな操作です。 
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1 再生する機器の電源を入れる。 


2 W 气 本機の電源を入れる。 

_ _ (本体の場合は、。 STANDBY / ON を押します。） 

3 ^ 再生する機器を還ぶ。 

W ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 

- す(本体の場合は 、 INPUT SELECTOR で選 

択します）。マルチコントロールボタンで直 
接選択することをでさます。 CD のよラに黒 
い四ち巧で表示されている入力は、シフトを 
押しなびらそれぞれのボタン(例えば CD を選 
ぶときは DVD ) を押すことで逞択することび 
でさます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種類を選 
びます。「音声入力信号の切り換ぇ」（^3已 
ページ） 


4 SS 

THX STANDARD ADV.SURR 
〇 〇 〇 
5.DIRECT 


お好みのリスニングモードを愚ぶ。 

「1」スニングモードでいろいろな音を楽 
しむ」(一3日ぺージ） 


5 再生機器の再生を開始する。 


6 


因 



ミ肖音 

風 


音量を調節する。 

-80 服撮ル値)から+ ] 2服(最大値)の範 
囲で調節でさます。 

(本体の場合は 、 MASTER V 日 LUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいとさは消音ボタンを巧 
します。ちラー度巧すか音量を調節すること 
で解除します。 


音量にごいて 

.MC 冉 C 仁などにより正確にチャンネルレベルを補正した場含、0服び映画 
館での再生音量とほぼ同等になります。 

COdB は大音量でず。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます） 


本機の対応フォーマット 

. デジタル(光/同軸）入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS、MPE 日-2 AAC.WMA 目 Pro、PCM (サンプリング 
周波数: 33kHz、44.1 kHz' 48kHz、88.2kHz、9 巨 kHz) 

• HDMI 端子経由の対応信号 

上記のすべて、および DVD オーディオ （ 1日2 kHz 含む） 

.i.LINK 端子経由の対応信号 (VSA-AX4AVi のみ） 

HDMI の対応信号すベて、および SACD 









•て 青入力信号の胡り換え 


基本再を 


Pioneer 

し AV アンブ ^ 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることができます。 


音青ん力 

〇 




再生したい入力信号を選択ずる。 

音声入カボタン(本体は SIGNAL SELECT ボ 
タン）を押すたびに、じ(下のよラに切り換わ 
0ます。 

尸 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL 


PCM 


•* 


HDMI 


«— 


i.LINK は I で表示されまず。* 

AUT 日にしたとをは、 I* 一 HDMI 一 
D に ITAL 一 ANALOG の優先順位で自動的 
に入力信号を選択しまず。 

AUT 日が選択されていると CD などの 
PCM 音声を再生したとさに巧の頭が切れ 
ることがあります。その場合は PCM を選択 
して < ださい。 

PCM 選が時は、 ^t* 一 HDMI 一 DIGITAL の 

優先順位で自動的に入力信号を選択しま 


再 

を 



へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


• リスニングモードは 「 STEREO 」 または 「Phones Surraund 」 のみ選択で 
をます。 

. MCACC は OFF になり、 MC 冉 CC インジケーターも消灯します。 

. 各 U スニングモードの効果は 2 ch にダウン S ックスされます。 

• へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出な<なりまず。ただし、 
MULTI CH IN 入力のとをはヴプウーファーからのみ音び出ます。 

.MULTI CH IN 入力のときは 、 FRONT L / R 端子からの音声のみをヘッド 
ホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを行ラことはで 
をません。 





ヘッドホンで聞< 


菌藝 

曇思 

還の"0 li 
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基本再を 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびでさます。 


d I ♦— I mm 

® C0 ® idDl 

I ■■•旧 

• , ,■ I HDD ir~ 5 v 5 ~| 

O CD 

vtnn .—x* sBchui 

日 o o 


— f THX~STANDARD ADV. SUftR 

cj\m m m 

ム PHASE MCACt 1 S " 扣 CT 

O I u 一 

Pioneer 

し AV アンプ） 



リモコン 





THX 

STANDARD 

ADV.SURR 

S.DIRECT 

o 

STEREO 

〇 

〇 

o 

o 

本体 

II 1 1 1 1 II II "ehe 。 

HOME 

THX 

STANDARD 

SURROUND 

ADVANCED 

SURROUND 

AUTO SURR/ (O) 

STREAM DIRECT 


1 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモー 
ドの種類を切り換えて逞択でさます。 
それぞれの U スニングモードについて下記の 
設定び選べます。 


モードのタイプボタン 


U モコン 


HOME 

THX 


■mx 


映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自巧 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場が 
巧現されます。 

字 THX 剧ま、 「 AV 調整機能」の一部使用び制限され 
ます。 

入力信号や設定によじ、1」スニングモードの選択胺 
び変わります。 


■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic 
Neo : 巨 CINEMA 
THX GAMES MODE 
■已 . Ich 信号入力時 
THX CINEMA 
□□Pro Lo 留 c llx MOVIE 
THX Surround EX 
THX Select 2 CINEMA 
THX MUS に MODE 
THX GAMES MODE 


映画 

ちい映画 

映画 

ゲーム 

映画 

映画 

映画/音楽 

映画 

音楽 

ゲーム 


U モコン 


STANDARD 

〇 


STANDARD 

SURROUND 


サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2 ch ソースはマト U ックスサラウンド•デコードをしま 
す。 

入力信号や設定により、 I 」スニングモードの選択胺 
び変わります。 


■2 ch 信号入力時 
□□Pro Logic !lx MOVIE 
□□Pro Logic tlx MUSIC 
□□Pro Logic llx GAME 
□□Pro Logic 
Neo : 巨 CINEMA 
Neo : 巨 MUSIC 
■已 . Ich 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic llx MUSIC 
Dolby Digital EX 
DTS-ES 
DTS Neo : 目 


映画 

音楽 

ゲーム 

ちい映画 

映画 

音楽 

映画 

音吗 

映画/音楽 
映画/音楽 
映画/音楽_ 


U モコン 

ADV.SURR 

〇 


ADVANCED 

SURROUND 


デコード処理とノ f イオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択が巧能です。 

(デコード処理を変更することはできません。） 


ACTION 
SCI - 円 
DRAMA 
MUS に AL 
M 日 NO 円 LM 

7 -D THEATER 

CLASSICAL 

CHAMBER 

JAZZ 

ROCK 

DANCE 

7 ch STEREO 

PhonesSurround 


アクション映画/スポーツ 
S 刊巧画 
ドラマ/ TV 放送 
S ュージカル映画/音楽 
ちい映画/ TV 放送 
映画/音楽/スポーツ 
大編成クラシック 
ル編成クラシック 
ジャズ/アコースティック 
□ック/ポップス 
ダンス/クラブ 
音吗 

ヘッドホン使巧時専用 
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基本再を 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用途 

STEREO 

U モコン 

STEREO 

o 

本体 

STEREO 

© 

すべての信号を 2ch (最大 2 . 1ch) で再生します。 

STEREO 循常ステレオ再を） 

音楽 

AUTO 

SURROUND/ 

STREAM 

DIRECT 

u モコン 

S.DIRECT 

o 

本体 

入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、再生チ 
ヤンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時は AUTO SURR 日 UND が選ばれていま 
す） 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

すべての ソース 

すべての ソース 

アナ□グ信号と 
PCM ソース 

1_II 

AUTO SURR/ 
STREAM DIRECT 


ょり詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^]11ページ)をご覧 < ださい。 


4 命 

HOME THX および STANDARD SURROUND モードにつし、て 

じ(下3つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場をにより様々に変化します。 

「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（一]]1ページ）にその組み合わせ表びあります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一74ページ） 

. S 日 ch 処理の設定040ページ） 

より詳しくは、 r デジタル音青フォーマッ ト について」 (一 104ぺージ)をご覧ください。 

. DTS 5.1 ch 信号入力時、デコード方式は自動で決定されまず。 

. P 仁 M (96 kHz 、88.2 kHz )、 DVD 才ーディオなどの八イサンプ U ング信号入力時や WMA 日 Pro 、 WMA (日 6 kHz ) 信号入力時、 
HOME THX モードは選択でをません。また、（特に曰.1 ch 信号時)様々な制限びをくなります。 

. MPEG -2 AAC のステレオ信号入力時、 Neo :6 CINEMA と Neo : 色 MUS には選択で去ません。 

• 皿 Pro Lo 旨 ic は、常に最大己.1 ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーび1本の接続(設定)の場合、已 . Ich 信号入力時でも [XiPro Logic llx MOVIE は選択できません。 

• DTS 信号入力時 、 □□Pro Logic llx MOVIE、□□Pro Logic llx MUS には選択できません。 

. へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびできません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

. DTS 目已 /24、 PCM (96 kHz 、88.2 kHz )、 WM 冉 (9 巨 kHz )、 DVD 才ーディオなどの八イサンプ U ング信号入力時 、 ADVANCED 
SURROUND モードは選択で去ません。 

• より詳しくは 、 「ADVANCED SURROUND モードの種類と効果」（一1 ] 2ぺージ)をご覧ください。 

STEREO モードに二)し、て 

• 設定や入カソースにより、サブウーファーからも音び出力される場合びあります。 

AUTO SURROUND/STREAM D 旧 ECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数を自動的に選択します。 

• CD などの 2 ch 信号入力時ーステレオ再生 

• □□サラウンド信号入力時一 naPro Logic llx MOVIE など 
. デジタル己. Ich 信号入力時一□□デジタル、 DTS など 

. 已 . 1 ch 再生検出信号付きデジタルマルチ ch 信号入力時一 □□Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX、DTSES 

「AUTO SURROUND 」、「 D 旧 ECT」、「PURE D 旧 ECT 」 の 3 種類について、詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数 
の一覧」（一111ページ)をご覧 < ださい。 

.PURE □旧 ECT モードでは、 Second 之 one わ、らは音わ'':出ません。 

• PURE D 旧 ECT モードで DVD オーディオディスクを再生すると、チャンネルび入れ曾ねってしまったり、あるチャンネルだけ音び 
出なくなるなど、正しく再生されないことびあります。その場合は□旧 ECT や冉 UTO SURROUND に切り換えてくださし、。 

• PURE □旧 ECT モードで P 仁 M し义外のソースを再をすると、再生直前にノイズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT か AUTO 
SURROUND にすることをお勧めします。 

ん ぶ 


再 

を 


デコー ドとは I 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、ちと 
の信号に変換させる技術です。また、 2ch の音源をマルチ ch 化させる演 
算技術をマト U ックス•デコードと言い、已 .1 ch 信号を已 .1 ch に伸長さ 
せる技術もデコードと呼ぶことびあります。 

ソノ I 
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基本再を 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能巧応表 


政下の表で〇のついている設定や機能は設定されているとおりの内容が対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は对応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを 
表します。 



AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

圧縮音声信号 
入力時 

アナ□ク 2 ch 信号 
入力時’ 1 

PCM/DSD 信号 

入力時で 

Speaker Setting 

〇 

〇 

〇 



Channel Level 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Speaker Distance 

〇 

〇 

〇 



Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

(OFF) 



Standing Wave 

〇 

〇 

(OFF) 



PHASE CONTROL 

〇 

〇 

(OFF) 



X-Curve 

〇 

〇 

(OFF) 



サウンドディレイの設定 

〇 

〇 

(Ofr.) 



j \イビットパ\イヴンプ IJ ングモード 

〇 

〇 

(OFF) 



アナ□グ ATT 

〇 

〇 

- 



デュアルモノラル音声の設定 

〇 

〇 

O 



DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

(OFF) 



SBch 処理/ 

パーチヤルヴラウンドパックモード 

〇 

(AUTO) 

(AUTO) 



デジタルノィズリタ.クション機能 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



ミッドナイト/ラウドネスモード 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



1 ンコント□—ル 

〇 

(0 肥） 

(0 服） 



ダイア□グエン/ \ンスメント機旨目 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



ダイナミックレンジコント□-ルの設定 

〇 

(OFF) 

(OFF) 



巳 ass Peak Level 

〇 

〇 

(OFF) 



SACD ゲィンの醜 

〇 

〇 

- 



センター幅/ディメンションノ ノラマ/セ 
ンターィメージの調整 

〇 

〇 

O 




*1 アナ□グ信号び DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 (ANALOG DIRECT ) 

*2 - PCM 信号び DSP を経由しないで直接 D / A 変換され、アンプに入力されるモードでず 。 (PCM DIRECT ) 

- VSA - AX 4 AV 做み一 SACD を iUNK で再生していると哥ま、 DSD 信号び DSP を経由しないで直接 D / A 変換さ 
れ、アンプに入力されるモードです 。 （SACD DIRECT ) 

- PCM DIRECT または SACD DIRECT 選択脉入力された信号は本機でダウンミックス処理を行ラことびできま 
せん。ただし、 VSA - AX 4 AVi のみセンタースピーカーの設定び [ N 日]の場合には、センター ch 信号をフ□ント左/ち 
にアナ□グで振 D 分けていまず。 


. DIRECT と PURE DIRECT モード選択樹ま、 S 己 ch 処理び常に AUT 日に設定 
されるため 、 AUTO SURROUND とはデコード状態び変わることびありま 
す。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜] 11 
ページ)をご覧ください。 

. マルチチヤンネル信号入力時、全てのスピーカーから音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 S 己 ch 処理を曰 N に設定することをお勧 
めします。 
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いろいろな状況に合わせた機能を選が/調舊する 

いろいろなが巧ごとに最適な音場補正の設定を選択する 


基本再を 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 


IMM 

TMX 打 ANDA 阳 ADV. 5URR 

〇 

PHASE MCACC 5 。"の 

■ 


し 

II I 


Pioneer 

し AV 7 ンプ ■) 



1 MCACC MCACC MEMORY を選ぶ。 

C _■ > 押すたびに MCAC 巳 MEMORY び切り換わり 

9 〇 

MCACC MEMORY ] 〜目のいずれかを選択 
しているとさは、 MCACC インジケーターが 
点灯します。 


• スピーカーシステムの 設定はすべての MCACC MEMORY で共通の設定で 
す。 

• 工場出荷時は 「 M 1: MEMORY 1」に設定されています。 

• ヘッドホン使巧時には効果びありません。 


を 


いろいろながおに合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 


MCACC では U スニングポジションにおける音場補正を行うので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を 
聴くとさのソファーの位置など、それぞれの U スニングポジションに応じて異なる補正を行ラ必要があります。 
各ポジションであらかじめ音場補正されたそれらの MCACC MEMOR 丫を選択することで、最適なサウンドをお 
楽しみいただくことがでさます。 

活用例 

たとえば下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEM 日 R 丫へ事前に設定しておさ、 MCACC ボタン 
を巧して MCACC MEM 日 R 丫ををわせるだけでそれぞれの状況に応じた音場補正が適用されます。 

. 映画はモニターから離れた位置で観たい 
. ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

• 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順 
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基本再を 


サラウンド J いックか処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換え、最大で 7 .]ch 
再生か已 . Ich 再生かを変更できる機能です。また、サラウンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想 
のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目はじ(下のとおりです。 

OFF :サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、最大日.] ch での再生となります。 

AUTO :入力信号の種類と r 目.1 ch 巧生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を自動選 
択することで、再生チャンネル数を切り換えます。最もソフトに忠実な再生となります。 

ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理技術を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみいた 
だけるモードです。 

入力信号、 U スニングモードの種類や組みをわせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力が異な 
ります。詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^]] ] ページ)の表をご覧ください。 


1 SBch 処理モードを選択ずる。 

^一一 ^ ボタンを巧すたびに、日 N と AUT 日と日 FF が 

切り換わります。 


• 1；(下のとさは SBch 処理モード(バーチャルサラウンドバックモード)を 
切り換えることびでをません。 

.MULTI CH |[\1入力を選んでいるとさ 

.「Speaker Settin 呂」074ぺージ)で、サラウンドスピーカーび N 0 
(無し）に設定されている、またはに u「「Back System 」 （一61ベー 
ジ） で Second Zone . Front Bi - 冉 mp、Multi Room S SOURCE び 
選ばれているとき 

.「 AV 調整機能」の HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 に設定され 
ているとさ 

• へッドホンを挿入しているとを 

• STREAM DIRECT モードのとさ （ DIRE 仁 T と PURE DIRECT のと 
さは常に冉 UTO になりまず） 

. STEREO モードび選択されているとを 
. ヴラウンド ch び収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはでをません。 


再生中にスピーカーの出カレベルを調 



再生している音を聴さながら、チヤンネルごとに出カレベルを調整でさます。 


I_ I I J I J II 

I 化わ I |_ か .* J IHUmiNI 11 

し〇州 1 I I iPod J I TUNER] ^~II- 

面。-，⑤—™南 

が 留。-⑥ 

(D ® ® 

(^^10 (^5') 口 

筑ち-- 


風巧 I 

と)る 


色 V アンプ I リモコンをアンプ操作モードにずる。 


2 


スピーカーのチヤンネルを選択ずる。 

ディスプレイに 「L 0. 日 d 目」などと表示されま 
す。巧すたびにチヤンネルび切り換わります。 


ッか二； 1-, だュ 


出カレベルを調壁する。 

- lO . OdB から +] 0.0 d 目の範囲内で、 
□.已 dB 間隔で調整でをまず。 



圖鲁吗 

纖 ix 

晋 ⑩ S S 

も曾画圍圏一 
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基本再を 


な巧を合わせて音の巧ち消しをいを防ぐ (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処理がされます。しかしこの処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群遅延） 
が発生し、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の巧ち消しをいが発生してしまうな 
どの問題があります。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L モードを日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を再 
現でさます。工場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

(位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山がをっている状態を位相が合っている、 
をっていない状態を位相がズレていると言います。） 


PHASE CONTROL OFF 


PHASE CONTROL ON 



音源 


フ□ントスピーカー U スニング 


づり)’||‘\六-‘-- 
づ。)’1/レ- 

サブウーフ アー 


ポジシヨン 

1 

タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 




• U ズムびぼやけ T はっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の I 」ア I 」テイびない 



音源 


フ□ントス ピーカー 


嘴 ‘'V 一 

サブウーファ- 


U スニング 
ポジション 


:場(お 


本来の音色び 
聞こえる状態 


• U ズムびはっさ0する 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U テイを感じる 


再 

を 



PHASE CONTROL モードを ON にず 
^ 一 ^ る。 

ボタンを押すたびに、日 N と OFF が切り換わ 
ります。 



• PHASE CONTR 曰 L 機能はへッドホン使用時にも効果びあります。 

• サブウーファー本体に PH 冉 SE 切替スイッチびついているとさはプラス側 
CCr 偵り）に言受定して<ださし、。ただし本機の PHASE C 曰 NTROL を ON にし 
てち効果び分かりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効果の大さいちを選んでください。また効果び分かりにくいとをはサブ 
ウーファーの向き、場所をかしずつ変えてみることもお勧めします。 

• サブウーファー巧蔵の Lowpass フイルタスイッチを日 FF にしてくださし)。 
OFF にでさないサブウーファーは高いカットオフ周波数に設定してくださ 
い。 

• スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び正 
し < 出ない場をびあ0ます。 

• 政下のときは PHASE CONTROL モードを ON にすることびできません。 

.PURE DIRECT モードびオンのとさ 
.MULTI CH 1[\1入力を選んでいるとさ 

•「 AV 調整機能」の HDMI 音声出力の設定が 「 THROU 白 H 」 に設定されて 
し1るとを 
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基本再を 


音声や映像の調舊機能 〜 AV 調整〜 


ここでは1；(下の表にある r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、お好みで設 
定する項目を選んで設定を行って<ださい。 



r . 入力信号や本機の設定などによって調整をずることびできない項目びあり 
ます。その場をは設定項目として表示されません。 


1 [ a ^ リモコンを AV アンプ操作モードにず 

る。 


2 

苗組- 

AV 調整機能にする。 

3 

の 

設定項目を選ぶ。 

Li (下の表の設定項目からお好みで調整したい 


の 

項目を選びます。 


的 


手順3で選んだ項目の調壁を行ラ。 

。下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 
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3己 



5 


【房る】 

ぴ 


AV 調壁を終了する 


♦:工場出荷時の設定 


設定項目 設定-効まの内容 表示と設定 



ミッドナイト/ラウドネスモード 
ぷ 1,2, 3, 4 ,已 


夜間やか音量再生でわ、音量に応じて効果を 
調整し、聴走取りやすくする機能 
MIDN に HT : マルチチャンネル再生向さ 
L 日 UDNESS :2 チャンネル再生向を 


• MID/LDN : OFF 
両機能ともに日 FF 
OMIDNIGHT : ON 
OLOUDNESS : ON 


■*■"!" 广!川 ::: j !:::1 UD !"、<::• 1:::叫!:. I 「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの参 TONE :目丫 PASS (日 FF ) 
i …-1:-…門 I 設定 OTONE : ON 

卜ーンコント□—ル 
《 1,3, 4, 5, 6 


低音のお好み調整 ♦BASS :日 d 目 

-目 dB 〜十目服 （ IdB 間隔) 

お音の調整 
(TONE ON 時のみ） 


;ピ H !::: と；：< 1:::けピ!1卜 


ごご!::::！ご. ご:!....!!:::: ! i :.| 高音のお好み調整 ♦TREBLE :日服 

I T - - ■ _ . I -目服〜十目服(:]服間隔) 

高音の調整 
(TONE ON 時のみ） 


W L. N 1 U I li : -'ll J r 


センター幅の調藝 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 
《7 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.WIDTH : 3 
ピ~カーにどの程度振り分けるかの調整 日〜7 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適し日:センタースピーカーか5のみ再生 
た音場を創0出すことびでをます。） 7:すべて左ちのフ□ントスピーカーに 

振り分け 
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基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定頃目 設定-効まの内容 表示と設定 



ディメンションの調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ) 


音場の強さのバランス調整 

(お好みの音場を創り出すことびでさます) 


•DIMENSION : 0 

—CS 〜 +v3 

-3: 後方の音場び強くなる 
+3:前方の音場び強くなる 


TI ni l I riI In ■'! し ■ i— i " ,■ 


パノラマ調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ) 


前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウ •PANORAMA : OFF 
ンド ch につなげるような効果を加える機能(正 OPANORAMA : ON 
確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能で 
す） 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.IMAGE : 3 
ピーカーにどの程度振 D 分けるかの調整 日〜1日 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適し日:ほぼすベて左ちのフ□ントスピーカ 
た音場を創り出すことびできます） 一に振 D 分け 

10まにセンタースピーカーか5再生 


|± C ：： Tiri：：：TT . … ^ lii . I 現在選択してし、る ADVANCED SUR - ♦EFFECT :己日 

L ...： : _I R 日 UND の香モードの残響音効果などの調整 ロホ STEREO のみ9日び初期値) 

ADVANCED SURROUND 1 0〜目〇 

モードの効果の調整 



センターイメージの調整 
( Neo :6 MUS に時のみ） 

义つ 


再 

を 


± U ■!■ D T C M !ご j!! 广!ご C' fc:. 

八イビット/八イサンプリング 
モード 
《1,己，8 


± ni - Ji ：:：' - jri に F t 


デジタルノイズリタ’クシヨン 
機能 

^ 1,3, 4, 5 


デジタル音声信号への、ダイナミックレンジの ♦ H 旧 ITSMP : OFF 
拡大と周波数方向の広帯域化をする機能 OH 旧 ITSMP :日 N 

( PCM 1 目 bit または圧縮音声 20 bit を 24 bit 
に再量子化し、データ処理時にサンプ U ング周 
波数を上げることで、より滑5かで繊細な音楽 
表現を可能にします） 


雑音がをく含まれるソフトのノイズを低減する ♦DNR : OFF 
機能（一44ぺージの「デジタルノイズ U ダクシ ODNR :日 N 
ヨン」参照） 



デュアルモノラル音声の設定 
《1，己 


]+1デュアルモノラル信号入力脉どち5の音 ♦DUAL : CH 1 
声を再生させるかの設定（一44ぺージ ri +1 ODUAL : CH 2 
デュアルモノラル信号とは」参照） ODUAL : CH 1 CH 2 (左ち同時再 

生） 



ダイナ S ックレンジコント□一 
ルの設定 

(ダイナミックレンジコント □ 
ール巧応ドルビーデジタル、 
DTS 信号にのみ効果的） 

1,4,曰 


音量の最わかさい部分と最ち大さし^部分の圧 
縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ 
て映画などを楽しむ場合でち、微ルな音げ聞き 
取 D やす<な0ますげ、大きい音量で楽しむと 
さは、日 F 円こすることをお勧めします） 


• DRC : 日 FF (圧縮無し:高音質再生) 
ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 


± !■■■: ■! ■。門广 ■ ! S ご J …ごご ■ I センター成分の定位感の調整機能 参 DIALOGUE : OFF 

: r I (映画やドラマのセ U フ、または音楽のボ—力 ODIALOGUE : ON 
ダイア□グエン八ンスメント ルを隙立たせ、より聴さ取りやすい音にしま 

機能 す） 

》 1,3, 4,己 


SACD を歪みな<再生するための調整 ♦SACD GAIN : OdB 

(工場出荷時の 「 OdB 」 は、高レベルで記録され日 dB : 音声び歪む場合 
ているディスクを再生しても音び歪まない設定+目服盲音質再生を望む場合 
になっています。「+目服」に設定すると 、 SACD 
《 1，已，8 のデジタル処理に +6 d 日のダインを持たせ、 

SACD ディスクの情報をよ0忠実に弓 I を出すこ 
とびでき、高音質再生び可能にな D ます。 



SACD ヴインの設定 
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MULTI CH IN 入力では選択でさません。 

1 ンコント□-ルび曰 N のときは OFF になります。 

U スニングモードび HOME THX モードのときは選択 
できません。 

1」スニングモードび STREAM DIRECTS - ドのとを 
は選択でをません。 

HDM 暗声出力の設定び 「 THROUGH 」 のときは選択で 
さません。 

ミッドナイト/ラウドネスモードを曰 N にすると曰 FF に 
なります。 

r スピーカーシステムの設定」（一74ぺージ） で、 セン 
夕ースピーカーび NCK 無し）に設定されているときは選 
択できません。 

U スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのときは調 
整でさません。 

コンポーネントビデオ入力された映像信号は調整で定 
ません。 


画質の色あい調碧※9 
(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 
のみ） 


緑色とホ色のノ（ランス調整 


• HUE :0 

-1 日(緑強調)〜+1日(赤強調) 
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デジタルノイズリダクシヨン 

• し U 下の場をは、曰 N にしてちノイズが十分に低減されないこと 
びあります。 

-突然のノイズ--極端に大きいノイズ 
-高い周波数成分を非常にを<含む信号 
-をとをとノイズのみない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、 D に ITAL NR は切下のような改善効果がありま 
す。 

ステレオ再生時 

-アナ□グ入力…10〜 ]8 cl 日 
-し LINK 入力 ...... ]0〜]已づ巨 

-デジタル入力 ..... 10〜]己 d 日 

-冉 M / FM チューナー…10〜1已服 
- ADVANCED 、 STANDARD 、 96 kHz 再生時 
. 6〜10服 

. スト U —ムダイレクトモードび曰 N になっているとさや 
HOME THX モードでは使用でさません。 


サウンドディレイの調碧 
《 1，已 


音声全体の遅延時間の調整 ^DELAY : 0.0 fr 

(DVD ソフトな どで、映像の動きの方び セリフ日.日 frame 〜 目.日 frame まで （日.] 間 

などの音声よ D 遅れている場を、音声全体を遅隔） 

5せることで、映像の動きと音声とを合わせる . lframe = l /30 秒 ( NTSC ) 
ことがでをます） 


HDMI 音声出力の設定 


HDMI IN に入力された音声を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に設定したときは本機からは 
音び出なくなります。 


参 HDMI : AMP 

本機と接続したスピーカーで再生 
OHDMI : THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(ブラズ 
マディスプレイなど)で再生 


ビデオコンバーターの設定 


HDMIIU 外の映像入力信号を MONITOR 
日 UT に巧してビデオコン/ (-卜する機能 
(ソース機器とテレビモニターを違ラ種類のコ 
ードで接続していてわ、映像を出力することび 
でさる便利な機能です） 


• V . C 0 NV : ON 
OV.CONV : OFF 


画面全体の明るさ調整 


画質の明るさ調璧 

(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 

のみ） 


•BRIGHT : 0 

-1 日 （ 暗し、）〜十1日（明るい） 


画質のコントラスト調整 
(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 
のみ） 


画面の最ち明るい部分と最も暗い部分との 
明るさの比率調整 


• CONTRAST :0 

-10 让ヒ率最ル)〜+1日让ヒ率最大） 


基本再を 

♦:工場出荷時の設定 


1+1デュアルモノラル信号とは 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 
. 己 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放を 
や音声を重放をなど 

• 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル- 
デュアルモノラル f ー ドで録画したちの 
• ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なる 
フ オーマツ トになります。 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD 
レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 








1234 已 67 8 9 
※※※※※※※ ※※ 


























をおな機器の再を 


iPod をつないで再をする 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽しむことができます。接続には専用の rAudic ) Control Cable 」 
( JCA - IPl 1 巳)をお使いください。接続するときは必ず iPod 本体と接続してくださし、 DockGPod の充電などが 
できるアクセヴ U —スタンド)経由で接続すると、本機能はご使用になれません。 

卜 斗 

• 本機は、第兰世代し^降の iPod ® や iPod miniJPod Photo の音声に対応しています。 

• 本徽ま、 iPod アップデーターに004-10-20」^^降のパ‘ージョンでご使巧ください。 

. 本機での表示は英数字のみとなります。英数字 U (がの文字び iPod に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。 

. iPod は、著作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複製•再生するために使巧許諾 
されるをのです。著作権の侵害は法律上禁止されていまず。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライヴを r オフ」に設 
定することをお勧めします。 

• 本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じてち、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 



機器の接続を行ラ場をには、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いて<ださい。 


—AUDIO . ( 〇 HPBEOUT 

PH0l» fi FRONT 

參參®參 

[SUBWII CENTER 



iPod 



1 本機と iPod を接続する。 

接続後に本機の電源を ON にします。 


再 

を 


入力を riPodJ にする。 

デイスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
び正しく接続されているかどラかお認しま 
す。 iPod の画面には rPioneed またはレ」び 
表示され、 iPod 本体を操作することはでさな 
くなります。 

「 Loadin 邑」表示が消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順3へお進みください。_ 

3 トップメこュ-トツプメニユーを表示ずる。 



2 


[ 


] 


A * 切巧 


または 


4の 

© 

の 


再生したいカテゴリーを選んでミ夫定ずる。 

カテゴ U —はじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ U —のリストび表ホされます。 

Playlists 

Artists 

Albums 

Son 呂 s 

Genres 

Composers 

Shuffle Songs 



再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など）を選んでミ夫定する。 

和-►ボタンで U ストのページを切り換え、 
t ♦ボタンでリストを逞がします。 
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をおな機器の再を 



6 手順己を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

本機のリモコンでち!;(下の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

の 

再生 

( S ) 

風 

頭出し 

の 

停止 

風 

1」ピート再生の 
設定 

CD 

-時停止 


シャッフル再生の 
設定 

田 

田 

早送り/早戻し 

dD 

FL 表示部の変更 

0 0 

リスト画面 
のページ送り/戻し 
(再生中はブレイ IJ スト 
の頭出し） 

トプ，ブニュ - 

トップメ占一を 
選択 

1 ■々 ） 

び 

前のメニューに戻る/ 
再生！®をリスト醒 
に切り換える 

の 

の 

目的の1」ストすで 
カー ソ J レをスク n — J レ 

© 

リストの選お 
(再生画面では再生 
または一時停止） 




iPod のいろいろな再生 


FL 表示部の表示を切り換える 


再生画面のとさに 运 D を押すと！; TF のよラに表示を切り 
換えることげできます。 

ffl る - * アーティストち 一 

- 残 量 時間表示 «— 再生経過時間表示^ 

同じ曲や聞いているリストを繰り返し聞く 
( U ピート再生） 


リピート再组ま、次の中から選ぶことびできます。 


STb 早 
巧疋 

リピート再生の内容 

1巧 

再生中の巧を繰り返し再生します。 

すべて 

再生中の U ストを繰り返し、再生します。 


風ボタンを押すたびにのように切り換わります。 

I -» オフ-» Iffi -1 


I- ずべて «-1 

いつもと違う曲順で聞く（シャッフル再生) 


シャッフル再生は次の中から選ぶことびできます。 


STb 中 
巧疋 

シャッフル再生の巧客 

巧 

再生中の U スト内の曲をシャッスレ再生します。 

1乃レバムアルバムをランダムに選び、そのアルバム内の1 


巧を順番通りに再生します。 


@ボタンを押すたびに m 下のように切り換わ0ます。 

- * オフ -^巧 - 

-アルバム-- 

プレイリストを選んで再生する 
(プレイ U スト-スキップ） 


iPod のプレイ U ストか5聞さたいプレイ U ストを再生し 
なび5選びます。 

1. プレイリスト巧の先頭のプレイリストを再生しなが 
6選びまず。 

再生画面び表示され、 iPod び再生されているとさ 
に、和-►ポタンを押すとプレイ U スト巧の先頭のプ 
レイ U ストを再生します。 

2. 聞さたいプレイリストを探しまず。 

和ーボタンを押して、聞さたいプレイ U ストを選 
ぶ。 

和：前のプレイリストを選ぶとき 
-► :後のプレイリストを選ぶとき 


iPod は、米国および、他の国々で登録された Apple 
Computer , Inc の登録商標です。 


• トップメニューで 「Shuffle Songs 」 を選択すると、自動で 
シャッフル再生を r 曲」に設定し、再生を開始します。 
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をおな機器の再を 


HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再をする 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の略です。バソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface ) 端テをあ張した、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースの規格です 。 HDMI 
対応機器と HDMI 対応のプラズマディスプレイなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ド 
ルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳、または U ニア PCM ) を1本のケースレで伝をできます。接続には HDMI 
ケーブルをお使いください。 



HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンパ'-夕一機能び働きませんので、必ず HDMI OUT か 6 HDMI 対 


応のプラズマディスプレイなどに接続してください。 





口 

HDM 网応 モニター 
(プラズマディスプレイなど） 


本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 
DVI 機器に接続した場含、 DVI 機器によっては正常に動作し 
ない場合があります。 

本機の HDMI インターフェースは政下の規格に基づいて設計 
されています。 

• High-Derinition Multimedia Interface Specification 
Version 1.1 

HDM I の接続の詳細は、 http :// www . pioneer . co . jp / 
catalo 旨/ hdmi / を参照してください。 

HDMI ケーブルは、（株)エスモックにて取り扱っています。 
e 手 $田(ま http :// www . mmjp . or . jp / ldfile / pioneei 7 hdnm / 
setsuzoku 1 .ntml でず。 

Hinmr 

HIQH-OEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 

HDMI 、 HDMI □づ及び High-Definition Multimedia 
Interface は HDMI Licensing LLC の商標でまたは商標登録 
でず。 


再 

を 


Esmm 


器を再をする 



1 HDMI 入力1または吕を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR でを選ぶことび 
J でさます。 


'冊- Y 

• 冉 V 調整機能の 「 HDMI 」 設定で ITHROUGH 」 に設定すると HDMI 
音声をテレビ(プラズマディスプレイ）から直接出力することびで 
さます。 

• テレビ(プラズマディスプレイ）に映像び何ち出ないと定は対応機 
器とテレビの設定を合わせてください。それでを映憬び出ないと 
さは、他の映徹コードで接続して < ださい。 

.HDMI IN ] JN 2 に入力された信号は他の入カフアンクシヨンに 
割り当てることびでさます(一 8] ページ)。 
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をおな機器の再を 


USB 経由でパソコンとつないで再をする （ VSA - AX 4 AVi のみ) 


USB AUDIO IN 端子とパソコンを接続することで、パソコンに記録されている音楽データを本機を通して再生 
することができます。 US 目接続できるパソコンの日 S は Micros が t ® rWinclciws ® XP 」、「 Windows ® 20日日」、 
[ Windows ® Millennium Edition 」、「 Windows ® 98 Secound Edition 」、「 Windows ® 日8」のいずれかで 
す。これ政外の動作は保証しません。 US 目オーディオ巧生するにはまず「ドライバーのインス!-ール」を行いま 
す。ドライバーのインストールが完了したことを確認したあと、 「 USB オーデイオ巧生する」をご覧ください。 


パソコンによっては上記の 0 S びインス1ルされていてを、動作 
び保証できない場合びあります。 


Micros 日け 、 Windows XP^Windows 20日0、 
Windows Millennium Edition . Windows NT 
は米国 Microsoft corp 日 ration の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 


ドライのインス 


本機の USB AUDIO IN 端テを使ってパソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインス I -ールする必要 
があります。ドライバーは日 S に標準添付されているちのを使い、インス I -ールの手順はパソコンの指示に従って 
行います。一度ドライバーをインストールすれば次回からインス I -ールする必要はありません。日 S によっては 
日 S の CD - R 日 M が必要になる場合がありますので、お手元にご用意ください。 



2 


3 


r. us 日八プおよび USB 延長ケーブル経由で接続し 
た場合の動作は保証しません。 

. USB ドライバーのインス!'ールをしているとき 
は、 USB ケーブルを巧かないでください。 


本機の rUSB AUDIO INJ 端子とパソコン USB 端 
子を接続ずる。 

市販の USB ケーブルをご使用ください。_ 

パソコンと本機の電源を入れる。 

パソコンの 0 S び起動したあと、本機の USB ポートを自 
動検出します。 


0 S の指示に従ってドライバーをインス I — ルして 
いさまず。 

たとえば、 「 Windows ® XP 」 をお使いの場合は、特にす旨 
示はなくすベて自動でインス I -ールび行われますび、そ 
の他の 0 S をお使いの場合は、インス I ルの途中でダ 
イア□グボックスび表ホされますので、その指示に従っ 
て操作していきまず。ドライバーのインス I -―ルには数 
分かかります。 

お使いの 0 S によっては、 0 S の CD - ROM び必要な場合 
びあります。その場合は指示に従って CD - ROM を入れ 
て < ださい。 
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を駭な機器の再生 


ドライパーのインス 



ドライバーのインストールび完了したあと、ドライバーび認識されているかどうかを確認します。 


. 下記のパソコン操作については、一般的な操作方まを示しています。 0 S や設定によって操作や巧語び異なる場合びありますので、 
ご了承 < ださい。 


ん 



4-6 画面は Windows XP のものです。 


1 

「スタート」メニューか日 r 設定」一「コント 
□ールパネル」を選びクリックする。 

コント □ ールパネルの画面が表示されます。 

2 

「システム」のアイコンをダブルクリックす 
る。 

3 

「八ードウェア」のタブをクリックして、「デ 
バイスマネージャ」を還びクリックする。 

「種類別に表示」び選択されていることを確認しま 
す。 

4 

「サウンド、ビデオ、およびゲームのコント 
□-ラ J の項目の中に rusB 才ーディオデバイ 
ス J が認識されていることを確認します。 

5 

「ヒューマンインターフェイスデバイス」の項 
目の中に 「 HID 準拠〕ンシューマ制御デバイ 
ス J および rus 己ヒューマンインターフェイス 
デバイス J が認識されていることを確認しま 
す。 


G 「USB (Universal Serial Bus ) コント □— 
ラ」の項目の中に rusB 複合デバイス j が認識 
されていることを確認しまず。 


上記のデバイスび認識されていない場合は、 US 日ケーブルを抜き差 
しして再度、デバイスドライバーびインス I -ールされるか試してみて 
ください。それでを認識されない場合は、パソコンを再起動してみて 
<ださい。 
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をおな機器の再を 


USB 才ーデイオ再生をする 




1 

パソコンの電源を入れる。 

正常に起動するまでお待ちください。 

2 

AV アンプ 
© 

本機の電源を入れる。 

3 

1 1 
入力切換 

(叫 

入力を USB にする。 

ボタンを押すたびに（本体の場合は JN PUT 
SELECTOR を回すと）入力び切り換わりま 
す。 

入力信号設定は□に ITAU こ固定されます。 

4 

パソコン側で再生操作をする。 

本機に接続してしぶスピーカーからパソコンで再生して 
いる音楽の音び出ます。 


5 本機で音量を調節ずる。 

バソコンでの音量調節ち必要です。 


• パソコンから本機をコントロールしたり、本機からパソコンをコント □- 
ルすることはでをません。 

. USB オーディオ再生しているときは、本機の電源を切ったり、入力を切り 
換えたりしないでください。パソコンの誤動作の原因になることびありま 
す。 

. US 日才ーディオ再生中は、 US 巨ケープルをあかないでください 。 USB 
ケーブルを振<とさはパソコンで再生中の音楽ソフトを閉じてから振いて 
<ださい。 

. パソコンのビープ音は USB オーディオ再生していると本機のスピーカー 
からも出力されます。 ビープ音を出したくないときはパソコン側で設定を 
行ってください。 

. パソ]ンの使用環境によっては、音びとざれたり、ノイズび発生することび 
あります。 

. USB オーディオ再生は 2 ch ステレオ再生のみのサポートです。マルチチヤ 
ンネルサラウンド再生を行ラことはできません。 

. WM 冉9 Pr □信号を再生することはできません。 

. 本機 U アパネルの USB AUDI 曰端テに入力された音声信号は DIGITAL 
曰 UT 1 、2からは出力されません。 

• 再生中は他のアプ U ケーションを使用しないで < ださい。ノイズび入るこ 
とびあります。 

. 本機の US 日部分は、 USB バスパワード動作しています。よって、本機の電 
源び曰 FF 状態でち、パソコンの電源び ON の場合、パソコンは、本機を認識 
しています。 

本機し U がの音源を使巧したい場含は、必要に応じてパソコンの音源の設定 
を変更してください。 

• 本機から US 日経由でパソコンへ音を転をすることはで去ません。 
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マルチチヤンネルアナログ信号を再をする 


をおな機器の再を 


ソース機器の已 .1/7.1 ch アナ□グ出力端テと本機の MULTI 巳 H IN 端テを接続して、ずべてアナ□グ処理の高 SN 
比の再生をずることびでをます。 HDMI や LLINK ( VSA - AX 4 AVi のみ)を使用しないで DVD 才ーデイオや SACD 
を再生させる場合や、本機の巧応フォーマット(一34ページ) LU 外のマ j レチチヤンネ J レ信号を再生させたいとさに 
効果的です。 


7ルチチヤンネルアナログ接続 


再 

を 



族 


mm mm 


m 


塗 




m 


m 


■m 


m 

m 


‘參爆 


己 1/7.1 チヤンネル 
アナ□グ出力端モ付さ 
DVD プレーヤーなど 


OUTPUT 


• ソース機器によつ口ま、已 .1/7.1 Ch アナ□グ出力の各種設定びあるものもあります。出力の ON / OFF 設定は ON にしてください。また、 
出カチヤンネルの設定びある場合は、本機に接続しているスピーカーの数に合わせてください。詳しくはソース機器の取扱説明書をご 
覧ください。 

.MULTI CH IN 端子に入力された信号は本機でダウンミックス処理を行うことびできません。ただし、 VS 冉 - AX 4 AV のみセンタース 
ピーカーの設定び[ N 0]の場合口ま、センター ch 信号をフ□ント左/ちにアナログで振り分けています。 


- 

- り 

1 7ルチチヤンネルアナ a ヴ再をする 



f 广 r 5 =Ni 

AV アンフ入力田» 


© 



入力切あ 


卜〕 


MULTI CH IN 入力にする。 

ボタンを押すたびに(本体は I N PUT 
SELECTOR を回すと）、入力び切り換わり 

よ9 〇 



な 命 

• DVD プレーヤーによってはサブウーファーチヤンネルのアナ□グ出カレべ 

ルびルさいものびあります。この場合はが F の方法で、サブウーファーの入 
カレペレを10服上げることびできます。本機の電源をスタンパイ状態にし 
て、本体の VIDEO SELECT ボタンを押しなびら0 STAND 巨 Y /0 N ボタン 
を己秒政上巧します 。 SW IN +1□犯と表示され、入カレベルび] 〇服上び 
ります。工場出荷時は SW IN 0服に設定されています。元に戻ずときは同 
じ操作を行ってください。 

ん ぶ 
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をおな機器の再を 


i 丄 INK でち続した機器を再をする ( VSA - AX 4 AVi のみ) 


本機の i . LINK は AUDI 0( A & M 3^ n トコル)に対応しているため、 DVD オーディオや SACD などの高品位デジタ 
ル-マルチチャンネル音声を i . LINK ケーブル1本だけで伝送が可能です。また本機では、 i . LINK 接続した SACD 
や CD の再生を行うとき、デジタル音声をジッターレスで伝送することができます。 


i 丄 INK ミ m 


接続には、 S 40 日対応の4ピンし LINK ケーブルを使用してくださいい] ] 〇ぺージ)。 

i.LINK AUDI 日インターフェースでは映像信号は伝送されないため、ビデオ機器は映像系の接続を必要になりま 
す。「映像機器の接続について」（一2目ページ)をご覽ください。 

必要に応じてプレーヤーの出力設定を行ってください。詳しくは、プレーヤーの取扱説明書を参照してください。 



i 丄 INK 機器を再をする 




入力切換 
1 ^) 


し LINK 機器の入カフアンクシヨンにす 
る。 

ボタンを押すたびに(本体は INPUT 
SELECTOR を回ずと）、入力び切り換わり 
ます。 


[• 映像のあるソースを再生するには、おず入力の設定 (Input 
Setup ) で i . LINK 接続した機器を入カフアンクシヨンに割 
り当てることびお要です(一8]ぺージ)。そのラえで、映像 
ケーブルを接続した入カファンクシヨンをビデオセレク 
卜機能で選びまず(一已4ページ)。 
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ち続した機器間で録音/録画をする 


いろいろな機能 


本機を通して録画/録音を行ラ場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端テには、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 

DIGITAL OUT 1(または D に ITAL 日 UT ) 端子か日出力される録音用デジタル音声信号は 「 REC 日 UT 」 の設定や、 
マルチルームの設定によって変わります。 


2 


録音/録画ずるソースを選ぶ。 





IT 广固禱み审- 


2 -ML 入力信号を懲尺ずる。 

◎ デジタル録音するとをは、 D に ITAL を選 

択します。詳し<は「音声入力信号の切 
_り換え」（一3已ぺージ)をご覧ください。1 

3 録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 



本機では録音/録画しなび6、別の入力の機器を同時に再生することびできます。たとえば CD 入力の音楽を録音 
しなが6、 DVD / LD 入力の映画を楽しむことがでさます。 


2-3 




- W 


^—0 (- If ' ‘ 

を ' S 嫁. 


1 CONTROL 

■ © 

録音モードの選択にする。 

「REC OUT 」 または rR 00 M 2」 と表示される 
までボタンを押しまず。 

2—0 

.「REC OUT 」 または 「 ROOMS 」 と表示さ 
.] れている間に、録音したい入力にずる。 

/たとえば 「REC OUT CD 」 を選びまず。 
「REC OUT CD 」 表示び消えたら手順3へお 
進み < ださい。 


再生したい入力を選ぶ。 

たとえば 「 DVD / LD 」 入力を逞びまず。 
「 DVD / LD 」 入力の映画を楽しみなびら rCD 」 
の音楽録音を同時に行5ことびでをます。 



応用操作 
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いろいろな機能 


アナログ入力信号の至みを低減する 


アナ□グ音声信号が過度に入力され(フ□ント表示部の OVER インジケーターが点灯して)音が歪んでしまラとさ、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさます。 


1 K ジブ J アンプ操作モードにずる。 

アナ□グ ATT ボタンを巧す。 

押すたびにインプットアッテネーター機能の 日 N と 日 FF が切り換わり、 日 N のときに ATT 
インジケーターが点灯し ます。 



映像信号を切り換えて再をする（ビデオ七レクト機能) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞きながら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることができる 
機能です。 


1 音楽 ソースを 再生ずる。 

「アンプから音を出す」一34ページ 


2 

3 


区 V ァジイ 



リモコンをアンプ操作モードにする。 


映像のみを再生したいビデオ入力を選択する。 

ボタンを押すたびにじ(下のよラに切り換わりまず。 


VIDEO 

SELECT 

◎ 

(本体） 


— * DVD 一 TV 一 SAT 一 DVR 1 — 
— OFF 卜 VIDE 02 卜 VIDE 01 卜 DVR 2 — 


4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

「アンプから音を出す」一34ページ 


. ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンクションを切り換えても設定は保存されます。 
. HDMI 入力の映傲を選ぶことはでさません 


フロントパネル表示部の明るさを調壁する 


フ□ントバネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


1 | AV ァン司 アンプ操作 モー ドにずる。 

2 風 ディマ- 女巧®明3刘こ調®す3。 

^ 押ずたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 


. 明るさを一番暗い設定にしたときは、ボ U ユーム表示と STANDBY インジケーターを残して、すべてを消なします。 

. 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたときや、入力信号のフオーマツトび変わったときなどは明るく点なし、数秒棲に元 
の明るさに戻ります。 

• エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 
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ス u —プタイマーを設定する 


いろいろな機能 


アンプ操作モードにずる。 


2 


\スリープ 


スリープボタンを巧してタイマーを設定する。 

押ずたびにス U —プタイマーの時間びムゴ下のよラに切り換わります。 

ス U —プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点なします。 


SLEEP 30 min 
— OFF ◄— 


—► SLEEP 60 min 
SLEEP 90 min ◄- 


ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを]回押すと、残り時間び表示でさます。 

マルチルーム機能(一目1ページ)び ON のときは、ス U —プタイマーを設定するとサブルームの電源も同時に切れます。 


再を中の音声や設定巧客を確認する（ステータス画面) 


U モコンの状態確認ボタンを巧すことで、じ(下の情報を確認することができます。確認は OSD 画面(テレビ画面） 
と本体のディスプレイの両方に表示されます。八下の情報は各入力ごとに確認することがでさます。 


OSD の表示例 


1 STATUS 1 

1 DOLBY DIGITAL 

3/2.1 I 

1 DOLBY DIGITAL 1 

Signal Select 

AUTO 

SBchProcessing 

OFF 

Video Select 

DVD 

MCACC Position 

M1 

Room2/REC SEL 

SOURCE 

Rooms 

SOURCE 


d I •mm I jw 

® C0 CF) [cid] 

™ pg 1 

• • ,■ I HDD ||~575~| 

(«D CD (£EMai)_ 

fWOTBl"AA SBchM STEREO 



巧態確認 

日 


ディスプレイ 


SIGNAL SELECT 

I 

SBch 処理モード 

I 

ビデオセレクト機能 

冬 

MCACC POSITION 

♦ 

R 00 M 2 /REC SEL 

♦ 

ROOMS 


設定内容を確認ずる。 

日 SD 画面とディスプレイに上記の情報が表 
示されます。ディスプレイは3秒ごとに切り 
換わって表示します。 


ステータス表示中に1〔3|ボタンを押すと、通常表 
示に戻ります。 


応用操作 
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いろいろな機能 


スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、巧生されるスピーカーび切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
力ーシステムを還択 してく ださい。 


1 speakers スピーカーシステムを切り換える。 

iajj サラウンドバックシステムの設定(一61ぺ一 

ジ)によって選択でさるモードび換わります。 
ボタンを押すたびに、下のように切り換わ 
ります。 

「Normal ( S 目)」に設定している場合 



た ——^ 

へッドホンを PHONES 端子に差し込んでいる間は 
自動的に OFF に切り換わります。（ただし、 Second 
Zone に設定されているときは、スピーカー端子图か 
らは音び出ます。） 

心 ク 


I—— ►ON — ► OFF 



rSecond Zone 」 に設定している場合 


AON 

OFF 


B (2 nd Zone ) 
A+B ON 



[ Front 目 i - Amp 」 に設定している場合 



OFF 



[Multi Room & Source 」 に設定している場含 


AON . 


OFF . 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について 


「Normal ( SB )」 に設定している場含 

A 但 P ^ A ) :すべてのスピーカーか6出力されます。 

「Second Zone 」 に設定している場含 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端テ回に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能です。） 

目 （ SP ►巨） :スピーカー端子回に接続されたスピーカーか6のみ出力されます。に ch ステレオ再生のみ可 

能です 。 ）MULTI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ A 目）：上記 A ( SP ^ A ) と目但 P ^ B ) の音声が同時に出力されます。 

「Front Bi - Amp 」 に設定している場含 

A+B ( SP ^ A 目）：すべてのスピーカーか6出力されます。スピーカー端子国から出力される音声はスピーカー 
端子回のフ□ント出力と同じ音声です。 

[Multi Room & Source 」 に設定している場合 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーから X インルームで選択されている音が出力され 
ます。スピーカー端子回に接続されたスピーカーから R 日 0 M 2 で選択されている音が出力さ 
れます。 

上記の全設定共通 

日 FF ( SP ^ ) :スピーカーから出力されません。このときヴラウンドバックシステムの設定(一目]ペー 
ジ）を 「Multi Room & Source 」 に設定しているときのみ、 SP ►目から音が出ます。 

(プ U アウト端テか6は常に音声が出力されているため、サブウーファーからは音が出る場を 
があ0ます。） 





設定頂目一覧 


本機で設定でまること 


本機のシステムセツトアップで設定できる全項目です。 


システムセッ ト アップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 

1 

Auto MCACC 
(サラウンドの自動設定） 

ALL / ALL(Keep SPsettin 邑） 

音場補正の全項目を自動測定 

12 

Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

60 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

60 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

60 

Ago Cal EQ Pro . 

残響を考慮した周液数特性の自動補正 

60 

Acoustic Cal EQ 

间渡数特性の自動補正 

60 

2 

Surr Back System 
(サラウンド/ (ツクシステムの設定） 


SPEAKER 回端子の用途設定 

巨 ] 

3 

Manual MCACC 

(詳細なサラウンドの設定） 

a 

Fine Ch Level 

备チャンネルの出カレベルの微調整 

62 

b 

Fine SP Distance 

备スピーカーまでの距離の微調整 
(最適なディレイ値の詳細設定） 

63 

c 

Standing Wave 

定在液制御 

64 

d 

EQ Adjust 

補正カーブの調整 

65 

巨 

EQ Professional 

1 

Reverb Measurement (残響特性の測思 

巨巨 

吕 

Reverb View (残響恃おの表示） 

3 

Reverb Output PC (残響特性の PC 表示） 

4 

Advanced E 日 Setup 
(残響特性を考慮した音場補正） 

4 

Data Management 
(MCACC MEMORY の 
データ 管理） 

a 

MCACC Data Check 

MCACC メモリーの 確認 

71 

b 

MCACC Data Copy 

MCACC メモリーのコピー 

72 

c 

Memory Rename 

MCACC メモリーの名前を変更 

72 

d 

Memory Clear 

MCACC メモリーを消去 

73 

已 

Manual SP Setup 

(聴感によるサラウンドの設定） 

a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、お域再生 
能力などの設定 

74 

b 

Channel Level 

备チヤンネルの出カレベルを補正 

76 

c 

Speaker Distance 

甚スピーカーまでの距離の入力 
(最適なディレイ値に設定） 

77 

d 

Bass Peak Level 

起お域音亩の設定 

78 

e 

X —Curve 

部屋の大きさに合わせた高域の減衰 
カーブの設定 

79 

f 

THX Audio Setting 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

80 

6 

Input Setup 
(入力に関ずる設定） 


备入力の音青入力や映像入力の切換、 
入力名の変更、 12 V Trig 宜 e 「 の ON / 
OFF などの設定 

81，日日 

100 

7 

Other Setup 
(その他の設定） 

a 

Multi Room Setup 

マルチルーム機能の設定 

93 

b 

SR + Setup 

パイオニアプラズマディスプレイとの 
連動設定 

98 

c 

OSD Adjustment 

メニュー画面の表示位置(上下左ち)調 
整 

83 

d 

i.LINK Check * 

LLINK 機器の接続状況確認 

84 


* VSA - AX 4 AVi のみ 


57 






音の詳細設定 


リスニング廣境の設定について 〜ヴラウンド再生のための設定〜 
本機の Advanced MCACC とは 


政下6つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド巧生のための設定とは、この音場補正を行うこと 
をいいます。本機のオート MCACC セットアップ機能を使うと、これら日つの設定(音場補正)を自動で行うこと 
がでさます。 

スピーカーシステムの設定 （Speaker Setting) _ 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく巧われないと、ヴウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音青び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場含びあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 
スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 


スピーカー出カレベルの設定 Channel Level) 


u スニングポジションでの香チヤンネルの音量レベルを一定に含わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と 
同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランス 
の悪い音」になってしまいまず。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。 
プ□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施し 
ます。本機では MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でも簡単にできるよラになりました。 


スピーカーまでの距離の設定 （Speaker Distance) 


実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用した実測では、電気的 
な遅延現象(特にサブウーファーにをく見受け5れる）をち測定します。よって、^ジャーで測った物理的な距離よ0 
大さい値び設定されることわあ0まずび、遅延補正として正しい値になっています。 


定な波制御 (Standing Wave) 


オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、ちとの音波と干渉することで発生します。定在波 
は特定の低域周波数に極端なピークなどが発生したとさ音質に悪影響をちえますび、定在波制御フィルターを自動ま 
たは手動で設定することで、 U スニングポイントにおいて定在波の影響を受けないヴウンドをお楽しみいただくこと 
びできます。本機の rMulti - Pomt 」 機能では複数のリスニングポイントにおける定在波を測定することわできます。 


巧響特 I 性 (D 巧 !! 定 (Reverb Measurement) 


U ス ニン グルームの残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を行ったときとさは、補 
正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

視聴擇境の周波数特性の巧正 (Ago Cal EQ Pro.) 


r 視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性化 TF 、 F 特)の補正を 
意昧します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色が違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置方法•壁面-内装、など様々な影響によ0実際の F 特び違ってしまラためです。 

本磯の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、香チャンネ 
ルの音のつなび0が飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に夕かせないものです。これびホームシアターとの大きな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正方式を採用し、この差を埋めることを巧 
能にしました。また、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Aco Cal EQ Pro .) を標準的に行っています。 
全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 
「FRONT AUGN 」 の2種類の補正カーブを用意しました。 
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システムをッ トアップ設定の手順 


音の詳細設定 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここからを設定の操作に進めます。 



] 1 

3 


* こド 



で田 

( : 

1 心'''. 

i 

冷す 
リ ■ 

•"'一' 


1 AV 7 V 7 

© 

本機の電源を入れ、テレビの電 j 原ち入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラに 
しておさます。 

) |AV アンブ 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 CWD システムセットアップにする。 

D テレビ画面にシステムセットアップび表示さ 
れます。 



システムセットアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 


リモコンボタン 

本体ボタン 

用途 

1 巧ち 1 

の 

〇 SETUP 

システムセットアップを 
開く/閉じる 

へのへ 


カーソル 移動と設定値 

0 毎)巧 

(p ^ 

の変更 

いのり 

NT ソ 

\g/ 

選択項目をミ央定する 

( 房る） 

び 

RETURN 


cT^ 

◎ 

1 つ前の画面に戻る 


0 

• へッドホン使巧中は、システムセットアップは表示でをません。 

• 約 3 分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスクリーン 
セーバー機能び働さます。 

• 入力び iPod または R 00 M 2 び iPod になっているとさは、システムセット 
アップを行ラことがで去ません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使巧するたび 
に言受定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配置 
を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要びあ 
ります。 

. システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るときは 
システムセットアップを終了してください。 

. システムセツトアップ中は R 曰 0 M 2 の音声び消音されます。 

I し 
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音の詳細設定 


Auto MCACC をより詳細に測定/設定する 


オートセットアップ (Auto MCACC ) の基本的な使用方法は r ホームシアター入門」設定する(一12ペー 

ジ)をご覧ください。 

Auto MCACC のの ption ] を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することができます。 

[Auto ModeJ :どの項目を才ートで設定するかを選択します。 [ ALL ] はすべての項目、 [ ALL(Keep SPsettin 呂)」 
はスピーカーシステムの設定 m 外のすべての項目を、それ政外はそれぞれの項目のみのオート設 
定となります。 [ ALL ] で測定すると [Speaker Settin 宫]が更新されます。リスニングポイントを 
変えて測定したいときには 、 [ALL (Keep SPsettin 畳)]で測定してください。 

riHX Speaker 」 ： （「Auto Mode 」 が [ ALL ] に選択されているときのみ設定巧） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このとき [Speaker 
Settin 卽ますべてのスピーカーが SMALL (ル）になります。 

FEQ TypeJ : (「Auto Mode 」 が [Acoustic Cal EQ ] または [Aco Cal EQ Pro .] に選択されているときのみ設定巧) 
視聴環境の周波数特性の補正を行う際の補正力ーブを選択します 。 [ALL CH ADJUST ] は全チャ 
ンネル周波数特性をフラットに 、 [FRONT ALIGN ] はフ□ントスピーカーの特性にをねせこむ補 
正カーブとなります。 

「 Multi - Point 」 ： （「Auto Mode 」 が [ Ac 日 ustic Cal EQ ] か [Aco Cal E 日 
Pro .] に選択されているときのみ設定巧） 

[日 N ] にすることでメインの U スニングポジションじ(外 
の U スニングポジション （2 力所）の定在波制御 
(Standing Wave ) を行うことができます。設定の手順 
は日 SD 画面に従って、メインポジションでの測定が最後 
になるようにセットアップ用マイクを設置していきま 
す。 U スニングポジションを1力所でお楽しみいただくときは [ OFF ] にすることをお勧めします。 


I」ス^^3ンの!^ヨン 



メイン U スニングポジション 


2 


3 



1 .Auto MCACC Option 



EQ Type : OFF 
Data Save to 


八 ： Return to Auto MCACC 


1.Auto MCACC Option 



! Type 



1 13 ぺージの手順 1 〜 3 までを行います。 

2 [ Option ] を選んでミ夫定する。 

3 より詳細に設定したい項目を選んで設定ずる。 


Auto Mode 

[ ALL]、[ALUKeep SPsettin 畳)]、 
[Speaker Setting]、[Channel 

Level]、[Speaker Distance ]、 
[Acoustic Cal EQ]、[Aco Cal EQ 
Pro .] 

THX Speaker 

[ N 0]、 [ YES ] 


EQ Type 

[ALL CH ADJUST ]. 

[FRONT ALIGN ] 

Multi-Point 

[ N 0]、 [ YES ] 



4 戻るボタンを巧す。 

[日 ption ] の設定画面を終了して Auto MCACC の設定画 
面に戻ります。 

続けて設定を行ラとさは61ページの手順1へお進み< 
ださい。 


[Auto Mode」 を [ALL] または [ALUKeep SPsetting)] にしたときの 「E 日 
Type」 は [ALL CH ADJUST] に設定されますび、 「E 日 Type : FRONT 
冉 LIGN」 の MEMORY を指定すると]回の測定で [ALL CH ADJUST] と 
[FR 曰 NT AUGN] の吕つの補正を行ラことびできまず。また、同様に忙 Q Type 
OFF] を指定することで、 E 曰補正のみを行わない音場補正を行うこともできま 
す。このときは EQ 補正と関わる Standing Wave 淀在波制御)も OFF になりま 
す。 









音の詳細設定 


スピーカーのほ用用透を選択する 〜 Suit Back System 〜 


ここではスピーカー端子回(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定します。臥下の項目から選がします。 
[Normal(SB)] :一般的なサラウンドバックスピーカー用（日.1 ch または 7. 1 ch システム） 

[Second Zone] : メインの日.1 ch システムの音を、；>(インとは別に 2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用（曰.1 ch システム） 

[Multi Room & Source] :本機のある部屋けインルーム）とは別の部屋旧日日 M 2) のステレオ再生用 


System Setup 


I.Auto MCACC 



3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 



(Tk : Exit 


^ ろ 

システムセットアップでほ用するボタン 



2 


2.Surround Back System 


Surround Back System 



す 、： Return 


1 [2. Surr Back System ] を選んで決定ずる。 

「Normal ( S 目)」と 「Second Zone」、「Front 目 i - 
Amp」、[Multi Room & Source ] の選択画面が表示さ 
れます。詳しい説明は上記をご覧ください。 


2 


3 


[Normal ( SB )] か [Second Zone]、[Front Bi - 
Amp ] ^ [Multi Room & Source ] のいずれかを 
選んで巧定ずる。 


戻るボタンを巧ず。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 


た 


Second Zone]、[Front 日 i - 冉 mp ]、[ Mu!ti Room S Source ] を選ぶと、サ 
ラウンドバックスピーカーについての各種設定を行ラことはできません。 


プ y アウト出力について 

上記設定に連動して、プリアウト端子のサラウンドバック ch から出力される 
音声びし U 下のよラになります。 

[ NormaKS 日)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
EeconcI Zone ] のとき：ダウンミックスされた 2 ch の音声 
[ Front 团 - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 

[Multi Room S Sourc 到のとき: R 00 M 2 で選択されてし、る入カフアンクシヨンの 
アナログ音声(フ□ント 2 ch 信号相当） 

も 
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音の詳細設定 


リスニング原境をお巧みに調舊する 〜 Manual MCACC 〜 


Manual MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することができます。それぞれの調整を行う前に、リモコン 
の MCACC ボタンまたは本体の MCACC POSITION ボタンで調整したい MCACC MEM 日 RY を選んでからそれ 
ぞれの調整を行ってください 。 MCACC MEM 日 R 丫が日 FF になっているとここでの設定を行ラことができません。 


スピーカー出カレベルの微調整 (Fine Ch Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。還択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して最適と思われるをラ1つのチヤンネルからテスト I ンび再生されますので、そのテストトーンど 
ラしび同じ大きさに聞こえるよラに調整します。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7巳 dB SPL に調整してください。 




1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

2 [Fine Ch Level ] を選んで巧定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行ラ画面になります。 


五 

注意 


テスト!-ーンは大きな音で再生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に日 d 目にな 
り、テストトーンが巧生されます。 


ゴフ□ント左チャンネルのレベルを調壁してミ夫定する。 

_フ□ント左チャンネルからテストトーンび出力されます。 

4 調壁したいスピーカーを選んでチャンネルレベル 
を調壁する。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに巧して最適と思 
ねれるをラ]つのチャンネルから交互にテストトーンび 
出力されます。 

一10.0 dB から+10.0 dB の範囲内で、0.已 d 目間隔で調 
_整ずることびできます。_ 

5 戻るボタンを f 甲す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりち 
ルさく聞こえる場合があります。 
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音の詳細設定 


スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるちラ1つのチヤン 
ネルからテストパルスが再生されます。その2つのスピーカーに巧して U スニン 
グポジションからち図のように向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントが 
中央になるよラに数値を調整します。このとささらに細かくポイントを中央にし 
たいとさは、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向さを少し動かすこ 
とでポイントを中央にすることがでさます。なお、サブウーファーのテストパル 
スは他 ch と音色が異なります。サブウーファーの音がはっさり聞こえるよラに 
調整してください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上下 
したりスピーカーの位置を変えてち聞こえちの変化がわかりに<い場合があります。 





1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 


と [Fine SP Distanc 引を選んでミ夫定ずる。 

_スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になりまず。 

3 フ□ント左チャンネルのスピーカーまでの実測距 

離を入力して巧定する。 

d 調壁したい スピーカーを 選んで スピーカーまでの 
距離を調壁する。 

選択したチャンネルのスピーカーとちう1つのスピー 
力一からテス トバルスびじ(下のよラに出力されます。 

R - L 
C - L 
SL - L 
SR - SL 
SBL - SL 
SBR-SBL 
SW - L 

0.1 m から日. Om の範囲内で、0.1 m 間隔で設定でをます。 

’ A テストパルスは大さな音で再生されます。' 

MASTER V 日 LUME は自動的に Od 目にな 

注意 りテストパルスが再生されます。 

V _ y 

5 戻るボタンを巧ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 

I . テストパルスの聞こえるポイントびどラしても中央に定位しないときは、了 
スピーカーと本機の©、©端子び正しく接続されているかを確認してくだ 
さい。©と貧び逆に接続されていると中央に定位しません。 











音の詳細設定 


定を波制御 (Standing Wave ) 


オーディオの世巧で問題となる定在測ホ、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉することで発生します。定 
在波は特定のな域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカー 
の位置や1」スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソースなどのち生音を聴きなび6、 
定在波の該響を制御します。 




1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

Z [standing Wav 引を選んでミ夫定ずる。 

_定な波制御のフィルター設を画面になります。_ 

3 [ ON ] を選ぶ。 

[ OFF ] を選ぶと画面上のフィルター設定び消え、定在波 
_制御び OFF になります。_ 

4 I ■円 Iter ChJ を選ぶ。 

どのチヤンネ j レの定在波を補正するか選ぶことびでさます。 
各チヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ Main ] :センタースピーカーとサブウーファーじ(がの 
全てのチヤンネル 

に enter ] :センターチヤンネルのみ 
に U 目 W .] :サブウーファーのみ 

5 フィルター N 0.1か日 N 0.3について、各項目を調 
壁ずる。 

f ；さフィルターの中む周波数を、日 3 Hz 〜2已〇 Hz の範 
囲で調整しまず。 

Q : 各フィルターの帯域幅を2.□〜 9. 8の範囲内、 0.2 
間隔で調整しまず。数値び大きくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、0.0 dB 〜1 2.0 dB の 
範囲内、□.已 dB 間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを0.0 dB 〜] 2 dB 
の範囲内、□.已 dB 間隔で調整します。手順4で [SUB 
_ W .] を選んだとさのみ調整することびでさます）_ 

5 戻るボタンを f 甲ず。 

定な波制御の設定を終了します。 
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音の詳細設定 


チヤンネルごとの周波数特性の補正 (EQ Adjust ) 


補正カーブを手動で調整します。下記の調整を行う前に MCACC ボタンでどの MCACC MEM 日 RY の E 日値を調 
整するか選んでおさます。 



'[EQ Adjust ] を選んでミ夫定ずる。 

どの MCACC MEMORY の EQ 値を調整するかの確認画 
面になります。 




[ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

巧正カーブの調整画面になります。 


A 

注意 


テストトーンは大さな音で再生されます。' 
MASTER VOLUME は自動的に OdB にな 
りテスト!-ーンが再生されます。 


4 調壁したいチャンネルを選ぶ。 

5 調壁したい周波数帯域を選んで調壁する。 


-1 2.0づ6から+1 2. OdB の範囲内で、0.巳 dB 間隔で調 
整することびでをます。 


• 調整中にの VE 阿」がディスプレイに表示されたときは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

• 「スピーカーシステムの設定 J で SM 冉 LL (ル)に設定されたチヤンネ 
ルは日 3 Hz を選ぶことはできません。 

.「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
た全体的なレベルのバランスを再調整します。 


6 手順4〜己を繰り返して、各チャンネルの周波数帯 
域を調整します。 

7 戻るボタン巧ず。 

チャンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 
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音の詳細設定 


の残響特性の測定と残響を m 


した補正に Q Professional ) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特 
性の補正などをそれぞれ個別に行ラことがでさます。チヤンネルごとに響さちが異なったり、周波数ごとに響さ 
ちが異なるような視聴環境では [Advanced E 日 Setup ] が特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてちご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳細に確認することも巧能です。 

[Reverb Measurement ] (残響測定） 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現状の部屋の残響特性を測定するときは 、 [Reverb Measurement ] を選んだあと、に Q 日 FF 」 を選択してか6 
測定してください。 

残響特性を考慮した補正を行っているときは、補正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

その場をは補正した MCACC MEM 日 RY を選び 、 [Reverb Mesuremeni :] を選んだあと、 fEQ 日 N 」 を選択して 
から測定してください。 

[Reverb View ] (残響確認） 

測定された残響特性の詳細を日 SD 画面にレビ画励で確認することができます。 

[Reverb Output PC ] (残響測定データのパソコンへの出力） 

測定された残響特性の詳細をパソコンのモニターで確認することができます。 

この機能により、部屋の残響特性を目で見て確認することができるようになります。 

詳しくは[パソ]ンによる残響特性の詳細確副卜7日ぺージ)をご覧ください。 


[Advanced EQ Setup ] (上級者向け EQ 設定） 

日 SD 画面(テレビ画風に表示される残響特性を参考にしなが6、周波数特性の補正を行うための 
r 時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


.[Advanced EQ Setup ] は、政前に測定した Auto MCACC (一 12ぺージ）の補正力ーブに上書きしてし 
まいますのでごを意ください。過去のデータを残したいとさは、別の MCACC MEM 日 R 丫を選んでから 
[Advanced EQ Setup ] を行ってください。 

.[Advanced EQ Setup ] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto MCACC と違い、スピーカー 
システム、 スピー カーからの距離、 スピー カーの出カレベルについての設定は行いませんので、 [Advanced 
EQ Setup ] を行う前に 「Auto MCACC 」 （一] 2ぺージ)を行うことをお勧めします。 

•「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 [Auto M 日 de 」 を [ ALL ]、[ ALL(Keep SPsettin 呂ル [Ac 曰 Cal E 日 Pro .] 
のいずれかで設定したとさは、既に部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周波数特性の補 
正を自動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 


残響特性グラフの見ち 

- 

このグラフは、スピーカーか6—定のテストノイズを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移をおした 
ちのです。まったく残響のない場含は下図 A のようになりますが、残響がある場合、徐々に音響パワーが累積さ 

れて下図 B のようになります。 


レ < 
ベ 

トレイ 

ベ 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で0 [ ms ] 付近の 

’ 立ち上がりが鈍くなる場合があります。 

ル 

ル 

" • 各スピーカーの r 距離と能力の差」による「ディレイと 



レベル差」は、グラフを見やすくするため、補正された 

- 

A 時間 

ちのを表 TJX します。周波数特性 L 関しては補正しない 

B で表示します。 

- 
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Advanced EQ Setup での) i 正時問位置の巧め方 


[Reverb Measurement ] で測定された鶏響特性の詳細 
を参考に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは [Reverb View ] または [Advanced EQ Setup ] 
の日 SD 画面か 、 [Reverb Output PC ] のパソコンのモニ 
ター画面で特性を確認し、の1〜3のパターンを参考 
に補正時間位置を決めます。 

Acoustic Cal E 日補正では、図1のようにマイク入力の 
データ取得時間び80〜1目日 [ m 引の固定になっています 
び 、 Aco Cal E 日 Pro . では、残響音の悪影響を受けないよ 
うにするため、日〜8日 [ m 引の中の ] ポイントに 0[ ms ] 
幅)を選択でをます。 

各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び 
大きい場をは、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、 
早めの時間位置を選おすることで、直接音(初期反射音を 
含む)の不揃いのみを補正することができます。残響カー 
ブのどこかの周波数帯に突発的な変化の無い、早めの時 
間帯(たとえば20〜 40[ ms ]) を選択します。 



この機能は上級を向けの機能になります。補正時間位置 
の設定および Advanced EQ Setup をすベて自動で行い 
たい場合は 「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 [Auto Mode 」 
の [Aco Cal EQ Pro .] にて設定してくださし、。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性が異なる場合 

図3ま、低域び大きく響き、高域はあまり響かないという 
特性の例です。この場合遅い時間帯で補正をすると、低域 
の残響音の蓄積により、 r 低域び大さく、高域びルさい」と 
判断し、 EQ の力ーブは高域を上げ気味に補正します。し 
かし、スピーカーから直接耳に届く約4日 [ m 引政内の特性 
は、高域も十分な音量び出ていますので、遅い時間位置で 
補正してしまうと高域びきつく感じることびあります。 
このような場合、20〜4日 [ ms ] く 5いを指定すると、ス 
ピーカーか5の直接音(颗]期反射音を含む)びフラットに 
な0、聴さやすい音場にな0ます。 



ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特性び異なっている場含 
の例です。このような部屋で AcousticCalE 日補正をす 
ると、スピーカーか5音が放射されてか58日降 
に徐々に各チャンネルの音色び揃ってくるようになりま 
す。一ち、音像の定位感や移動感、音色のつなび0は、 
残響音ではな<、各スピーカーか5の直接音(初期反射 
音を含む)に左ちされます。このよラな場をは、2日〜 

4曰 [ m 引く 5いを指定して補正をすると、直接音の特性 
び揃った理想的な音場でお楽しみいただけるよラになり 
ます。 



ケース 3) 全体的に残響特性び拟ている場合 

図4のよラに、各周波数、香チャンネルの残響特性び似 
ているよラな場合には、残響特性び悪影響を及ぼすこと 
はありません。この場合は AcousticCalEQ (8 日〜1日日 
[ ms ] の固定)で補正することをお勧めします。直接音と 設 

残響音をすべて含んだトータルでの補正び行われ、理想を 
的な音場空間を再現する ことび できます。 



選巧可能領域 

図4周波数ごと、およびチヤンネルごとに残響特性び似ている場合の例 



図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 
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音の詳細設定 


残 B 特せの結果をバソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ6かじめ本機とバソコンを接続ず 
る必要びありまず。使用できるバソコンの環境については70ぺージをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細はダウン □- 
ドした PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご覧ください。 , - . 
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1 [3. Manual MCACC ] を選んでミ夫定ずる。 

2 [EQ Professional ] を選んでミ夫定する。 

づ [Reverb Measuremen 口を選んでミ夫定する。 

4 [EQ OFF ] を選ぶ。 

残響特性を考慮した補正を行った状態の部屋の残響特 
性を測定/お認したいときはあらかじめ巧正を行った 
MCACC MEMORY を選んだうえで忙 Q ON ] を選び 
_まず。_ 

5 マイクを接続して巧 響 特性の測定の準備をする。 

-付属の測定用マイクを接続して、 U スニングポジ 
シヨンに設置してください 。 （TV モニターの近くに 
は設置しないでください。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーとリスニングポジシヨンの間にある障害 
_物を取り除いてください。_ 

6 [0 K ] を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
_度かかります。_ 

7 戻るボタンを巧す。 

測定結果を 0 SD 画面でお認するとをは手順8へ、パソ 
コンのモニター画面で確認するとをは「パソコンによる 
残響特性の詳細お認」(一70ページ)へお進み < ださい。 
測定結果を確認せずに周波数特性の補正を行ラとをは手 
_順] 2へお進みください。_ 

8 [Reverb View ] を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定結ま確認画面になります。 







音の詳細設定 
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3e2.Reverb View 

M1 : EQ OFF Ch イ • 
正 Fq [ 63Hz] 


周波数- 
チヤンネル- 


9 測定結果を確認したいチャンネル、周波数、周波 
数バンドを選ぶ。 


10 手順9を繰り返して各チャンネルにおける各周波 
数の巧醬特性の測定結果を確認ずる。 


11 戻るボタンを巧す。 

残響特性の測定結果お認画面を終了しまず。 


12 

13 
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3e4. Adv. EQ Setup (2/2) 
(a Back ) 

EQ Type 


[ALL 

Multi-Point 
Setting Start? 


CH ADJUST] 




• 残響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波 
数ごとに響をちび異なるときは手順12へお進みください。 

• 部屋の残響特性を改善したいとさはここで服音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効果を 
確認、することをお勧めします。 

• 残響特性び特にノ（ラつきなく測定されているときは理想的な残響 
特 I まび得られていますので、手順16へお進みください。このとき、 
通常の Auto MCACC 補正を行っていないと周波数特性は補正さ 
れないままですので、 [ E 日 Professional ] を終了したあと、已〇 
ページの手順3の [Acoustic Cal E 日 ] を実行してください。 


1 2. [Advanced EQ Setup ] を選んでミ夫定する。 

補正時間位置を指定する画面になります。 


1 づ補正時間位置を指定してミ夫定する。 

チヤンネルと周波数を切り換えなびら残響特性力ーブを！ 
参考にして、巧正時間位置を指をします。巧正時間位置の こ 
ミ夫めちは 「Advanced EQ Setup での補正時間位置のミモた 
め对卜已7ページ)をご覧ください。補正時間位置は各 
チヤンネル、を周波数で共通です。チヤンネルと周波数の 
切り換えは参考にする残響特性カーブの切り換えです。 


. 0 SD の dB 表示(縦軸の目盛り）は 2 dB ごとに 
区切られています。 


14 必要に応じて 「EQ TypeJ と 「 Multi - PointJ を設定 
する。 

それぞれの詳しい説明は已〇ページをご覧ください。 


15 [ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

手順13で違んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動 
で行います。測定にはおよそ1〜4分程度かかります。 


16 戻るボタンを f 甲ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 （EQ 
Professional ) を終了します。 

[MCACC Data Check ] で測定結果を確認できます。 
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パソコンによる残響特性の詳細確認 


残響特性の測定結果をパソコンに転送してご確認いただくには、下の条件を満たしている必要があります。 

パソコン本体 

• 日 S が Microsoft 衝 「 Windows 衝 XP 」、[ Windows ® 20日0」、 「 Windows 衝 Millennium Edition 」、 
「 Windows 衝目8 Second Edition」、[Windows NT ® 4.0 (Service Pack 日)」のいずれかであること。 

• 巳 PU が Pentium 3/300 MHz 料上か AMD K 目/3日 OMHz じし b (または]日00/〇互換性のある CPU ) である 
こと 

• 六モ U —が] 28 M 目切上であること 
• 画面解像度が8日 0 X 日日〇ドット上であること 
• インターネットに接続可能であること 

. RS -232 巳ポートを搭載していること ( COM ポートの接続につい口まパソコンの; ><- 力一へお問し冶ねせくだ 
さし'0 

RS -232 C ヶーブル 

• メス-メス：ク□スタイプ(インターリンク、 U バースタイプなど)を使用すること。詳細はダウン□ー ドし 
た PC アプ U ケーションの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーション•ソフトおよび専用取扱い説明書 

. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 


ここか6読む場台は68ぺージの手順1〜7を行ってか 51； rF の手 
順へお進みください。 

8 [Reverb Output PC ] を選んで決定ずる。 

ノ くソコンへのデータ転送待ち画面になります。 

g パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨンを 

起動して < ださい。 

PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。データ送信は10砂程で終了します。 

ノ（ソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行 
うと上書きされてしまいます。また本機の電源を切ることでも 
残響特性データは;><モ11から消去されますので、測定後はすみ 
やかにパソコンへデータ送信し、保存しておくことをお勧めし 
よ9 〇 

10 戻るボタンを巧ず。 

パソコン への データ転送を終了します。 


• 最後に測定した残響特性を表おします。最後び 
「 E 日曰 FF 」 であれば周波数特性の補正前 、 「EQ 
ON 」 であれば周波数特性の補正棲の表示をご 
覧いただけます。 


http://www3.pioneer.co.Jp/ 


9 


Microso 干 t、Windows XP^Windows 
2000 .Windows Millennium Edition 、 
Windows 日 8 、Windows NT は米国 
Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標で 
す。 
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MCACC MEMORY のデータ管理をする 〜 Data Management 〜 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 にて設定された各種設定内容や設定値を確認、]ピー、消ますることが 
できます。また MCACC MEM 日 RY に名前をつけることもできます。 


設定データを確認する (MCACC Data Check ) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 にて設定された！; TF の各設定項目の内容や設定値を確認することができ 
ます。 

Speaker Setting : スピーカー システムの設定 

Channel Level : スピーカー出カ レベルの設定 

Speaker Distance :スピーカーまでの距離 
Standing Wave :定在波制御フィルター設定 
Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正値 




1 [4.Data Management] を選んで決定ずる。 


Z [MCACC Data Check] を選んでミ夫定ずる。 

確認したい設定の項目の選択画面になります。 

3 確認したい設定項目を選んでミ夫定する。 

4 必要に応じて確認したし、 MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEMORY を変えること 
で、さ MEMORY の設を値を確認しなびらそのサウンド 
の変化をお認することびでをます。 

他の設定項目をお認するとさは戻るボタンを押して手順 
_3へ戻ります。_ 

5 戻るボタンを巧す。 

[MCACC Data 巳 heck ] を終了します。 
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設定データをコピー する (MCACC Data Copy ) 


[Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された MCACC MEMORY を他の曰つの MEM 日 R 丫のいずれかに 
コピーすることができます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で目つまで設定することができます。 


1 [4. Data Management] を選んで決定ずる。 

么 [MCACC Data C 叩 y] を選んで決定ずる。 

コピーしたい MCACC MEM 日 RY と コピー される 
MCACC MEM 日 RY の選択画面になりまず。 

J コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 コピー巧の MCACC MEMORY を選ぶ。 

5 に叩 y ] を選んでミ夫定ずる。 

設定内容のコピーが開始されます。 

に ancel ] を選ぶとコピーは行われません。 

Copy Complete ! と表示されたらコピーは終了です。 

6 戻るボタンを巧ず。 

[MCACC Data Copy ] を終了します。 




設定データのち前をを更する (Memory Rename ) 


MCACC MEM 日 RYl 〜6の名前を変更することができます。たとえば映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のよラに変更することができます。 

変更することができる名前はじ(下の中から選びます。 

[ALL ADJ 1] [ ALLADJ 2] [ F . ALIGN 1] [ F . ALIGN 2] [ EQ . OFF ] [ MOVIE ] [ MUS に] [ GAME ] [ PARTY ] 
[ SOFA ]] [ S 0 FA 2] [ SEATI ] [ SEAT 2] [POSITION 1][ P 0 SITI 0 N 2] 
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[4.Data Management] を選んで決定ずる。 







音の詳細設定 



2 [Memory Rename] を選んで決定ずる。 

名前を変更したい MCACC MEMORY の選択画面になり 
よ9 〇 

3 名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで名 
前を変更ずる。 

他にを名前を変更したい MCACC MEMORY びあるとを 
_は選んで変更する。_ 

4 戻るボタンを f 甲す。 

[Memory Rename ] を終了します。 


(Memory Clear ) 



目つある MCACC MEM 日 RY の中から必要なくなった MEMOR 丫を消まします。 




1 [4.Data Management] を選んでミ夫定する。 

2 [Memory Clear] を選んで巧定ずる。 

消去したし ^MCACC MEMORY の選択画面になります。 

づ 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 [Clear] を還んでミ夫定する。 

手順3で選んだ MCACC MEMORY の消去を開始しま 
す。に ancel ] を逞ぶと消去は行われません。 

巳 lear Complete ! と表示されたら消去は終了です。 



5 他にも消去したい MCACC MEMORY があるとき 
は手順2〜4を繰り返します。 

6 戻るボタンを f 甲ず。 

[Data Mana 旨 ement ] を終了します。 
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スピーカーやサブウーファーの音を調整する (Manual SP Setup) 


ru ス ニン グ環境を測定して最適な設定をする (Auto MCACC )」 （一12ページ)でオートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定できます。 


一接続とほ音再生能力を設定する (Speaker Setting ) 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正し<設定してくだ 
さし、 [ SMALL ] (ル)に設定されたスピーカーがあるとさ、何 Hz 切下の低音域を他のスピーカー(サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hzm 下の音域を再生するかを X . OVER (ク□スオーバー周波数)の設定 
で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、7日ページをご覧ください。 


System Setup 


I.Auto MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 



6.Input Setup 
7.Other Setup 


す 、： Exit 
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5.Manual SP Setup 



b.Channel Level 


c. Speaker Distance 

d. Bass Peak Level 

e. X-Curve 

f. THX Audio Setting 


す 、： Return 


1 [己. Manual SP Setup] を選んで巧定する。 


ム [Speaker Setting] を選んで巧定する。 

スピーカーシステムの設定になりまず。 
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5a.Speaker Setting 

Front ル 

Center [ SMALL ] 

Surr [ SMALL ] 因 。 gj 

SB [ SMALL x2] 

SUB W. [ YES ] 因 ® 因 

X. OVER [ 80Hz ] 回因 


な それぞれの スピーカーに ついて、それ日のサイズ 

や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにムツ下を選べます。さ項目の意味と設定 
ち法については次ページの説明をご覧ください。 


(THX:ALL SMALL ) 

。： Finish 


. THX 認記のスピーカーシステムをご使用の際 
は、すべてに M 冉 LL ] に設定してください。 

. 工場出荷時、クロスオーバー周波数は 80 Hz に設 
定されています。 

• THX スピーカーを ご使用の攝含、 ク□スオー 
ノ (-周波数は 80 Hz に設定してください。 

• それぞれの スピーカーの '性能によりますび、/」哩^ 
スピーカーを 使用している 場合、クロスオーバー 
周波数は200 Hz に設定することをお勧めしま 
す。 


Front 

(フロント） 

[ LARGE ] に MALL ] 

Center 

(センター） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

Surr 

(サラウンド） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

SB 

[ LARGEX 2] [ LARGEXI ] 

(サラウンドバック） 

[ SMALLX 2] [ SMALLXI ] [ NO ] 

SUB W . 

(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 

X . OVER 

[已 OHz ] [80 Hz ][10 曰 Hz ] 

(ク□スオーバー周波数) 

[1 已 OHz ] [200 Hz ] 


4 戻るボタンを巧ず。 

Speaker Settin 邑] を終了します。 
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スピーカーシステム設定の目安 


音の詳細設定 


スピーカーシステム組み合せ可能一覧 


Front 

(フロント） 

[SMALL] 

[ LARGE ] 

Center 

(センター） 

[SMALL] [ NO ] 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

SB 

(サラウンドバック） 

[SMALL X 2 / XI ] 
[ NO ] 

[ NO ] 

[LARGE X 2 / XI ] 
[SMALL X 2 / X 1] 
[ NO ] 

[SMALL X 2 / XI ] 
[ NO ] 

[ NO ] 

SUB W. 

(サブウーファー） 

[YES] 

[ YES ] [ NO ] [ PLUS ] 


太字：工場出荷時の設定 


[ SMALL ] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーか 5 出力) 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 


[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または]本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ n ント/センターの低域成分を、サブウーファーからも同時に出力させる低域の再生量びもっと 

ちをし''モート 

常に (2 ch 再生時でも)サブウーファーか5低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳し < は下図参照） 

[ NO ] :接続していない場を(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] は才ートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 

サブウーファーの再生する音域成分 


設 

定 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は iU 下のよラになります。 


フ□ント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

LFE (超恼域効果音)成分 

括域成分 

中•高域成分 

SMALL 

YES 


_ k . 

^_ k . 

-!-- r 

LARGE 

YES 



LARGE 

NO 



LARGE 

PLUS 


^^ 



^ -, f 


サブウーファーの再生音域 
♦ フ□ント/センターの再生音域 


_ □ □ _ 

ク□スオーバー周波数(工場出荷時： 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに含ねせて設定してください 


. サプウーファー [ PLUS ] に設定した場合、ヴプウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分なほ音の効 
果び発揮されないことびあります。このような場合は 、 Auto MC 冉 CC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance ) を行い卜] 2 
ベージ ）、 PHASE C 日 NTR 日 L モードを rON 」 にしてくださし、 (一 41ぺージ)。 

L し ぶ 
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音の詳細設定 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整するに hannel Level ) 


u スニングポジション爛聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定に揃うように調整します。実際に出力さ 
れるテスト I -ーンを耳で確か故ながら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場をは、 
音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7曰 d 目 SPL に調整してください。 

MCACC MEMOR 丫が日 FF になっているとここでの設定を行うことはできません。（一39ページ） 


I System Setup 


I.Auto MCACC 
2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


6.Input Setup 
7.Other Setup 


な 命 

システムセツトアップでほ用するボタン 




3 


5b.Channel Level 


Test Tone 


Enter:Next 


<rk:Cancel 


5b.Channel Level 

Test Tone [ Manual ] 

Setting Start 
Please Wait ... 20 



Loud test tones 

will be output. 

<rk:Cancel 


4 


5b.Channel Level 


L 4 ■•■ぶ I ; レ 

C [ O.OdB] 


R 

SR 

SBR 

SBL 

SL 

SW 


O.OdB ] 
O.OdB ] 
O.OdB ] 
O.OdB ] 
O.OdB ] 
O.OdB ] 


g 回 Q 


因 


因 e 


团 


图 


囚 


<rk:Finish 


1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 に hannel Level ] を選んでミ夫定する。 

_スピーカー出カレベルの設をになります。_ 

3 設定方まを選んでミ夫定ずる。 

[ Manual ] :テストトーンを出力するスピーカーを手動 
で切り換えて調整します。 

[ Auto ] :テストトーンを出力ずるスピーカーび自動で 
切り換わります。 



テストトーンは大きな音で巧生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に OdB にな 
り、テストトーンび巧生されます。 


4 それぞれのチャンネルレベルを調壁する。 

-1 0.0 dB から+10.0 dB の範囲内で、0.已 d 目間隔で調 
整ずることびできます。_ 

f サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレべ I 
ルよりもかさく聞こえる場合びあります。 

也 ク 


5 戻るボタンを巧す。 

に hannel Level ] を終了します。 


CH レベル 


AV アンプ 


す 一 Q 


ゾで 

各チヤンネルレベルの調整を行ラことちでさます。 
CH レベルボタンを押すたびにチヤンネルび切り換 
わります。にの場含 0 SD 表示はされません） 
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音の詳細設定 


スピーカーまでの距離を調整する (Speaker Distance ) 


U スニングポジション(視聴位置)か6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。マニュアルで設定す 
る場をは、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 





1 [日 .Manual SP Setup ] を選んで巧定ずる。 

心 [Speaker Distance ] を選んで巧定ずる。 

_スピーカーまでの距離の設定になります。_ 

3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 

0.1 m から9.日 m の範囲内で、 0.1 m 間隔で設定できます。 

I サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置 I 
crs 巨刊とに日 U ) および設定をリスニングポジションから等距離に 
I しますと、 THX モードの効果が最大限に発揮されます。_ J 

4 戻るボタンを巧ず。 

Speaker Distance ] 終了します。 
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音の詳細設定 


超ほ域音青のピークレベルを調整する (Bass Peak Level ) 


ドルビーデジタルや DTS などのソフトには超ほ域信号成分 (LFE チヤンネル)び含まれています。この超あ域信号は 
他のチヤンネルより再生レべ!レび大きいため、スピーカーの巧生能力を超えて音卢に歪みび生じることびあります。 
ここでは、 LFE チヤンネルのピークレべ)レを調整して歪みを防止します。 



[-80dB] に設定される 
と、サブウーファーから音 
は出力されません。 



1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定ずる。 


'[Bass Peak Level ] を選んで巧定する。 

_超ほ域音声のピー~クレベル設定になります。_ 

づ [Setting Start ] か [Setting Clear ] を選んでミ夫定 
する。 

に ettin 旨 Start] :テストトーンを再生し、設定を行い 
ます。自動的に MASTER VOLUME び一日 OdB になり 
ます。手順4へお進みください。 

[Setting Clear] :調整された LFE チヤンネルのピーク 
レベルをもとに （OFF に)戻します。手順巨へお進みくだ 
さい。 



4 テスト!-ーンを調壁していき、スピーカーか日の 
音に歪みが生じる手前まで調壁する。 


サブウーファーで [YES] (有り）または [PLUS] び選択さ 
れている場合は、サブウーファーからのみテスト!ン 
び再生されます。 

サブウーファーび[N0](巧し)の場合は、サブウーファー 
LW+ の [LARGE] (ガに設定されているフ□ントまたはサ 
_ラウンドスピーカーからテストトーンび再生されまず。 

5 手順4で調壁した値をミ夫定する。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻ります。 

6 戻るボタンを巧ず。 

[Bass Peak Level] を終了します。 

r. 工場出荷時は「日 FF 」 に設定されています。 I 

. サブウーファーに自動スリープ機能びあると动ま、この設定を始める 
前にサブウーファーの電源び入っていることを確認してください。 
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音の詳細設定 


広い部屋での高音域を抑制する CX - Curve ) 


広い視聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまう傾向びあります。 X - Cu 「 ve ( X 力一では高域に kHzl ； (上) 
の周波数をミ咸衰させるカーブで、減衰の傾きは一0.已 cIB / oct 〜一3.0づ巨/〇が(0.已づ6ステップ)の日種類か日選 
択可能です。じ(下の表を目まに、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「Acoustic Cal EQ 」 （一已己ぺージ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目ま 


部屋の広さ 

〜 36 m 9 

〜 48 m 9 

〜60 m 9 

〜 72 m 2 

〜300 m 9 

〜1 OOOms 

減衰力ーブ 

一0.己 d 巨 / OCT 

- 1服 / OCT 

一1.已 d 巳 / OCT 

-2 服 / OCT 

一2.己 d 巨 / OCT 

-3 服 / OCT 




1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 


'[ X - Curve ] を選んでミ夫定する。 

__聴感上の高域巧正になります。_ 

3和- ►ボタンで高域減衰力ーブを調整ずる。 i 

-0 .已 から一3.0 d 目/ 〇な を 0 .已 dB ステップの己段階で t 
調整することびでさます。 

[ OFF ] を選択すると X - Cu 「 ve は FLAT になり聴感上の高 
_域は補正されません。_ 

4 戻るボタンを巧ず。 

[ X - Cu 「 ve ] を終了します。 

I . THX モードでは、 X 力ーブと同じような、高域を補正する Re -] 
Equalization という機能び働くため、 X カープの設定は無効にな 
0ます。 
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音の詳細設定 


サラウンドバックスピーカー間の S 顧!を設定する (THX Audio Setting ) 


THX Ult 「 a 2 規格で新規に開発された ASA(Aclvanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 Cinema 
と THX MusicM 日 de、THX Games Mode に最適な効果をもた 6 すための設定です。サラウンドバックスピー 
カー間の距離(日〜 0.3 m 、0.3〜1.2 m 、 1 .2 m 政上の3段階)に応じて処理を変化させます。 THX の推奨するス 
ピーカー配置は下図のとおりです。 

「Speaker Settin 宫」（一74ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを[ N 0]または[ X 1 ] で設定したときは、この 
項目は選択できませ/ U 。 また、 「 Suit 目 ack System 」 （一目1ぺージ）で rSec 日 nd Zone 」、「 Front 目 i - AMP 」 ま 
たは 「Multi Room & Source 」 を選択したときもこの項目は選択できません。 


尸 




System Setup 

I.Auto MCACC 

2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


システムセットアップで使用するボタン 

( 設を] グ〜〜 ぐ\ [ ちる） 

6.Input Setup 

7.Other Setup 

。： Exit 


|AV アンブ ー ► 。 一 ► 卜（（*气)い）一 ► 广\^ 

. _^_ 


2 


5.Manual SP Setup 


a. Speaker Setting 

b. Channel Level 

c. Speaker Distance 

d. Bass Peak Level 

e. X-Curve 



す、： Return 



1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

ん [THX Audio Setting ] を選んでミ夫定する。 

サラウンドバックスピーカー間の距離の設定になりま 
ず。 


3 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[0-0.3 m ]、[>0.3 — 1.2 m ]、[1.2 m 〈] のいずれかを 
_選びます。_ 

4 戻るボタンを巧す。 

[THX Audio Setting ] を終了します。 
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入力端子の設定 


リ八け、ル端子に入力した音声/映像信号を設定する 〜 Inout Setup 〜 


各入カフアンクシヨンごとに割り当てる音声信号と映像信号の入力端テを変更することがでさます。下の接続 
を行ったとさは必ずここで設定して<ださい。工場出荷時の設定はち下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 
されていませんが、割り当てることがでさる入力端テです。 X は割り当てることがでさません。 


. リ八はルのデジタル音芦入力端子と S ビデオ映像入力端 
子に記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

デジタル音声入力の設定 ( Di 呂 ital In ) 
^ S ビデオ映像入力の設定( S-Vicleo In ) 

. コンポーネントビデオ映像入力端子または D 4 ビデオ映像 
入力端子に映像機器を接続したとき。 

ーコンポーネント / D 4 ビデオ映像入力の設定 ( C 日 mp / D 4 In ) 

. i 丄 INK 端子に i . LINK 対応機器を接続し、映像も同時に見 
たいとさ。 

一 i . LINK 入力の設定 ( i.LINK In ) 

. HDMIl または HDM に端子に接続した HDM 网応機器を 
HDMIl /2入力 LU がの入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI In ) 



* は VSA-AX4AVi のみ 




• 別の入カフアンクシヨンで、同じ入力端子を選択 
することはで去ません。同じ入力端子を選んだと 
をは、先に設定されていた入カフアンクシヨンの 
設定が OFF に切り換わります。 

. コンポーネント端子の使用については、 r 映像機器 
の接続について」(一 26 ぺージ)をご覧ください。 

• 割り当て rd . LINK 対応機器の i . LINK ケープルをが 
したり、電源をオフした場をは、その機器の製品型 
番の前 I こ r * 」び表示されます。 

• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択する 
ことはでをません。 



1 [己 . Input Setup ] を選んでミ夫定する。 


' 変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

3 変更したい設定を選んで割り当てたい入力端子を 
設定ずる。 

詳しくは前ページの説明をご覧ください。 

たとえば光デジタル端テ （ IN 团）を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは 、 「Digital In 」 のに 0 AX -1] を 
[0 PT -4] に変更します。また、 D 4 VIDEO IN 田に入力 
した映像信号を再をしたいときはに omp / D 4 In 」 の設 
定を [04 In -1] に設定します。 

プラズマディスプレイの映像入力と本機の音声入力を合 
わせたいとさは99ページの r プラズマディスプレイの入 
__力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 I をご覽くださし)。_ 

4 戻るボタンを f 甲す。 

[Input Setup ] を終了しまず。 

システムセットアップを終了するとさは、 a 若を押しまず。 
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その他の設定 


ディスプレイに表示される入力ちを変更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することができます。 DVR / VCR 1 入力を選択すると、工場出荷時の設定 
では 「 DVR / VCR ]」 と表示されますが、この表示を自由に変更することができます。たとえば接続した機器の名 
称 （ DVR - 日曰已 H ) などに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器が接続されているのかを簡単に確 
認することができます。 



5 




1 [6. Input Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 

名前を変更したいファンクシヨンを選ぶ。 


3 

(▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

A ボタンを押してに/ 2) ぺージを表示させます。 


4 

「Input Name 」 で [ Rename ] を選んで決定ずる。 

工場出荷時に戻したいときは [ Default ] を選んで決定し 
ます。 

5 

仁 与 ボタンで力ーソルを動かして なみ ボタンで入 
力する文字を選ぶ。 

入力でをる文字は！;(下のとおりでず。 


A 巨 CDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?@[ \ r_{i} 〜（スぺース） 



なみボタンを押し続けると文字がスク□ールします。 



6 手順曰を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 
ずる。 


7 巧定ボタンを f 甲して入カフアンクシヨン名をミ夫定 

ずる。 

他にを名前を変更したい入カフアンクシヨンびある場合 
は、手順2〜巨を繰り返します。 


8 戻るボタンを巧す。 

[Input Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとをは、 a 若を押します。 
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その他の設定 




OSD (オンスク U - ンディスプレイ)をお持ちのテレビの中央で表おできるように調整します。 OSD に表示される 
システムセツトアップなどの文字び切れないよラにする機能です。 



5 


戻るボタンを f 甲ず。 

[Other Setup ] を終了します。 



















その他の設定 


接続している’し LINK 対応機器を確認する ( VSA - AX 4 AVi のみ) 


i . LINK 対応機器を本機に接続し 、 「Input Setup 」 にて入力を割り当てているとさはこの設定で、どの入カフアン 
クシヨンにどの i . LINK 対応機器び接続されているかをお認することびできます。 i . LINK 端テに接続された機器び 
ない場合は、この設定を還おすることはでさません。 




1 [7. Other Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 [し LINK Check ] を選んでミ夫定する。 

3 なみボタンで設定を確認ずる。 

• 割り当てられていない i 丄 INK 対応機器については、 
「 i . LINK 」 と表示されます。 

. i.LINK AUDIO しソがの i . LINK 対応機器に接続した場合 

は、「-」と表示され、入カフアンクシヨンを 

割り当てることはでさません。 

• 害 Ij り当てた i . LINK 対応機器の i . LINK ケーブルをがし 
たり、電源をオフした場合は、その機器の製品型ま 
_©前に「*_1び表示されます。_ 

4 戻るボタンを巧ず。 

_ i . LINK 対応機器のお認画面を終了します。_ 

5 ちラー度戻るボタンを押す。 

[Other Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとをは、 a 若を押します。 
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II モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の U モコンを使って、本機政外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場合は、 
該当するコードを呼び出すだけで操作できるよラになります。 また、 プ U セットコード非对応の機器でち、その 
機器に付属の U モコンか6直接登録(学習)することが巧能です。 


f 器の U モコン信号を本機の IJ モコンに呼び出す(プ U セツトコード設定) 


本機付属の I 」モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の I 」モコン]-ドび登録されてしぶす。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することび可能です。 

をボタンの役割は r I 」モコンで他機器を操作する」(^8日ぺージ)をご覧ください。 


ドを刃） AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
_し ンを f 甲ず。 


U モコンにに ETUP 」 び表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボタンを2砂間 
__レ^ _押し続けます。_ 

レ^ rPRESETJ を選んでミ夫定する。 

「 EXIT 」 を選んでま定ずると設定を終了しま 
のす。 


K [ CD J L TV J [VIDEO 2j 

f DVD J f SAT J fVIDEOlj 


操作したい機器のマルチコント 
□-ルボタンを選んで決定する。 

CD のよラに黒い四角枠で表示され 
た機器はシフトボタンを押しなびら 
選びます(例： CD を逞ぶときはシフ 
卜と DVD を巧す）。 


登録ずる機器のブランド名の頭文字を選 
偽んでミ夫定ずる。 

たとえば、パイオニアを登録するとさは、 

_ rpi を選びまず。_ 

こ互;> 登録ずる機器のブランド名を選んでミ夫定 
偽ずる。 

の 


の 

© 

の 


登録ずる機器とコード番号を選んでミ夫定 
ずる。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場をは 「 DVD 」、 
コード番号び複数あるとさはそれぞれのコー 
ド番号で試してみてください。入力機器6ボ 
タンを押して、その機器の電源を入/切でき 
れば正しいをのが選ばれたことになりまず。 
「日 K 」 び表おされて、登録が終了します。 


Ia^ AV アンプボタンを 2 秒間巧し続けて、プ 
リセットコード設定を終了ずる。 


プ1」セツトのコード番号は、数字び大をいほ 
ど新しい機器に対応しています。 

正し < 設定でをているよラでも、一部のボタ 
ンのみ違ラコード番号ち複数あります。実際 
に操作できるかを確認してください。 
すべてのモデルには対応していませんので、 
使巧できなぃ機能は学習させてくださぃ(^ 
87ぺージ)。もとの機器に入っていなし、機能 
は動作しません。 


パイオニア製の他機器コードに関ずる諸を 意 

• HDD 内蔵 DVD レコーダーの 4 コードは 
PIONEER DVR 487.488 .489. 493 
に対応しています。 

. 0己年夏 m 前に発売されたプラズマディスプ 
レイをお持ちの方は、667、巨38(地上波対 
応)や63日 （ BS デジタル対応)など、必要に 
応じてお試しください。一部海が向けのコー 
ドも内蔵されているため、 TV の] 0/]] / 
1 2 ch び誤作動するちのちあります。 

• TV のコード番号670は HDD 内蔵プラズマ 
ディスプレイの録画再生機能に対応してい 
ます。誤動作防止のため、通常 TV 系コードを 
使用する場含は、コード番号66日政下の 
コード番号を選んでください。 


現在設定されているコード番号の確認 

• 登録後に、そのプ U セットコードを確 
認できます。手順3で 「 READ の」を選 
んで決定すると、登録されているブラ 
ンド名とコード番号び約3秒間表示さ 
れます。 
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II モコンにぶる他機器の操作 


U モコンで他機巧を操作ずる 


. 政下の U モコン操作を行ラには、あ6かじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要がありま 
す。詳しくは r 他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ U セツトコード設定)」（一8己ページ)を 
ご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンもあります。 


\ 機能 
ボタン 

DVD プレーヤー 

L □プレーャー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

C □プレーヤー 

CDV ブレーヤー 

MD レコーダー 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS テ'ジタルチューナ ー 
地上デジタルチューナー 

入力機器む 

電源の入/切（スタンバイ） 

1 イ 4 

前チャプター 
(トラック）頭出し 

青、ぺージ戻る 

►►1 

次チャプター 
(トラック）頭出し 

黄、ページ進む 

II 

一時停止 

ホ、テレビ’/ラジオ 

► 

再生 

テレビ切換 

►► 

早送り 

番組情報 

◄◄ 

早戻し 

d (データ連動） 

■ 

停止 

緑、信号切換 

• 録画 
(シフト +►) 


録画/録音の開始 


録画停止 
(シフト +■) 


録画/録音の停止 


シフト+ ■■ 


録画/録音の一時停止 


数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤフター(トラック）の選択 

チャンネルの選択 

+1日ボタン 

チャプター（トラック）の還択 （ 1日政上の数値入力用） 

チャンネルの選択 
(2 巧(上の 
数値入力用） 

決定/ 

□sc 

[DVD フレーヤ ー] 
CLEAR ボタン 
として使巧 
[L □プレーヤ ー] 

A/B 面の切0換え 

セットアップ画面 
(DISC NAVI) の 

表示 

決定ボタンと 
して使用 

に D チェンジャー] 
ディスクの選択 

チャンネル入力に使用 

トップメニュー 

トップメニューの表示 



目 S メニュー画像切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選択 

► + 

決定 

各メニュー画面の操作 

ま組表 

セットアップ画面の表示 



ま組表の表お 

CH +/- 

チヤンネルの選択 


チャンネルの選択 

曰ド 

音声（言語）の選択 


音声切換、衛星切換 

字幕 

字幕(言語)の選択 



チャンネル戻し 

HDD 
(シフト+ 

CH-) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 
HDD 操作の選択 




DVD 
(シフト+ 

CH+) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

DV □操作の遇択 




戻る 





戻るまたは 

EXIT の遇択 

シフト+ 

トップメニュー 





地上アナログ 

シフト+ メニュー 





地上デジタル 

シフト+番組表 





己 S デジタル 

シフト+戻る 





CS デジタル 


* DVD プレーヤーによっては10じ(上を選ぶとき+1日ち式ではなく、 ENTER ち式で番号を決める機種がありま 
すが、その機種を本機 U モコンでは+]0ボタンで操作することができます。 




II モコンにぶる他機器の操作 


巧をなボタンに他機おの操作を記憶をせる(学留モード) 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることができます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用でさない操作などは、政下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順4学習可能なボタン 


—"■一一 ✓wjwjn 〜 jnn 

@ [3 @ 


アンプ 1 


L 比 I1 TV I 四瓦巧！，レり M* 

[DVD I [ SAT I I VIDE0 1〕 I ] 

I Wta I I か, I I MULTI WI [BSaBai 
〔D 州 1] 〔 iPod I I TUNER I IAV7 ン 7| 

0 7 リーブ □ク 

0 0ATT 

0 ;R 0 0 
O O O 
^^10 ^^11 

卜紙 c 機 

/~-=r —，レビ •作—- 

0 «» 9け， 

g け加 t わンおレI I 


2の 

© 

の 


の〇 G 9 

,• 1_ HDD J1_DVD I 


，, ,• I HDD ir~DVD~| 

^~ 

Ittml SBchKU STEREO 

日 CD CD CD 


Pioneer 


上記イラストの反転表示されているボタ 
ンに登録(学習）が巧能です。 

ただし、 r テレビ基本操作」ボタンは、マル 
チコント□ールの r テレビ操作」を選んだ 
場含のみ登録(学習)できます。 

また、 r テレビ基本操作」ボタン政外は、シ 
フトボタンを併用することで1つのボタ 
ンに2種類のコードを学習させることが 
できます。例えば、字幕ボタンに字幕操作 
と併用して G コードのボタン操作を登録 
したいときは、手順4でシフトを巧しなが 
ら字幕ボタンを巧します。学習終了後、字 
幕ボタンだけを巧したときは r 字幕」操作 
を、シフトを押しながら字幕ボタンを巧し 
たとさは re コード」操作を行います。 


AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
ンを f 甲ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。設定を中止する 
には AV アンプボタンを2砂間押し続けます。 

「 LEARNINGJ を選んでミ夫定する。 

「 EXIT 」 を選んでま定ずると設定を終了しま 
ず。 


3 暨置 5 ° ? 私ミ纖 5 諸た?諸 

I DVR 1 ] I iPod ] (tuner I g ぶ。 


ずる。 

rPRES KEY 」 が表示されます。 
CD のよラに黒い四角枠で表示さ 
れた機器はシフトボタンを押し 
ながら選びまず(例； CD を選ぶと 
をはシフトと DVD を巧す）。 


本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 
憶させたい本機のボタンを f 甲ず。 


2 〜 5cm 


け口问。:0み1|玉■みもげか,邮广 

P [ ii ：_5 l 胃驻运卽も1；^ 

【*11|||け目0叫1114ィが回らろ ；I i 


「PRES KEY 」 び点滅します。 

__学習でさるボタンについては左図をご覧ください。__ 

言己憶、させたい他機器のリモコンのボタンを、数档 > f 甲 
して離ず。 

「0 K 」 び表おされて、登録(学習）び終了します。 
「 ERROR 」 び表おされた場合は、手順4からやり直して 
_みてください。_ 

同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜己を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
__いったん終了してからもラー度行ってください。_ 

( a ^ AV アンプボタンを吕砂間巧し続けて、学 
- 習モードを終了する。 

登録(学習)でさる操作の数はバイオニアフォーマツトで、お!^ 
よそ200コードです。 

手順4〜巳は、強い堂光なの下や TV の前で行わないでくださ 
し、異なるコードび登録されてしまラことびあります。 
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II モコンにぶる他機器の操作 
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U モコンの登録操作の解除と設定を解除 


特定のボタンに登録された操作のみを解 リモコンに設定されたプリセツトコード 

除する_ と学暨させた他機器の操作を解除する 


ド V アンプ] 



rww^ 

ク 


AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間押し続けます。 



区 V アンプ) 



ク 


AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


2 00 「 ERASEJ を選んでミ夫定す 

る。 

の 


2 


の 

© 

の 


「 RESETJ を選んでミ夫定ずる。 

「 RESET 」 び点滅します。 


3 1 CD I I TV I 

r DVD I r SAT I 

I DVR2 I L CD-R I 
〔 DVR1 j I iPod j 


I の DE0 2I テレ t3« 巧 
卜 IDE01)I ] 


IMULTIINi 

[tuner] 


解除したい機器のマ 
ルチコント□ールを 
選んでミ夫定する。 


血© 

〇 


rPRES KEY 」 が点滅 
します。 


3 户"^ 巧定ボタンを2秒間む上巧し続 

ける。 

「0 K 」 び表示されて、設をび解除 
されます。 


4 消去したし、操作ボタンを吕秒間巧し続ける。 

_ 「0 K 」 び表示されて、消去び終了します。_ 

5 の巧巧 AV アンプボタンを2秒間巧し 

' - ' 続けて、登録解除を終了する。 


7ルチコントロールボタンの入力切換を解除する(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを巧したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、 U モコンの操作ボタ 
ンの機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 



2 


防巧巧！ AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧ず。 

~L 旧 ETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボタ 
リ ンを2秒間押し続けます。 


の 

© 

の 


roiRECT FJ を選んでミ夫定す 
る。 


3 1 ~ CD ~I L TV J [VIDEO 2J 

I^DVD J 「 SAT I fviDEOl] 


I DVR2 I L CD-R J [MULTI INJ 
〔DVR1 j I iPod j I TUNER I 



操作したい機器の 
マルチコント □- 
ルボタンを選んで 
ミ夫定する。 


4 ぐ^ 手順3で選んだ機器について、 
ぐ^ ダイレクトフアンクシヨンの 
の ON 、 OFF を選んで巧定する。 

「0 K 」 び表示されます。 


5 防を刃！ AV アンプボタンを2秒間 f 甲し 

- ' 続けて、ダイレクトフアンク 

シヨンの設定を終了する。 






II モコンにぶる化機器の操作 


リモコンに表示をれる入力ちを変更する〜リネーム機能〜 


1」モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することびでさます。たとえば DVD レコーダー 
を 2 台お持ちの場合、 DVR 1 と DVR 2 のそれぞれを機器の名称(例： rOVR - 已己己 H 」 など）に変更することびでき 
ます。を入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）ごとに接続された機器やメーカー名などを入力すれば、どこの 
入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）にどんな機器び接続されているのかを簡単に®認することびでをます。 


AV アンプボタンを巧しながら 
設定ボタンを巧ず。 


1設定 I 

ク 


rSETUP 」 び表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


2 「 RENAMEJ を選んでミ夫定す 

炒る。 

の 


3 


L CD J L TV J [VIDEO 2 \ 
〔DVD I 〔 SAT j I VIDE01) 

の [MOif 

d j I TUN 

© 


[DVR2 ] [CD-R ] IMULTdN] 
〔 DVR1 I 〔 iPod j I TUNER j 


O 


名前を変更したい 
入カファンクシヨ 
ン(他機器操作ボ 
タン）を選んで巧 
定ずる。 

U モコンデイスプ 
レイび入カファン 
クシヨン名の変更 
画面になります。 


4 


の 

© 

の 


「NAME EDTJ を選んで巧定す 
る。 

名前をちとに戻したいとさは 
「NAME RST 」 を選びまず。 


5 



な/み ボタンで入力ずる文字を 
選んで、 仁/与 ボタンで力ーソ 
ルを左ちに動かす。 

入力できる文字はムツ下のとおりで 
す。 

ABCDEFGHIJ KLMNOPQRSTUVWXYZ 
0123456789 \/*+- 

最大8文字まで入力ずることびでさ 
ふ 〇 


6 @ 


入力を終了ずる。 

U ネーム機能を終了します。 


リモコン 
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スピーカーの 応用接続 


スピーカーの 応用ち 続 


U アパネルの SURROUND 目 ACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの 
高音質化や、別エ U アでのステレオ再生に使用できます。(ただし、メインシステムは最大日.1かまでとなります。） 


■ を局品位接続する 


〜バイアンブ接続〜 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング对応であれば、さらに高品位な曲- Amp 再生が可能です。 


•接続 


[speakers L 


H 

■ 

|h 

IS 

S 

Hi 

画 

|b 

IB 

■ 

■ 

■ 


II 

■■ 

B 


も 


バイワイヤリング対応 
フ□ン トス ピーカー 
裏面 （ L ) 


© ® 

狼 _ 嚇 … gh 


I 嚇 嚇 ぃ W 

1 ~ 


スピーカー 端子回の 
フ n ント ch と スピー 
力一端テ回の出力は 
同じです。 High / 
Low は回/回のどちら 
とでち接続でさま 
す。 


•サラウンドバックシステムの設定 （一61ぺージ） 

[ Front 目 i - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されます。 

•スピ~力ーシステムの切り換え （一己6ぺ~ジ） 

A+B ( SP ^ AB ) び通常再生状態とな0ます。 


ネットワークび着脱でさるスピーカーの場を、ネッ 
トワークびがれた状態では効果び得られませんの 
でご注意ください。 


A 

ま意 


フ□ントスピーカーの日 i - Amp 接続をするとさはアン 
プへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
High - Low のシヨート金具は必ず外してください。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書わご覧ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

[Normal ( SB )」 または ！" Second 
Zone 」 でシステムを組む場合は、聞- 
Amp ではなく目 i - wi 「 e 接続び巧能で 
す。スピーカー端テ回に、バイワイヤ 
U ング対応スピーカーの High と Low 
の2本を並列に接続してください。 



1本はバナナプラグを 
用いると便利です 



この方法で異なる2つのスピーカーを接続しない 
で < ださい。 


別の部屋でのステレオ再を用スピーカーを m する〜七カジドゾーン臟〜 


寝室やキッチンなど、メインのリスニングルームとは別の場所でステレオ巧生び可能です。 


* 接続 |_ P 



-サラウンドバックシステムの設定 (-> 色1ベージ） 

「Second Zone 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステムの切り換え (一己目ページ） 

巨または A + 巨を選択してください。 
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7 ルチルーム機能 



別の部屋で本機の音や映像を再をする〜マルチル-ム機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋 ( X インルーム）とは別の部屋(ヴプルーム)で本機につないだ機器の再生を楽しめ 
ます(マルチルーム機能)。本機ではメインルームとは別に R 日 0 M 2 と R 日日 M 3 の2つのシステムを構築することが 
できます。;インルームとヴブルームで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生するこ 
とちでさます。 


別の部屋 

入力できる信号 

R 00 M 2( Z 0 NE 2) 

iPod を含むすべてのアナ□グ信号を 「 MULTI—ROOM & SOURCE 

R 日日 M 2( Z 0 NE 2)」 日 UT 端テわ、6出力します。 「 Su「r Back System 」 の設 
定で [Multi Room & Source ] にすることで、スピーカー端子からの音声出力も 
可能です。また、コンポジットビデオ信号ち入力することができます。 

ROOMS ( ZONES ) 

デジタル音声信号を [ MULTI-ROOM Si SOURCE/REC SEL 」 日 UT 端テ 
(光デジタル端テ）か6出力します。 


. R 日日 M 2 で再生できる音声はステレオ(アナ□グ)音声で、 i . LINK や HDMI で入力された音声は再生できません。 
MULTI 巳 H IN 入力はフ□ントし R の 2 ch のみの再生となります。また、 U スニングモードや I -- ン]ント□-ル 
などの各種音声機能は使えません。 

. ヴプルームの映像出力はビデオ(コンポジット)出力のみ対応しています。 S ビデオ、コンポーネントは使用できま 
せん。 

• IR レシーバーがあるときは 、 MULTI R 日日 M & S 日 URGE の IR IN 端テに IR レシーバーを接続してさらに旧 OUT 端 
子に機器をつなぐと、その機器を IR レシーバーで操作することができます ( VSA - AX 4 AVi のみ)。 


2つめの部屋のマルチルーム接続 ( ROOM 2) 


ROOM 2 に ONE 2) 端子をほったマルチルーム接続 













7 ルチルーム機能 


3つめの部屋のマルチルーム接続 ( ROOM 3) 


3つめの部屋 旧日日 M 3) では光 デジタル 出力端子 rOUTlR 日日 M 3( ZC ) NE 3)」 を使って音声信号を送信すること 
で、音楽などを楽しむことができます。本機に別の光 デジタル 入力端子 (□に ITAL IN ) を持つ機器を図のよラに 
接続します。 



. R 00 M 3 び曰 N のとをは、 R 曰曰 M 3 で選ばれている入力の音声び出力されます。このとき選択できる入カフアンクシヨンは、入力の 
設定 (Input Set 叩)で Di 旨け al In び割り当てられている入力のみとなります。 

. R 00 M 3 び OFF のときは、 R 日日 M 2 または REC OUT で選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出力されます。このとき選ばれ 
ている入カフアンクシヨンの入力の設定 (Input Setup ) で Digital In び OFF になっているときは音声は出力されません。 

. R 00 M 3 び日 FF で、 R 00 M 2 または REC 日 UT び S 日 URGE のときは、メインルームで選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出 
力されます。このとき、選ばれている入カフアンクシヨンの入力の設定 (Input Setup ) で 「Digital In 」 び日 FF になっているときは 
音び出ません。 
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7 ルチルーム機能 


7ルチルームの 設定 



本機のシステムセツトアップでマルチルームの設定を行います 。 （Multi Room Setup ) ヴブルームの音唐出力 
設定と旧レシーバーの種類を選びます。 



1 本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
_の電源を入れて入力を切り換えてください。_ 

2 設定ボタンを巧ず。 

_システムセットアップび表示されます。_ 

3 口 . other Setup ] を選んでミ夫定する。 

4 [Multi Room Setup ] を選んでミ夫定する。 

5 Volume Levs について、適切な項目を懲只する。 
Variable :本機で音量の調整をする場合(ヴブルームの 
アンプをノ（ワーアンプとして音声出力ずる場合）に選び 
よ9 〇 

Fixed :サブルームのアンプを使って音量の調整をする 
場合に選びます。（本機のサブルーム側の音量は最大に 
なりまず） 




0 旧 Receiver について、接続ずる旧レシーパ’一に 
適切な項目を選択ずる ( VSA - AX 4 AVi のみ)。 

に ettin 呂 1] :通常はこちらを選びまず。 

[Setting 2] : Se け in 宮] では動作しないときに選びま 

_す。_ 

7 戻るボタンを巧して終了する。 

システムセットアップを終了するとさは、 a 若を押しまず。 

手順6の旧 Receiver の設定び間違っていると C 曰 NTR 曰 L 端子での操作 I 
をでさな <なります。 

• 手順己の Volume Level の設定で、 [ Fixed ] はサラウンドバックシステムの 
設定び [Multi Room S Source ] のときは選択することびできません。 
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7 ルチルーム機能 


本機で7ルチルームの操作をする 




1 MULTI ROOM & SOURCE ON/OFF を巧して 
視聴したいマルチルーム馆 B 屋)を選ぶ。 

巧すたびに下のよラに切り換わります。 

ROOM 2 ON : R 日日 M 2 で視聴するとき 
ROOM 2&3 ON : R 日日 M 2 と R 日日 M 3 の両方で視聴す 
るとを 

ROOM 3 ON : R 日日 M 3 で視聴するとき 
OFF ； マルチルーム機能をオフにしまず。 

日 FF 似 外を 選ぶと、表示部の MULTI-R 日日 M インジ 
_ケーターが点灯します。_ 

么 MULTI ROOM & SOURCE CONTROL を巧ず。 

押ずたびにメインルーム操作とヴブルーム操作が切り換 
わり、 R 日日 M 2&3日 N を 選んでいると きは R 日日 M 2 
と R 日日 M 3 を 切り換えることがでをます。 

な 

10秒間操作びないと自動的にマルチルームコントロールモードび 
終了します。 


3 

INPUT SELECTOR で入カファンクシヨンを切り 
換える。 

たとえば手順 2 で R 日日 M 2 を選び、手順 3 で DVR / 
VCR 1 の音声と映像を選ぶと、 DVR / VCR 1 入力の音声 
と映像を R 0 日 M 2 で楽しむことがでさます。 

4 

MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調整ずる。 

一 80 d 目から日 d 目の範囲で調整でさます。 

5 

MULTI ROOM & SOURCE CONTROL を巧し 
まず。 

マルチルームの操作を終了します。 

6 

選んだ機器の再生をずる。 


• マルチルーム機能では、電源の入/切も><インルームとサブルームで別になります。 

. マルチルームの設定で [ Fixed ] び選ばれているとき、本機では音量を調整できません。 

• スリープ機能び働くと><インルームとヴプルームの両方の電源びスタンバイになります。 
. システムセツトアップ中は、マルチルーム操作はできません。 
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y モコンでマルチルームの操作をする 


7ルチルーム機能 


1 シフトボタンを巧しなが日 AV アンプボタンを巧し 
てリモコンをマルチルーム操作モードにする。 

押ずたびに R 00 M 2 と R 00 M 3 の操作モードび切り換 
ね0まず。 

メインルーム操作モードに戻すとさは AV アンプボタン 
_を押します。_ 

2 マルチルーム機能の電源を入れる。 

メインルームにある本機の表示部の MULTI-ROOM イン 
_ジケーターび点口します。_ 

3 入カフアンクシヨンを切り換える。 

_入力切換ボタンで機器を選びまず。_ 

4 音量 +/- ボタンで音量を調壁ずる。 


• 本機の U モコンで操作できるボタンは切下になります。 

AV アンプ〇 :本機の電源切り換え 
入力切換 ：入カファンクションの選択 

音量 +/- :音■調整(ただし、システムセットアップの 「Multi Room 

Setup 」 で [ FIXE 口び選ばれているときは調整できません。） 
. パイオニア製アンプをヴプルームで使巧している場合、本機のリモコン 
操作で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでのマルチ 
ルーム操作をするときは、アンプの U モコン受光部を覆い隠すなどの巧 
策をとつてくたごい。 

. 旧レシーノく一による U モコン操作びでをるのは VSA - AX 4 AVi のみで 
す。 


エキスパ—卜 
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連動機能/集中コント□—ル 


旧レシーパーを巧って集中コント□-ルずる ( VSA - AX 4 AVi のみ) 


ステレオ機器などをキャビネット内などの U モコン信号が届かなし、場所に設置してし、る場合でも、市販の旧レシー 
バーを使用して、 U モコンでシステムの操作ができます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、他社 
製品ち含む)が操作でさます。マルチルームの U モコン操作などにち使用でさます。 


キャビネットなどに設置 



他のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□ール 
することができます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受け6れないところに設置した機器も 
U モコン操作が巧能になります。 
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連動機能/集中コント□—ル 


パイオニアのプラズマディスプレイと連動操作する 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (2003 年が降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシ 
ステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音量や 
U スニングモードの確認ができます。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えることがで 
きます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラスブデVス プレイとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR + ケーブル(パイオニア部品番号： ADE 70 日己)が必要となりま 
ず。詳しくはパイオニア部品受ミまセンターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも 
使用できます。 

プラズマディスプレイ 



DVD プレーヤーなどの映像端子は 
プラズマディスプレイと直接接続 
して < ださい。 



別売の同軸 
SR 十ケー プル 


本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は U モコン信号を受け付けなくなりますので J 」 モコンはプラズマディス 
プレイに向けて操作してください。プラズマディスプレイの電源び切れているとさは U モコンで本機の操作びでをません。 


エキスパ—卜 
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連動機能/集中コント□—ル 


モードを設定する ( SR + Setup ) 


本機とプラズマディスプレイの連動について、下の2つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとさ(^9日ぺージ)にプラズマディスプレイの音量を下げるかどラか設定します。 

rON 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマディスプレイの音か6本機の音に切り換えることが 

でさます。 _ 

Monitor Out Connect :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマディスプレイの入力を設定します。システムセッ 
トアップを開始したとさに自動的にプラズマディスプレイの入力ち切り換わり、また、本機のシステム表示とプラ 
ズマディスプレイの SR + 表示が重な6ないよラに連動させます。 



3 


4 


5 


6 


I 0> I I TV I IVIDE02I テレ Otff 

〔DVD i i SAT 1 IVH}eOl]I I 

|_6Vft2 J I Cb-ft I [MULTI INJ IKMM2/3I 

I DVR1J I iPod I [TUNER I 










- 

• 本機とプラズマディスプレイを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマ 
ディスプレイの電源を入れてください。 

• 本機の音声入力とプラズマディスプレイの映像入力の連動設定は r プラズ 
マディスプレイの入力連動設定 〜 PDP In に R +) 〜」（一日9ページ)にて 
設定します。 


1 

本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

シス了ムセットアップ画面を表するため1しは、了レビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを巧ず。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

[ T.Other Setup ] を選んでミ夫定する。 

4 

[ SR + Setup ] を選んでミ夫定する。 


5 PDP Volume Contorol について、音声連動を選 
択ずる。 

[ ON ] :連動モードを実行するとプラズマディスプレイ 
の音量を消音します。 

[ OFF ] :音声連動しません。 


0 Monitor Out Connect について、本機の MONI - 
TOR OUT 出力か日プラズマディスプレイのどの 
入力へ接続したのかを選択ずる。 

「 Input - 1」〜 「 Input - 已」 （「 Input -」 の入力数はプラズマ 
ディスプレイによって異なります）、 「 OFF 」 から選びま 
す。システムセットアップ時にここで設定した入力にプ 
ラズマディスプレイの入力び切り換わります。 

_工場出荷時は rOFFI に設をされています。_ 

7 戻るボタンを巧ず。 

連動モードの設定を終了します。 3 E 

システムセットアップを終了するには、 G を押します。 
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連動機能/集中コント□-ル 


[ DVD I [ SAT I [yiDEOII I ] I 

I WH2 I I gp-n I IMULnWI lltoOMMI 1 
I DVR1 J I IPod J ITUNErJ ^_1 

の， I バ③峰③期， I 

-cr 盾 r 風 


プラズマディスプレイの電源び OFF のとさ、ま 
たは正し<接続されていないとさは連動モード 
は働定ません。 

入力連動モードを設定していない入力のと定 
は、プラズマディスプレイの画面は切り換わり 
ません。 

プラズマディスプレイと本機に表示される音量 
値は異なります。また、プラズマディスプレイの 
画面に表おされる音量値は目安です。 

SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディ 
スプレイの電源び切れているとさはリモコンで 
本機の操作びでをません。 

入力び iPod のときは Mon け or Out Connect 
で設定された入力に連動します(^日8ぺージ)。 


プラズマディスプレイの電源を入れる。 


AV アンプボタンを巧してリモコンをア 
- ンプ操作モードにずる。 


® SR+ 連動モードを ON にする。 

表示部に SR + ON と表示されます。 

連動モードを稱除したいとをは再度 SR + ボタ 
_ンを押します。_ 

システム動作を確認ずる。 

け下の操作を行ラと本機とプラズマディスプレイび連動 
して動作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマディスプレイの入 
力び切り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマディスプレイの画面 
に音量値び已秒間表おされます。 

. その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
まず。 


プラズマデイスプレイの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 


本機の音青とプ ラブ マディスプレイの映像の入力を連動させるための設定です。 ソース 機器の映像出力を直接プ 
ラブマディスプレイの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラブマディスプレイの映像入 
力ち自動で切り換わります。プラブマディスプレイに内蔵されているテレビチューナーの音卢出力を本機に接続 
したときにち利用できます。例として DVD の音声を本機の DVD / L □に、映像をプラズマディスプレイのビデオ 
入力2に接続した場合を説巧します。 

ここか日読む場合は己9ぺージの手順1〜3を行ってか日 
む下の手順へお進みください。 


[己 . Input Setup ] を選んでミ夫定する£ 



12V Triggerl [M.ROOM 
12V Triggers [ _ OFF—. 

PDP In (SR+) 4 —il •，…■’ 


4 rPDP In ( SR +) J で、本機の音声入力とプラズ 
マディスプレイの映像入力の連動を設定する。 

例） rinput -2 」を選びます。 

プラズマディスプレイ ( PDP ) の BS デジタル放送を選ぶ 
とさは、本機の入力を TV / SAT に切り換えてから PDP 
の入力を切り換えてください。 


戻るボタンを巧ず。 

プラズマディスプレイの入力連動設定を終了します。 
システムセットアップを終了するには、^を押します。 


連動モードを実巧する 


■ 


本機とプラズマディスプレイび SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 


エキスパ—卜 















連動機能/集中コント□ール 


12 V トリガー巧応機器との連動 ( VSA - AX 4 AVi のみ) 

連動機器を接続する 


12 V 卜 U ガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を実施します。本機の入カフアンクシヨンを選ぶ 
だけで、 ri 2 V T 阿 GGER 」 端子に接続された機器へ制御信号が送られます。連動設定については「1 2 V 卜 U ガー 
端子の連動設定」（一下記)をご覧 < ださい。 



ISVh u ガー端子の連動設定 


設定した入カフアンクシヨンび還ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び1 2 V 卜1」ガー端 
モか b 出力されまず。本機には2つの] 2 V 卜 U ガー端テびあり、それぞれについて設定することびできます。 

ここか日読む場合は己9ぺージの手順1〜3を行ってから 
む下の手順へお進みください。 

1 [6. Input Setup ] を選んで巧定ずる。 

2 連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

3 (▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

_ A ボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。__ 

4 1吕 V Trigger 1または吕を選ぶ。 

n [ M . ROOM ]、[ ROOM 吕]、 [ R 00 M 3]、[ OFF ] か 
日選ぶ。 

[ M . ROOM ] : メインルームで、手順2の入カフアンク 
シヨンび選ばれたとさに連動します。 

旧00 M 2] : Room 2 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

旧00 M 3] : Rooms で、手順2の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

_ [ OF 。 ： _連動しません。_ 

6 戻るボタンを巧ず。 

[Input Setup ] を終了します。 
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II モコンによる連動動作 


リモコンの他機器連動機能をほいこなす 


起動時連動操作〜マルチ-オペレーション〜 

視聴を始めるための一連の動作を、2つのボタンを巧すだけで実現 
させる機能です。あらかじめ決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に巧し、已つまで自由に登録できる操作(コマンド)を 
設定でさます。 



必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のものちあります） 


ユーザー により 
自由に設定が可能 

設定が無い場合は 
上記コマンドのみ送信されまず 


終了時連動操作〜システム•オフ〜 

視聴が終了したとさに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを巧すだけで実現させる機能です。 

已つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドが送信されます。 


ユーザーにより 
自由に設定が可能 

設定が無い場含は 
下記コマンドのみ送信されまず 



必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のものもありまず） 




lyiK 。 ろテレ田 
バ田叫 I__ J 


|_DVR2 I |_CD-R I [MULTI IN I [ROOM2/3J 

fpVRI][iPod ] frUNEfi] 目ンづ 

0 ,J - ブ 说。 

0 0，TT 

が e " o 

o o o 

^^10 ^^11 

卜肥- CJ ； 凹 

till 

d I I aw 

o o の画 

[BBiitl 

B, ,• I HDD ir~DVD~| 

I tUMB] ■•入力 SBchU STEREO 

o o o o 


上記イラストの反転表示されている 
ボタンに登録巧能です。 


《 DVD レコーダーなど、一部対応されない機器もあ 
ります。 

• 録画中に電源び切れてしまうことのないように、「必 
ず送信される特定のコマンド」に DVD レコーダーの 
電源を OFF にするコマンドは入っていません。 


通常、りボタンにはパワーの ON / OFF ]- ドび 
入っています。このコードでは、電源は前の状態 
の逆になるため、確実に ON (または OFF ) させる 
ことはでをませんので、自由コマンドとして設定 
することはお勧めしません。 


エキスパ—卜 
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II モコンによる連動動作 


連動操作を設定する 


しソ下の設定を行う前に、この機能で使用したい U モコ 
ンコードは、必ずプ1」セツトコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておくお 
要びあります。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生（また 
は停止)する」といラ操作を記憶させます。_ 

1 ドを巧） AV アンプボタンを押しながら 

+ 設定ボタンを巧ず。 

に ETUP 」 び表示されます。設を 
〇 を中止ずるには AV アンプボタン 
U を2秒間押し続けます。 


2 <：!：> 起動時連動の設定は 

「MULTI OP 」 を逞んでミ夫定し、手 
順3に進みまず。 

終了時連動の設定は 

に YS OFF 」 を選んで決定し、手 
順4に進みます。 


7 実行したい操作ボタンを選択ずる。 

例) ► 再生(または ■ 停止)ボタンを選びます。 
コマンド番号選択画面に戻ります。 

(手順8へお進みください。） 


8 こ更にコマンドを登録したいと 
^ さは、 「 ***CODEJ を選ん 
ソ、 でミ夫定したあとに、手順 6〜7 
シ !^ を繰り返す。 

1つの他機器操作ボタンに巧して最 
大己つまで登録することびでさます。 


[■EDIT EXITJ を選んでミ規する。 

SETUP メニューの表雨画面に戻り 
ます。別の他機器操作ボタンにち登 
録するときは、手順2〜8を繰り返し 
て < ださい。 

10 の r*Exit*J を選んで巧定する。 

(*5> 連動操作の登録を終了します。 

の 


の 

© 

の 


3 起動動作を記憶させ 

[DyRTl rcD：ri [MJEniNl たい他機器操作ボタ 

匹 ^ 0^ 四 ^ ンを選んで決定ずる。 


連動操作を実行する 


4 



i @ 

例） DVD ボタンを選んで 1 


LJ , 

決定します。 I 

化な巧連動 
〇 


マルチオペレーシヨンモード 
にする。 


こ三 > 「CODE EDTJ を選んでミ夫定す 
る。 

「CODE ER 引を逞おすると現在 
登録しているコマンドを消去し 
CJ ^ 9 〇 


「MULTI OP 」 び点滅します。 

U モつンを受光部に向けて < ださい。 


2 

I~ CD ~I I~ TV ~I [VIDEO 2」 
し DVD ) [ SAT I (WDE01| 


テレビ » 巧 



起動時連動の実行は操 
作したい他機器を選択 
ずる。 


5 

© 

の 


登録したい CODE を選んでミ夫 
定ずる。 

例 ） riST C 日 DE 」 を選んで決定し 
ふ 〇 

[■pRES KEY 」 が点滅してコマンド 
の登録になります。 


6 


I~ CD ~I I~ TV ~I [VIDEO 2J 
I DVD j I SAT I I VIDE011 


I DVR2 I L CD-R J [MULTI INJ 
〔DVR1 J I iPod j I TUNER I 


操作したい機器を選 
択ずる。 

例 ) D V D ボタンを還び 


I DVR2 I L CD-R J [MULTI INJ 
〔 DVR1 j I iPod j I TUNER I 



L 5 / ス f ム巧 I 


プ U セット動作と、このボ 
タンに登録されているコマ 
ンドび実行されます。_ 

終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切）を f 甲ず。 

このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信され 
ます。 


0 


よ9 〇 
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. 各コードの送信び終了するまで、 U モコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

. 登録したコマンドによっては、送信終了まで3秒し处上かかる 
場含ちあります。 

• 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場を 
びあります。 
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サラウンドスピーカー ( SL / SR ) は サラウンドバックスピーカー ( S 巨/ SBL / SBR ) も耳の位置より上方目日 cm 〜 
耳の位置より上ち目 0 cm 〜] m でや 1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は S 巨 L と S 目 R を隣 
や下振りにします。 DVD オーディ 接させ U スニングポジションか5等距離に設置(設定)すると TH X モードの 
才巧の配置と両立したいとをは樓 効果が最大限発揮されます。 

方寄りに配置します。 SL と SR び真 
正面で向を合わないよラにをか左 
ちに振った0してみてください。 


サブウーファー _ _ 

特に制限はあ0ませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振によ0低音げ極端に増強される場合びありますのでごを意ください。 


スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド巧生において重要な役割を果たします。 

政下の図を参考にしなが 6 U スニングルームに合わせたスピーカーの配置をお試し<ださい。 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上なども音質に影響びありますので、専巧スタンドやコンクリートブ□ックなどの使用をお勧めします。 

フ□ント&センター 

リスニングポイントか6の角度 奥行を スピーカーの向き 



センター ( C ) を使用する場合は広め センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と同 中抜け感を防ぐために多少、巧振り 
に、センター ( C ) を使巧しない場合 一面からフ□ントまでの距離を超え に。ただし、あま0内振りにしすぎ 
は狭く配置することをお勧めしま ない位置に。フ n ントよりも前ちだ ると広び〇感などを損ねます。 

す。（上図の範囲） と音場感を損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 

ヴラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 サラウンドバック2本の場合 
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デジタル音声フォーマツトについて 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のような表示がされています。 

1枚のディスクに複数の音声が収録されている場合が多く、どの音声を聴くのか選択することができます。 

1. 英語（己. Ich サラウンド） 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己. Ich サラウンド） 

収録音声数 録音ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットであるため、単に r 己.] ch サラウンド」と記載されている場合 
は、「ドルビーデジタル（己. Ich )」 であることを示します。 


デジタル音青の記録方式について 


□□ldolbyJ 



音声記録方式 


デジタル音声のフォーマットは、下記の r デジタル記録方式」と r 収録チヤンネル」の組み合わせにより細分化されています。 


デジタ_ル記録方式 

巧圧縮デジタルち式 

PCM(Pulse Code Modulation ) ち式が一般的で、 
CD や DVD の 2 ch トラックなどに用いられています。 
ヴンプ U ング周波数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は 44 kHz/l 6 bit ですが、 
DVD は 48 kHz /20 bit や目目 kHz /24 bit などで記録さ 
れています。 DVD オーディオは、この高音質を保った 
ままマルチ ch 収録が可能で、]日 2 kHz の 2 ch 信号も収 
録できます。 SACD を非圧縮マルチ ch 記録ですが、 
PCM とは違ラ高速^之変調]ビット方式を採用してい 
ます。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送には 
し LINK 接続が必要となります。 

圧縮デジタルち式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタルち式です。各フオーマットとを聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケープル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


収録チヤンネル 

吕 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチヤンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4 ch 信号を 
所定の演算で 2 ch に変換してある信号です。そのまま 
2 ch で巧生しても違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図どおりの巧生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch 政上の独立した信号が収録されたちのをマルチ ch 
信号と呼びますが、已 .1 ch 収録が最も一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの己 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の日. Ich に独立した 
信号が記録されています。近年では日.1 ch 信号を登場 
し、上記の己. Ich に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 


デジタル音青の再を方式について 


マルチチヤンネルサラタンド再生 

3本じ(上のスピーカー(サブウーファーを除 <) でをチヤン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感が期待でさます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録な5ばソフトに忠実に再生し、ソフト 
び2 C h の場合は、マト U ックスデコード処理 （ ドルビー 
プ□□ジック nx や Neo : 日技術など）を施し、マルチ ch 再 
生させることび可能です。 


(2 ch ) ステレオ再を 

2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 C h にダウンミックスして再生する場合の双方を意昧し 
ます。設定やソースにより、サブウーファーか5音び出 
る 2. Ich 再生を r ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などによ0、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、ちとの信号に変換させる技術です。ま 
た、2 C h の音源をマルチ C h 化させる演算技術をマト 
U ックス-デ]-ドと言い、日. Ich 信号を目. Ich に伸 
長させる技術をデコードと呼ぶことびあります。 
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ドルビー 


ドルビーデジタル 


ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U —卜-デジタルサラウンドち式の名 
称です。映画業界のま流であり、 DVD ビデオの標準音亩方 
式としてち採巧されるなど、デジタル時代の標準フオー 
マットとなっています。独立した香チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にち!^处下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フオー マツ トです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および 
己.1 ch 音青の再生に最適なダウン S キシング 

2) に範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア n グノーマライゼーシ ヨン 機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでも、一定の音 
量で再生されるように自動調整する機能でず。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウオーズ- 
エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラトリーズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、目. 1 ch 再生可能な 
新しい音響フオーマットです。新たに加え5れたヴラウン 
ドバック C h により空間表現力、定位感び高め5れ、中央か 
5離れた客席からでち3目日度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音像をより生々しく体感することび可 
能となりました。フィルム上ではヴウンドトラックのサ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既をのドル 
ビーデジタル(已 . 1 ch) 環境での再生互換性びあります。 
この技術により製作された映画の U ストはドルビーラボ 
ラト U —ズのウェブサイトにてご覧になれます。 
http :// www . clolby . com / 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つ様々な 
機能を、選おして搭載することび可能です。プ n □ジック 
IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、必ずしを 
全く同じ機能を持っているとは限5ないことにごを意く 
ださい。 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル□記号及び AACn ゴは、ドルビーラボラト 
リーズの商標です。 


□□ 

DIG 


IIPOLBYI 

ITAL* EX 

K か■巧 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック IIx 


ドルビープ n □ジック IIx は、ドルビープ □□ ジック、ド 
ルビープ □□ ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音青や日.] ch 音青を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でをるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化ち式として、ドルビープ □□ 
ジックは 4 ch に、ドルビープ□□ジック II は日 ch 化して 
し、ましたび、それ5をさ5に進化させ、方インの 7 ch を 
作り出します。 

また已 . 1 ch ソース に巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大7.] ch 再生び可能になりまし 
た。今まで！;(上に自然でシームレスな移動感、滑5かで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験できます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切0誓えることび巧能です。 

■2ch ソース用 

M 日 VIE/MUS に/ PR 日 LOGIC 

■ 己 . Ich ソース用 

M 日 VIE/MUS に/ DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (anPRO LOGIC IIx MOVIE) 

7. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーションや移動感などび得 
5れます。 

MUSIC (anPRO LOGIC IIx MUSIC) 

7. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のステ 
レオ録音されたソース ( CD など)を再生するときにも効果 
的です。サラウンド C h は定位よりも広がり感を重視して 
し、ます。 

PRO し 0GIC (anPRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオ U ティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

同ページ巧参照 

サラウンドバック ch を使巧しない場合は、自動的に従来 
のプ n □ジック II モードにな0ます。 

■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違し、 



プ□□ジック 

プ□□ジツクII 

プ□□ジツク IIx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

ずべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
已 .1ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4. 1 ch 

/ヴラウンド、 

、 モノラル ノ 

已 .Ich 

/サラウンド、 

\ステレオ ノ 

7.Ich 
サ^ 0 V K 
(サラ OV ドバ1 ツタ) 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 
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DTS 


r ■「口量 


DTS 

デジタル シアターシステムズ (Digital Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートびわたらす豊富な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽用にわ独自録音による DTS - CD がありま 
す。 

DTS 96/24 


5.1 ch すべてを9目 kHz /24 bit の高音質で再生する最新 
のサラウンドフオー マツ トで、スタジオのマスター音源 
のクオ U テイを踏襲しています。 DVD の限5れた記録エ 
U アで、高音質/高画質を両立させるために開発されまし 
た。既をの DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 9 目/24 
に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続す 
ることで、再生することげできます。（本機は、 DTS 目目/ 
24対応デコーダーを搭載しています）（専用プレーヤー 
は必要あ0ません)。従来の DTS デコーダーでは通常の 
DTS 信号として再生されるため、完全互換性を持ってい 
ます。 


DTS-ES 


2日日日年]]月に発表された新たなるサラウンドフオーマット 
で 、 「DTS Extended Surround 」 の略称です。従来の日.1 ch 
にヴラウンドノ くック ( SB ) ch を加えたもので、かつてない音 
儘•定位感をもたらすことが可能になりました。 rOTS - ES ディ 
スク1」ート目.]」と 「 DTS - ES マト U ックス日.1」の2種類びあ 
り、どち5も従来の DTS 已 . 1 ch デコーダーとの下位互換性を 
有しています。 

DTS Neo :6 

すべての 2 ch ソースを日.1 ch 化するマト U ックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードげあります。 

CINEMA (Neo& CINEMA) 

日. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でち 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo 白： MUSIC) 

日. Ich 化します。フ□ントか5は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声び 
音場にナチュラルな広がり感を加えます。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 目」および 「DTS 96/24」は 
Digital Theater Systems 社の商標です。 


AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準方式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇 
5848391 
己，291，己己7 
己，4己1，9己4 
己400 433 
己222，189 
5,357,594 
己752 225 
己394,473 
己，己83,9巨2 
己274,740 
己633,9 8] 


已297 23巨 
4,9] 4,701 
已 .23 已 .671 
07/640.已己0 
已万79.430 
08/678.666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/0303巨 
已,227,788 
己.28已 .498 


己，48 1-6 14 
己，己92,己84 
己781，888 
08/039,478 
08/2] 1.547 
己703,999 
08/己己7,046 
08/894,844 
己299,238 
己299,239 
5,299,240 
己197,087 


已,490,170 
已,264,846 
已 .268.68 己 
已 .37 巳.189 
己已81怎已4 
05-183,988 
5,548,574 
08/已06.729 
08/已76.49己 
己717,821 
08/392.756 
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Windows Media® Audio 9 Professional 


Plays 


か 


Windows 

Media™ 


Windows Media ® Audio 9 Professional ( WMA 日 
Pro ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Aucno ( WMA ) のテクノ □ジーをさらに進化させて開発 
したディスク U —卜-デジタルサラウンドフォーマッ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネット配信によるスト U — S ング巧生やダウン 
□-ド再生など Windows ® PC での音楽再生に用いら 
れる圧縮音声の標準フォーマットとなっています。 
そしてこの Windows Media 日シ U - ズでは 、 WMA 
の特徴を継承しなが6、さ6にマルチチャンネル対応 
に拡張しました。 WMA 9 Pro コーデックは、 96 kHz / 
24 bit の解像度によるク U アな音質-已 .1/7.1(311 完全 
ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しなが 
ら、低ビットレートでデジタルサラウンドサウンド 
を実現します。またその高い圧縮効率により、 CD / 
DVD などのデジタル X ディアだけでなく、高速プ□一 
ドバンド通信によるスト U — S ング配信にち対応して 
います。 

Windows Media 及び Wind 曰 ws □コ’は米国 

Microsoft C 日 「 poration の米国及びその他の圆こ 

おける登録商標または商標です。 


本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pro 対応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコード 
して再生することができます。もしくはパソコンと 
US 目接続をして 、 Windows Media 日シ U —ズ政降、 
または WMA 9 Pro 対応のメディアプレーヤーなど、パ 
ソコン側のデコーダーを使って WMA 目 Pro フォーマツ 
卜音声を聴くことをでさます。 

* WMA 目 Pro 对応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考えられます。 
ただし、それらの機器の同軸または光出力端子から 
WMA 9 Pro 音声を出力できる場をのみ、本機でデコー 
ドして再生することができます。 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスクリートチヤンネル数 

2 ch 

巳. 1/7.1 ch 

最大量モ化ビット数 

1巨 bit 

24 bit 

最大サンプ1」ング周波数 

48 kHz 

目巨 kHz 

巧応ビットレート 

1 28 kbps 〜1日 2 kbps 

1 28 kbps 〜 768 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 



THX は、世界的に有名な映画製作尝社であるルーカスフィルム社によって確立された独自の規格と技術の集大成 
です。「映画館でちホームシアターでを、映画のサウンドトラックは映画監督の意図どおり、でさるかざり忠実に 
再生して欲しい」というジョージ-ルーカス監督の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最 
適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Selects 


ホームシアター機器が THX Selects 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳し 
い試験に合格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される THX Selects の□ゴは、ご購入いただい 
たホームシアター製品が長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Selects 規樹ま、プ 
U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野に渡る何百ちの性能要求を含め、製品の 
全体像を網羅しています。 

THX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声もそのサウンドトラックのままで、ホーム 
シアター向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に再現します。 

THX Surround EX 

「THX Surround EX - Dolby Di 畳 ital Surround EX 」 

はドルビーラボラト U —ズとルーカスフイルム社の 
THX 部門との共同開発によるちのです。 U スナーの後 
方に位置するよラ加えられたサラウンドバックじりは、 


ミキシング段階で Dolby Digital Suit 日 und EX 技ち 
術によって符号化され、映画館での上映時に復元され/ 
ます。従来の巳.] ch スピーカー構成では表現しされな 
かった後方部の繊細な描写力-空間の奥行さや広がり ™ 
感•音像定位などが得られるよラになりました。一般 P 
家庭でこの新技術を忠実に再生することがでさるの 
は 、 THX Surround EX の□ゴが搭載された製品だけ 
です。この製品は通常の己.1 ch ソースでを 「THX 
Surround EX 」モードでお楽しみいただけます。この 
場をのサラウンドバック ch の音声は、所定の演算処理 
によって生成されますので、お好みに応じてご使用く 
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THX は THX 社の商標または登録商標です。 
Surround EX は THX 社とドルビーラボラトリーズ 
が共同で開発した技術であり、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。許可のちとに使用されていま 
す。不許複製。 


-Re-Eciualization _ 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching _ 

人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちが変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、ホームシア 
ターでは U スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前方から到達す 
る音の性質に合わせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音の繫がりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation _ 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧し、 
ホームシアターは 通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したスピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカー 
でち U ス ニン グェ U アを拡大して、映画館と同様の効 
果をちたらします。 


Advanced Speaker Array (ASA) 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカー 2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場をに最高能力を発揮 
します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
MusicM 日 de または THX Games Mode で使用します。 

-THX SelectE Cinema_ 

Dolby Di 呂 ital や DTS 等で収録された己. 1 ch 映画 ソー 
スに適しています。この モー ドにおける ASA 処理は、 
サラウンド成分を分析し、雰囲気や方向感が最善にな 
るようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode 

マルチチヤンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
サウンドトラックとは全く違ったミキシングを行って 
いるちのがあります。 ASA 技術は、この DTS や 
Dolby Digital 等で収録された已 .] ch 音楽ソースに对 
し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広がり感を 
ちたらします。 

-THX Games Mode _ 

ステレオやマルチチヤンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加 
え、360°取り囲むような音響空間を創り出します。 


本機は「6.]再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を苗いて上 
映された映画でわ、 DV □化の際にこのお出信号を収録していな 
いをのびあります。この場合は手動で最適なモードに蜜更して 
ください 。 Surround EX 技術により製作された映画の U ストは 
各ウェブサイトでご覧になれます。 

も 
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i . LINK とは、米国電テ電気技術協舍 ( IEEE ) によって標 
準化された高速双方向シ U アル転送ち胡 EEE 1 3目4の 
呼称で、国際標準規格です。デジタル音声などのデー 
夕送受信や、接続した相手機器を操作でさるなどの自 
由度と、複数機器に対する接続の自由度があります。 
本機のし LINK は AUDI 日(八別\/1プロトコル）に対応して 
いるため、 DVD オーディオや SACD などの高品位デジ 
タル-マルチチヤンネル音声も i . LINK ケープル1本だけ 
で伝送が可能です。また本機では、 lLINK 接続した 
SACD や CD の再生を行ラとさ、デジタル音声をジッ 
ターレスで伝送することができます。 

PQLS ( レートコント □— ル） 

PQLS(Precision Quartz Lock System ) とは、本機の 
高精度な水晶発振器を使用してプレーヤーか5のデータ 
伝送レートをコント □- ルすることで、ジッターのない状 
態でデジタル/アナ n グ変換を行ラ、高音質デジタルオー 
ディオ伝送技術です。この技術を動作させるには、本機と 
P 日 LS または同様のレートコント□ール機能に対応した 
プレーヤーとび i . LINK 接続されている必要びあります。 

著作権保護 システム 

i 丄 INK 接続を通して DVD 才ーディオ、 SACD 、 DVD (コ 
ピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プ 
レーヤーとアンプの双方び DTCP ( Di 畳 ital 
Transmission Content Protection ) と呼ばれる著作 
権保護システムに対応している必要びあります 。 DTCP 
はデータの暗号化と相手機器の認証か5なるコピープ n 
テクシヨン技術です。本機は DTCP に対応しています。 

お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明 
書をご覧ください。 


個 3) 


個 4) 


X 


X 


この機器のし LINK インターフエースは、政下の規格に基づいて 
設計されています。 

1) IEEE Std 1 394 a - 2000, Standard for a High 
Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 
この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 
EC 609已 8 bitstream 、 DVD - Audio 、 SACD に対応してし、ます。 


し LINK ネツトワーク 


下図のようにして複数の LLINK 機器を接続することびで 
をます。 

■デイジー. チェーン (数珠つなぎ)型では、 

最大17台まで接続でさます。（図 1) 

■ツ U — (分岐)型では、 

最大34台まで接続でさます。（図 2) 
i 丄 INK 端テび3個！; LL ある機器の場合に 
使用でさます。 



プ〇トコルについて 

i . LINK の伝送 フォーマツ トには、本機のような HUNK 
AUDI 日 ( ASiM プ□トコル)」、 BS デジタルのよラな 
「 MPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのよ 
うな 「 DV 」 といった種類びあります 。 LLINK AUDI 日政外 
の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したとさには、 
正常にデータ転送びでさません。また、誤動作する場合 
ちあ0ます。 

伝送速 度について _ 

• i . LINK 対応機器には、その機器が対応している最大デー 
夕転送速度げ i 丄 INK 端テの周辺に表記されています。 

i 丄 INK の最大データ転送速度は、約] 00/200/ 

40日 Mbps * び定義されており、それぞれ5100/ 

S 2 日日 / S 4 日日と表記されます。本機の LLINK 最大デー 
夕転送速度は、40日 Mbps ( S 40 日)です。数珠つなぎ接 
続の途中に速度の遅い機器をつないだ場合、隣や、機器 
の仕様によ0、実隙の転送速度が400 Mbps より遅くな 
ることびあります。できるだけ、最大データ転送速度び 
同じ機器どうしを並べて接続してください。 

* Mbps (メガビーピーエス）とは、 「 Me 畳 a bits per 
second 」 の略で、]秒間に通信でさるデータの容量を 
示しています。4日日 Mbps では、 ] 秒間に4日日^ガビッ 
卜のデータを転送します。 
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■ループ(輪状)型接続は禁止されています。 

個3 •図 4) 

i . LINK 伝送は接続したすべての機器にデジタル 
信号び流れるため、データ発振び起さてしまいます。 


個 1) 


個 2) 




し LINK ケーブル 


i.LINK (VSA-AX4AVi のみ ) 


伝送方式について 
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■ s ビデオケープル 

映像信号 ( Y ) と色信号 
( C ) を分離して接続す 
ることびでさ、コンポ 
ジットよりち高品位な 
映像品質を楽しめま 
す。 


HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル伝送規格 
です。ディスプレイ接続技術の DVI(Di 畳け al Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレンジした 
ちのであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 
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本機の電源びオンのとをは、新しい機器の接続、他機器の i . LINK ケーブルの接続変更、他機器の電源オン/オフは行わないでくださ 
い。 

し LINK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器びあります。接続するし LINK 対 
応機器の取扱説明書もご覧ください。本機はスタンバイ状態のとを、 i . LINK のデータを中継できません。 

i . LINK 機能は、すべての i . LINK 対応機器間での接続動作を保話するものではありません。 i . LINK 対応機器間でデータや]ント □- 
ル信号びやり取り でさる かどラかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 


1 .LINK と 1 .LINK □ゴは、ソニー株式会社の商標です。 






■ D 端子ケーブル 

映像信号と映傲コント 
□-ル信号を、 ] つのコネ 
クタで接続でをるケーブ 
ルです。コンポーネント 
映傲ケーブルと同等の映 
像品費を楽しめます。 




■コンポーネント映像ケープル 

映憬信号の Y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの信号からな 
り、 S ビデオケーブルよりを高品位な映像品質を楽 
しめます（ビデオコード3本での接続ち可能でず )。 D 
端子変換ケープルも市販されています。 



■同軸ケーブル/光ファイバーケープル 

デジタル機器の接続に使巧します。 

同卽ケープル 

(または才ーデイオ/光ファイバーケープル 
ビデオコード） ^ 广 


* 心 



接続の際は端子の向きを合わせてください。 
誤った向きでむりやり挿入すると、端子び変 
形し、ケープルを抜いてちシャッターび閉ま 
らな<なることびあります。 

長さは 3 mU (下のちのを使用して < ださい。 
プラグにホコリび付着したときは、柔らかい 
巧で拭いてから接続してください。 


HDMI 


接続コードについて 


I 像デ、。 
ナ映。めす 
I ですたま 
ユ本まいめ 
チ1しなし 
星」送し楽 
衛す伝換を 
やまを変質 
ビさ方グ品 
心レで両□像 
ブテびのナ映 
-でと号アな 
」号こ信を位 
り信る声号品 
M ルす音信高 
D 夕続とルで 
H ジ接号夕明 
■デと信ジ鮮 
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*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないとさは選択することびでさません。 
*2 : anPRO L 日 G には常に最大日.] ch までの再生とな0ます。 

*3 :日.1か信号のときはに日 Mrs 巨 R 」 び消灯して巧目」び点灯します。 


山 OBJ 
画回一- 
fSBUirSBlISBR] 
画 


の 面 


LSLJLS ILSR I 


度 BL][SB 腔 BRi 


画 


正 PLIIx Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX "2 
Neo:6 Cinema +THX 
THX GAMES MODE-1 
质大 7.1 か） 


m PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
m PLIIx Game 
正 PRO LOGIC "2 
Neo:6 Cinema 
Neo:6 Music 
质大 7.1ch) 


正 PLIIx Movie 
( 最大 ^Ich) 


Neo : 已 Cinema 
[ 最大 7.1 chi) 


ステレオ再生 
大 2.1 か） 


AUTO SURROUND 
と同を 


ステレオ再生 
( ま大 2.1ch) 


AUTO SURROUND 
と同様 


ステレオ再生 
_( 最大吕 .Ich) 


ANALOG DIRECT 

(2 か） 


PCM DIRECT 

_(2 か ） _ 


PCM DIRECT 

_(2 か） _ 


SACD DIRECT 

(2 か） 


IDTS 

|dTS96/24 

( 日 . Ich 信号等） 


[DOLBY D に ITAL 

|mpeg-2 aac 

|WMA 目 Pro 

( 日 . Ich 信号等） 


|DVD-A 

IsACD 


DTS+Neo;6 +THX 
DTS + m PLIIx Movie +THX • 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に MODE*! 
THX GAMES MODE-1 
( 最大 7.1 chi) 


THX SURROUND EX 
m PLIIx M 肌 ie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に WODE'l 
THX GAMES MODE 
_ ( 最大 ' 7.Ich)_ 


THXMUS に WODE-1 


DTS+Neo : 已 

DTS + の PLIIx Movie -1 
DTS + 正 PLIIx Music 
( 最大 7.Ich) 


正 DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
( 最大 7.Ich) 


正 DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
_ ( 最大； 7.Ich) _ 


DTS+Neo : 己 
( 最大ス 1 か） 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 か） 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 か） 


ストレートデつード 
巧生 

( 虽大 5.1 ch) 


ストレートデコード 
巧生 

( 最大 5.Ich) 


[WMA9 Pro 

(6.1 か信号 / 7. 1 ch 信号） 


]Lc II R 」 


rSL I [SRJ 

fSBP fSBRl 

画. 3 


WMA+THX CINEMA 
( 最大 ' 7.1 か） 


ストレートデコード再生 
( 最大 7.Ich) 


ス h レ ー h デコードちを 
( 最大 7.1 か） 


[DOLBY DIGITAL EX 
旧 .1 chi 再生巧出信号付） 


pTS-ES 
(6.1 ch 信号 / 

を . ich 巧生お出信号巧 ）_ 


の田 

rsLi rsRi 


THX SURROUND EX 
( 最大 ' 7.1 か） 


ES DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
_ ( 最大 7.Ich) _ 


の D に ITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
_ ( 最大 : 7.Ich) _ 


剛 


rsBi 

画 


DOLBY DIGITAL 
DTS 

DTS96/24 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 

(5.Ich 信号等） 


DTS ES Matrix +THX/ 
DTS ES Discrete +THX 
( 函大 7.1ch) 


口の四 

rsLi rsRi 

ISBLII SB IISBRJ 


THX SELECT2 CINEMA(SB SP 2 本 ) 
( 最大 ' 7.1 か） 

THX CINEMA(SB SP 1 本） 

( 最大日 . 1chi) 


DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
( 蛋大 7.1 ご 11) 


ストレートデコード巧生 
( 函大 5.Ich) 


DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
[ 蛋大 7.1 chi) 


ストレートデコードち生 
( 昆大 5.1 か） 


AUTO SURROUND 
と同を 


AUTO SURROUND 
と同樣 


pVD-A 

IsACD 


画 


THXMUS に WODE-1 


ストレートデコード再ち 
( 最大 5.Ich) 


ストレートデコード再生 
( 最大己 .1 か） 


PCM DIRECT 
SACD DIRECT 


参ち/巧術資料 


リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチヤンネル数を示したもので、厳密なデコード Ch 数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フオーマツ トについて」 (一 1日4ぺ ージ ) をご覧ください。 


表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーヴーによる選択はでさません。 
MULTI CH IN 入力時は J 」 スニングモードの効果を加えることはでさません。 

入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないちのがあります。 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとを 


AUTO SURROUND 


-PURE DIRECT 


インジケーター例 


[WMA9 Pro 

( 台 .1 か信号 / 7. 1 ch 信号） 


rsn rsRi 

fSBLl [SB^ 
画 . 3 


WMA+THX CINEMA 
(8^7.1 ch) 


ストレートデコード再ち 
(S 大 7.Ich) 


ストレートデコード巧ち 
( 最大 7.1 か） 


IDOL 日 Y DIGITAL EX 
( 台 . ich 再生検出信号が） 


pTS ES Matrix 

I DTS ES Discrete 
(6.ich 巧生検出信号が） 


[MDI 


rsn 

画 


THX SURROUND EX 

m PLIIx M 肌 ie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に WODE-1 
THX GAMES MODE 
( 最大 ' 7.1 か） 


m D に ITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
( 最大 7.Ich) 


[U DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 か） 


DTS ES Matrix +THX 
DTS ES Discrete +THX 
DTS + m PLIIx Movie +THX • 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に WODE-1 
THX GAMES MODE 
_ ( 最大 7.1 chi) _ 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
DTS + の PLIIx Movie -1 
DTS + 田 ] PLIIx Music 
( 最大 7.Ich) 


DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 
( 最大 7.1 か） 


AUTO SURROUND 
と同を 


AUTO SURROUND 
と同様 


参ち/巧術資料 
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サラウンドバックスピーカーを接続していない、または SBch 処埋モード OFF のとき 




1 入力信号 1 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


じ H 

信号名称 

インジケーター例 






〇 

i 

OiT 

醇 

1 

WMA9 Pro (6.1 ch 信号 / 7. 1 ch 厦号） 
DOLBY DIGITAL EX 旧 .1 かち生検出信号巧） 
DTS-ES(6.1 か信号 / 6. 1 か巧ち検出信号仰 
DOLBY DIGITAL 

DTS 

DTS96/24 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 

(5.1 か廈号等） 

1 L II C II R 1 

rsn rsRi 

[SBLl [SBR] 

画. 3 

THX CINEMA 

( 最大 5.Ich) 

ストレートデコード巧を 

( 是大 5.Ich) 

ストレートデコード巧を 

( 是大 5.Ich) 

ストレートデコード再生 

( 最大 5.Ich) 

ストレートデコー ト 巧を 

( 畳大 5.Ich) 


DVD-A 
记 1 か信号等） 

1 L II C II R 1 

rsn rsRi 

ISBLII SB IISBRI 
画 


ストレートデコード再を 

ストレートデコード巧を 


PCM DIRECT 
( 贾大巳 .1 か） 

止 


SACD 

(5.Ich 信号等） 


(S 大 5.1 ch) 

( 贾大巳 .1 か） 


SACD DIRECT 
( 最大 5.Ich) 

ム 

巧 

ち 

货 


DOLBY ヴラウンド 

CO の 

四回‘- 
ISBLII SB IISBRI 
画 

m PLII Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX で 
Neo:6 Cinema +THX 
(量大 5. Ich) 

正 PLII Movie 
庄 3 PLII Music 

田 ] PLII Movie 
(最大 己. Ich) 

AUTO SURROUND 
と同を 

AUTO SURROUND 
と同様 


DTS ヴラワンド 


m PLII Game 

Neo : 日 Cinema 
( 贾大巳 .1 か） 




iiiin 

ち 

その他のステレオソース 



m PR 曰 LOGIC *2 

ステレオ再を 
( ま大 2.Ich) 

ステレオ再生 
( 呈大 2.Ich) 

ステレオ巧生 
( 奋大 2.Ich) 


扣 

アナ□グ入力 

CO の 

1 SL II S II SR 1 





ANALOG DIRECT 
(2ch) 



PCM 

ISBLII SB IISBRI 
画 


质大 5.Ich) 



PCM DIRECT 
(2ch) 



DVD-A 





PCM DIRECT 
(2ch) 



SACD 






SACD DIRECT 


*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないときは選おすることができません。 

*2 : nDPRO LOGIC は常に最大已 . Ich までの再生となります。 

*3 :已 . Ich 信号のときはに巨 UrS 巨 R 」 び消なします。目. Ich 信号のときはに巨 U に巨 R 」 び消灯しに巨」び点灯します。 


ADVANCED SURROUND モードの 



理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 /TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生が提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデ]-ド処理にかソースはマト U ックス•デ]-ド処理）後、それ 
ぞれに合わせた才 U ジナルの処理を加えています。政下をご参照のラえ、お好みに応じて選択して<ださい。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよ 
ラに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セリフと効果音の分離び良いため、 SF 映画などの SE (特殊効 
果音)の多いソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音び一体となって、1つの大さな 
スピーカーのよラに響くイ^ージで、落ち着いた雰囲気でス 
I -一 U —性重視の映画の再生に効果的です。 

MUSICAL 

ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているときのサラ 
ウンド感や、コンサートホールのホール感を再現します。広 
い空間で音に包み込まれるよラな響きが特徴です。 

MONOFILM 

古い映画やモノラル信号のテレビ放送も含め、すべてのソー 
スに適したマルチチヤンネルサラウンドモードです。 

7-D THEATER 

2 ch で収録された音声を、日 ch または 7 ch のサラウンド効果 
で再生でさます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効 
果的です。 

CLASSICAL 

大型のコンヴートホールをイメージしています。反射音の遲延 
時間帯が長く、さらに残響音を加えることでコンサートホール 
112特有の美しい響さと' オーケストラの迫力び楽しめます。 


CHAMBER 

石(コンク U - 卜製)のコンサートホールをイ:><-ジしています。 
残響音豊かな本格的コンヴートホールの響きを楽しめます。 

JAZZ 

ジャズクラブなどのか規模なホールをイ;ージしています。 
音の響きげ強いのが特徴で、目の前で演奏しているよラな迫 
力と定位感を楽しめます。 

ROCK 

中規模コンサートホールをイ;-ジしています。楽器の分離感と 
臨場感びあり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

DANCE 

フ□アの床面が正方形をしているクラブをイメージしていま 
す。音の響さが強いのが特徴で、迫力のあるダンス S ユー 
ジックが楽しめます。 

7CH STEREO 

標準のステレオ （2 ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音 
声のまま日本または7本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でも同じよラなステレオ感が得られます。 

Phones Surround (へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなび b 仮想立体音響を再現し、マルチチャ 
ンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 


デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますのでお客様が変更することはで 
さません。 


















参ち/技術資料 


設定オールリセツトは L 处下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで巧います。 

設定オールリセツトを巧ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態にな0ますので 十分ごま意ください。 

の本機び STAND 巨丫モードのときに AV ③ フ n ントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示された5 

PARAMETER ボタンを押しなび 5 ENTER ボタンを巧し、「日 K ?」 表示後に SETUP ボタンを 

STANDBY / ON ボタンを3秒し: LL 押し続 押します 

ける 



工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 〇〜] 6〇 

25 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal (S 巨） 

61 

スピーカーの有り無し/お域再生能力 

ずべて SMALL (か） 

74 

ヴプウーファー 

YES 馆り） 

74 

スピーカー出カレベル （Ml 〜 M 日） 

加巨脯正無し） 

76 

スピーカーまでの距離 （Ml 〜 M6) 

すべて 3.0m 

77 

ク□スオーバー周波数 

80Hz 

74 

定在波制御 

ON (ただし全フイルター加巨、補正無し） 

64 

視聴環境の周波数特性の補正 （Ml 〜 M6) 

全帯域 OdB (補正無し） 

65 

超低域音声のピークレベル設定 

OFF 

78 

X-Curve 

OFF 

79 

サラウンド/ くックスピーカー間の距離 

0 - 0.3 m 

80 

ビデオコンバート機能 

ON 

44 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

81 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

34 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化しまず） 

35 

SBch 処理モード 

ON 

40 

1」スニングモード 

AUTO SURROUND 

36 

MC 冉 CC 

MliMEMORYl 

39 

PHASE CONTROL 

ON 

41 

AV 調整機能の各項目 

(AV 調整のページを参照） 

42 

Digital Safety 

OFF 

117 

スピーカーシステム冉/日 

SP (冉 )： ON 

56 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

54 

マルチルームの設定 

V 冉 Rl 冉巨 LE/Setthg] / — 60d 巨 

93 

SR +連動モードの設定 

OFF 

98 

12V トリガーの連動設定 

すべての入力の1、2共に OFF 

100 


本機のをての設定を工場出荷時に戻す 


参ち/技術資料 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 IkHz 、] 日〇/〇、6が 


フ□ント . 220 W +220 W ( AX 4 AVi ) 

センター ...220 W ( AX 4 AVi ) 

ヴラウンド . 220 W +220 W ( AX 4 AVi ) 

サラウンドノくツク . 22日 W +22 日 W ( AX 4 AVi ) 

フ□ン . 200 W + 200 W ( AX 2 AV ) 

センター . 200 W ( AX 2 AV ) 

サラウンド . 2日 0 W + 200 W ( AX 2 AV ) 

サラウンドノくツク . 20日 W +20 日 W ( AX 2 AV ) 


定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz -20 kHz ' 0.0目 。/。、 SO 

. 14日 W +14 日 W ( AX 4 AVi ) 

130 W +130 W ( AX 2 AV ) 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜20 kHz ' 0.0目 。/。、 SO 

フ□ント . 14日 W +14 日 W ( AX 4 AVi ) 

センター .140 W ( AX 4 AVi ) 

ヴラウンド . 140 W +140 W ( AX 4 AVi ) 

サラウンドノくック . 14日 W +14 日 W ( AX 4 AVi ) 

フ□ン . 130 W +130 W ( AX 2 AV ) 

センター . 130 W ( AX 2 AV ) 

サラウンド . 130 W +130 W ( AX 2 AV ) 

サラウンドノくック .130 W +130 W ( AX 2 AV ) 

入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 kO 

周波数特性 

UNE 系 . 曰 Hz - 100 kHz ' こ3 d 目 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kO 

卜ーンコント□-ル 

BASS . + 目服(100 Hz ) 

TREBLE . + 目 d 巨 （10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー40 d 日時） 
. +4服/+2 dB (100 Hz / 10 kHz ) 


SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

UNE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、 IW ( lkHz )) 

UNE 系 . 83 服 

ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 

周波数特性 . 5 Hz 〜1日 MHz 

SNlt . 色已 d 巨 

コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 £2 

周波数特性 . 日 Hz 〜10日 MHz 

SNlt . 色已 d 巨 

電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、已0/目0 Hz 

消費電力 . 380 W 

待機時消費電力 .0.6 

予備電源コンセント 

連動 ... 1 (1 日日 W 最大) 

外形寸法 

..... 42日(幅 ）X 188(高さ ）X 4目4(奧行 ） mm 

質量 

VSA - AX 4 AVi .16.0 kg 

VSA - AX 2 AV . 1已 .9 k 呂 

付属品 

U モつン . 1 

電ミ戶 一 I — ド ] 

単3形アルカ U 乾電池 ( R 目 P ). 2 

セットアップ用マイク（已 m ). 1 

保証書 . 1 

取扱説明書 


♦仕様および外観は改良のため予告なく変更することび 
お0ます。 




お手入れについて 

通常は柔らかい布で空おきしてください。巧れがひどい場をは水で己〜日倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞った後、汚れを拭き取り、その後乾いた巧で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでごを意<ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞラさん等 
に添付のま意事項をよ < お読み < ださい。 



音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるちのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しよラ。 

ステレオの音量は、貴ちのむがけ次第で大きくもルさくちなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 


ましよつ。 
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困ったとを 


故障かな？と思ったらし^下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われがちです。また、本機政外の原 
因ち考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器をあわせてお調べください。 

政下の項目を調べても直6ない場合は、修理を依頼してください。 


r 音が出ない」 r 音がおかしい」 r ノイズが出る」など、音についての疑問や症状です。 


入力切換を合わせても、音 入力端子の接続び正し < ない。 接続を再確認する。 

び出ない デジタル入力の設定び正しくない。 設定を修正する。 

S に NAL SELECT の入力信号選択び正しくない 。 SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

い入力信号を選択する。 

ミュート状態(音量インジケーターび点滅)に U モコンでミュートを辭除する。 


なつている。 

セツトアップ用マイクび接続されている。 
スピーカー出力び OFF になっている。 

音量び下びっている。 


セットアップ巧マイクを抜く。 

SPE 冉 KERS (音声入力）ボタンを巧して、 
ON ( SP ^ A ) にする。 

MASTER VOLUME を調整する。 


フ□ントスピーカー L ツ外 スピーカーシステムの設定びフ□ント chU (外スピーカーシステムの設定を修正する。 

の音が出ない ずべて N 曰になっている。 

リスニングモードび STEREO になっている。サラウンド再生用の U スニングモードを選択 

する。 


サラウンドバックスピー SBch 処理 モー ドの設定び OFF になっている。 ON を選択する。 

力一か 5 音び出ない S 巨 ch 処理モードの設定び AUT 日で「6.1 ch 再 ON を選択する。 

生検出信号」の記録されていないソースを使巧 
している。 

サラウンドバックシステムの設定び [ Front 曲- [ NormaKS 日)]を選択ずる。 

冉 mp ] またはに econd Zone ] または [Multi 
Room S Source ] になっている。 

スピーカーシステムの設定でサラウンドまたはサラウンドバック ch の設定を修正する。 
サラウンドバック ch の設定び [ NOK 無し)に 
なっている。 

接続び正しくない(サラウンドバック ch を]本接続を再確認する(サラウンドバック ch を1 
のスピーカーで接続していて Rch 側に接続して本のスピーカーで接続しているとをは Lch 側 
いる）。 に接続する）。 

特定のスピーカーか 5 音 スピーカーシステムの 設定び[ N 0](無し) になっスピーカーシステムの 設定を修正す る。 

び出ない ている。 

スピーカーの 接続び外れている。 スピーカーの 接続を確認する。 

ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ U スニングモードによっては効果音のみ出力 
に録音されている。 される場合びあります。 

スピーカーの出カレベル設定び小さい。 スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

サラウンドバックシステムの設定でに nd スピーカーシステムで「冉+日」または「日」にす 

之 one ] び選択されているとさのスピーカーシスる。 

テムの還択び合っていない。 

表示部にマルチチャンネ 再生しているソースのプ□グラムフオーマット故障ではありません。収録内容をご確認くだ 
ル信号のプ□グラム にはそのチャンネルの情報び記録されている さい。 

フオーマツトインジケー び、そのチヤンネルに音声び収録されていない。 

ターび点なしているび、音 
が出ていない スピーカー 
がちる 


ON を選択する。 
ON を選択する。 


[ NormaKSB )] を選択する。 


サラウンドバック ch の設定を修正する。 


接続を再確認する(サラウンドバック ch を1 
本のスピーカーで接続しているとをは Lch 側 
に接続する）。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

スピーカーの 接続を確認する。 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 
される場合びあります。 

スピーカーの 出カレベル設定を上げる。 
スピーカーシステムで「冉+日」または「日」にす 
る。 


デジタル機器の音が出ない デジタル接続び正しくない。 

デジタル入力の設定び正しくない。 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しくなし、。 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 
レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 
すぎる。 

再生ソフトのデジタルフォーマツトに対応して 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 


デジタル接続を再確認する。 

デジタル入力の設定を修正ずる。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 
D に ITAL を選択する。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 
する 。 （DTS CD の場合は del 日に設定してく 
ださい。） 

対応フォーマツトの音声トラックを選択する 
(または出力させる設定にする）。 


PCMLU がの信号の音が出 SIGNAL SELECT の入力信号選択び 「 PCM 」 に SIGNAL SELECT 宿声入力）ボタンで正し 
ない なっている。 い入力信号を選択する。 


K 障かな？とおった6 


困つたと宝 





困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録音ができない 

アナログ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 

53 


ナ□グで録音しよラとしている。 

はデジタル録音のみ巧能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある。 

は録音することはできません。 



REC 端子の接続び正し < ない。 

正しく接続し直す。 

31 

無入力でもノイズび聞こ 

電源そのをのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUTS 好 

MULTI CH INPUT 端テに接続したをのではな 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチ 

51 

に接続した機器で 、 DVD 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 

チヤンネル入力の再生をする。 


オーディオを再生したが 

ど） 



吕 ch にダウン=ックスさ 
れているよラな音になつ 
ている 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

プレーヤーの取振説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチかの DVD 
オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音声がダウン 

S ックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のヴーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 


イズが出る 

取ってしまラ。 

量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生すると 

音声入力信号の切り撰えで冉1\1冉 LOG び選択さ 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 

35 

ノイズが出る 

れている。 

SELECT (音声入力）ボタンで D に ITAL を選 
択する。 



サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 

サブウーファーあり/なしの設定び [ NO ] (無し） 

speaker Setting ] 設定を確認して、サプ 

74 

出ない 

に言受定されている。 

ウーファーの設定を [ YESK 有り)または 
[ PLUS ] にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録巧容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、まちびっている)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれてい 
るとをは接続し直す。 

24 


サブウーファー側の電源び曰 FF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



ヴプウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

サブウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

プウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーからの音 

低域成分のみない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分び少な<、ヴ 

74 

びかさい 

( CD など）を再生している。 

ブウーファーの音量が不足している場合は、 
[Speaker Setting ] でサプウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びかさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

76 


ク□スオーバー周波数の設定び低い。 

[Crossover Network ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

74 


サブウーファー側のボ1」ューム設定びかさい。 

サブウーファーのボリュームレベルを上げる。 
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困ったとを 


映像について 


r 映像が出ない」けニュー画面(日 SD 画風が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、映 
像が出ないまたは違ラ入 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り撰えてください。 


力の映像が出る 

ビデオセレクト機能で異なる入力の映像び選択 
される。 

ビデオセレクト機能を正しい入力にする。 

54 


ソース機器と HDMI 端子で接続しているび 、 TV 
モニターを HDMI 端子で接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 
使って本機と接続する。 

47 


ソース機器と TV モニターを接続しているコー 
ドの種類び違っていてビデオコンバート機能び 
OFF に設定されている。 

ビデオコンバート機能を ON にする。 

44 

コンポーネント端子や D 
端子、 S ビデオ端子に接続 
したソース機器の映像が 
出ない 

入力設定 (Input Setup ) の rS-Video In 」 また 
はに omp / D 4 In 」 の設定が正しくない。 

入力の設定り nput Setup ) を正しく行う。 

81 

録画がでさない 

録画機器とソース機器の接続端テびをっていな 
い。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端子 
を(コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映徹信号は録 
画することびできません。 

53 

コンパ‘ート後のコンポー 

コピープロテクト信号び極端に大きい、または 

コンバート回路またはモニター TV の実力で 

26 

ネント出力映像び出ない、 

画質劣化の激しいビデオテープを再生してい 

す。コンポジットまたは S 端子の出力映傲で 


または乱れる 

る。 

お楽しみ < ださい。 



操作について 


r 操作でさない」「電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 
電源が切れる 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子から 
はみ出して J 」 アパネルに接触しているか、+/ 
一び接触し、保護回路び働いている。 

スピーカーの実動作上の最低インピーダンスが 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、低 
周波の過大な入力び持続した。 

スピーカーコードのな線をちラー度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないように接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 

チャンネルごとの周波数特性の補正で低域 
(63 Hz または] 2己 Hz ) のレベルを下げる。 
DIGITAL SAFETY 機能を SAFETY ] または 

2にすると、さらに数服音量び上げられる場 
合びありまず。（スタンバイモード時に、 
SETUP ボタンをホ甲しなびら STANDBY/ON 
ボタンを押すと、 SAFETY I 、 SAFETY 2、 
SAFETY OFF び切り換わります。 

24 

65 

電源が突然切れて 

PHASE CONTROL イン 
ジケーターが点滅ずる 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子から 
はみ出して、リアパネルに接触しているか、+/ 
一び接触し、保護回路び働いている。 

本機のアンプ回路び故障です。 

スピーカーコードのち線をちラー度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないように接続する。 
すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

24 

裏表紙 

電源が突然切れて 
DIGITAL PRECSION 
PROCESSING インジ 
ケーターが点滅ずる 

本機の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

裏表紙 

操作ボタンを巧しても動 
作しない 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影響を 
受けている。 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 
び差し込む。 


AMP ERR または 
MCACC インジケーター 
が点滅して自動的に電源 
が切れる 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

裏表紙 


117 







困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

OVERHEAT と点滅表示 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

5 

したまま音が出な<なる 


一度電源を切り、冷えてから使用する。 


12V TRG ERR と点滅表 

1 2V トリガー端子に不具合び生じている。 

一度電源を切り、12Vトリガーの接続を見直 

100 

示される 


して < ださい。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 

81 

ンを押してち入力が 


定」を正しく修正する。 


DIGITAL にな百ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力政列•に切り撰える。 

34 


入力設定をしていないし LINK 対応機器を選択し 

正しい入カファンクションを選択する。 

34 


ている。 



日. 1 かソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び曰 FF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を曰 N 

16 

いるのに、己 Ich 再生され 

なっている。 

にする。 


ない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定び曰 FF になっている。 

DTS 出力設定を ON にする。 


DVD オーディオを再生ず 

MULTI CH IN 端子はアナ□グ入力端子なの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


るとプレーヤーには 

で、デジタル情報を表示することはでさません。 

書ちご覧ください。 


9 巨 kHz と表示されるが、 




本機では表示されない 




9 巨 kHz のソフトを再生し 

プレーヤー側で 96kHz 出力び曰 FF になってい 

プレーヤーの9巨 kHz 出力を ON にする。 

16 

ても表示び 96kHz にな 5 

る。 



ない 




リモコン操作びできない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

内、左ち30°し U 内で操作する。 

17 


途中に信号を遮る障善物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動す 



壁光打などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セツトコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セットコードを設定する。 

85 

でさなし、 

電池切れの期間にメモ IJ 一び消去された。 

ちラー度設定を行ラ。 


SR 接続をしているのに相 

接続でコント□ール端子の IN/OUT を間違えて 

正し<接続し直す。 

96 

手機器がリモコンで動作 

いる。 



しない 

コント□ールコード!;!外の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続する。 

96 


旧 Receiver の設定び間違っている。 

に etting 1 ][Settings] のいずれかを選ぶ。 

93 


他社製品の同巧途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 



インジケーター/表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

32 

再生しても、対応するイン 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

81 

ジケーターが点灯しない 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正し<な 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

35 


い。 

い入力を選おする。 



プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始ずる。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよう修正する。 

16 


再生しているトラックび PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

16 


る。 

ル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフトを 

収録フォーマットび己 Ich (または rs.lch 再生 

故障ではありません。再をしているソフトの 


再生してもずべてのプロ 
グラム フォーマツ トイン 
ジケーターが点灯しない 

検出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 

35 

再生しても、 [XlDIGITAL 


冉 UT0 または□に ITAL を選ぶ。 


または DTS などの表示に 

ソフトの音声び 2ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

104 

ならなし、 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある。 

パッケージをご確認ください。 
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困ったとを 


癌状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 

DTS 段)ソフト再生樹こ、 
SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしても EX (または 
ES ) デコードしない 

「6.1 ch 再生お出信号」び記録されていない(劇 
場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合びあ 
ります)。 

SBch 処理モードの設定を ON にする。 

40 

Surround EX (または 
DTS ES ) ソフトを再生 
中、 SL 、 SB 、 SR のインジ 
ケーターは点灯ずるび、 

EX (または ES ) デコード 
しない 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 
クチヤンネルび[ N 0](無し)に設定されている。 

U スニングモードび正し<ない。 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 
ピーカーに合わせて変更する。 

SBch 処理モードの設定を ON または冉 UT 0 
に変更し、リスニングでードをサラウンドに 
して再生する。 

74 

36, 40 
111 

DVD オーディオを再生 
しているのにディスプレ 
イには PCM と表示される 

HDM 暇続をしている入力で DVD オーディオ 
を再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート設定を 
何度巧ってもエラーにな 
る 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障善物を移動させる。 

12 

測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の距 
離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフイルターの遅延 
特性の影響で再生音にデイレイびかかってい 
る。 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮し 
たラえで距離を特定して正確なディレイ時間 
を設定するよラにしています。 

15 

スピーカーの大、ル設定が 
誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

Speaker Settin 呂]で正しい設定にする。 

74 

音場補正したが、音びおか 
しい 

スピーカー端子の位相び反転している （+/ — び 
逆)。 

正しく接続ずる。 

24 

Acousutic Cal EQ で自 
動測定された補正カーブ 
を手動で調整中に 
「 DVER 」 がディスプレイ 
に表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 
容量を超える。 

「 OVER 」 の表示び消えるまで、さまざまな帯 
域のレベルを下げる。 

65 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑巧 


症状 

原因 

巧応 

参照 

PC または OSD 画面上で 
の EQ 補正を残響商液数特 
性表示のグラフびフラッ 
卜に揃わない 

グラフの傾斜は残響特性を示しています。部屋 
の残響特性 そのち のは、 EQ 補正だけでは直すこ 
とびでさないため、グラフの傾斜角度は浦正前 
樓でち同じになります。 

様々な原因によって 、 ALL CH ADJ で補正を 
行っても周波数特性のグラフはフラットになら 
ないことびおります。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補 
正分だけ水平移動します。補正の効菊ま、指定 
した時間軸上のあるポイントで揃ラことび確 
認でをます。 

残響特性(グラフの形状)そのものは、視聴環境 
を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良 
となるよラ自動的に補正を行います。 

PC 表示 巧 
アプリケー 
シヨンソフト 

取扱説明書 

67 

Manual MCACC の EQ 
Ad 山 St で調整した補正量 
が補正後表示のグラフに 
反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィ 
ルタで分析したものを表示します。一方、 EQ 補 
正は専巧のフィルタを使用して信号の補正を 
行っており、分析フィルタと EQ 補正専巧フィル 
夕の形状の違いびグラフに反映されない原因で 
す。 

問題ありません (Auto MCACC の場合は、こ 
のフィルタ形状による違いち考慮したラえで 
補正を行っていまず)。 


スピーカーシステムの 設 
定で [ SMALL ] と設定さ 
れた スピーカーの 1を域が 
補正されていない 

|； SM 冉 LL ] に設定されたスピーカーは、 EQ によ 
るお域の補正は行いませんが、残響特性の表示 
はスピーカーから出る音の純粋な特性をおすた 
め、低域補正をしていない状態での特性びその 
まま表示されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、に MALL ] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 
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し LINK 接続/再生について ( VSA - AX 4 AVi のみ) 


し LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 


お状 

原因 

対応 

参照 

i 丄 INK インジケーターが 
消なしていて、音が出ない 

入力信号の切り撰えで、し LINK 対応機器を選ん 
でいない。 

i . LINK ケープルび外れている。 

i . LINK ケープルび長すぎる。 

i.LINK AUDI 曰フォーマットに対応していない 

機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電源び 
切れている。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 
冉 UT 0 を選択する。 

正しく接続し直す。 

3.5 m しソ下のケーブルを使用する。 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、電源 
びスタンバイ状態の場合、信号を伝をするこ 
とびでをません。 

詳しくは、接続した機器の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

35 

52 

109 

PQLS OFF または PQLS 
ON が一瞬表示されて、音 
がとぎれる 

し LINK 接続で再生中に、他の i . LINK 接続機器の 
状態を変更したりすると P 日 LS の 0 N / C 1 FF び切 
り換わり、音び一瞬とぎれることびあります。 



SIGNAL SELECT で 
i 丄 INK が選べない 

i . LINK 対応機器の電源び入っていない。 
i . LINK 入力の設定び正しくない。 

電源を入れる。 

正しく設定する。 

81 

DVD 才ーディオ /SACD 
の再生を停止してもプロ 
グラムフォー マツ トイン 
ジケーターが表示された 
ままになる 

DVD 才ーディオ/ SACD の再生を停止しても、 
他のフォーマットび入力されるまで、プ□グラ 
ムフォーマットインジケーターは表示されたま 
まです。 



他製品のアップグレード 
を巧ったちとに i 丄 INK で 
接続したその機器の名前 
が表示されなかったりそ 
の機器をフアンクシヨン 
で選択できない 

製品のアップグレードなどによって機器の認識 
びでをな < なっている。 

本機内部の機器肩報を初期化します。本体のボ 
タンを使って政下の手順で行ってください。 

I 電源スタンバイ時に RETURN ボタンを巧 
しなびら STAND 巨 Y /0 N ボタンを3秒し^ 
上押し続ける。 

2 [DB CLEAR ?] 表示中に ENTER ボタンを 

巧す。 

3 [DB CLEAR OK ?] 表示中(こ SYSTEM 
SETUP ボタンを巧ず。 

[□日 CLEAR SET ] び表おされたら初期 
化終了です。もし [ D 巨 ERR 0 刊び表示さ 
れたら、再度行ってください。 



HDM 鳴続/再狙こついて 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるときは政下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

映像と音青の両方び出な 

本機は HDCP に対応しています。ご使巧の機器 

HDCP 非対応のときはコンポーネントビデ 

26 

い 

び HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

才、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 



ソース機器の仕様によっては AV アンプを通し 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさは 

26 


ての HDMI 接続びできない場合びあります。 

ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 
D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 


映像が出ない 

TV モニターび SD (48 功）に対応していないと、 

コンポーネントビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、 

26 


システムセットアップ画面おぶび4801を 

コンポジットビデオコードのいずれかで接続 



HDMI に変換した映傲は出ません。 

して < ださい。 



ソース機器の設定によっては映憬び表示されな 

ソース機器の設定を変更するか、コンポーネン 

26 


いビデオフオーマットび出力されることびあり 

トビデオ、04ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビ 



ます。 

デオコードのいずれかで接続してください。 


音声が出ない、またはとざ 

AV 調整機能の HDMI 設定び 「 THROU 白 H 」 に 

「 AMP 」 に設定してください。 

44 

れる 

なっている。 

DVI 機器と接続しているときは、言声び出ませ 

アナ□グ映像を HDMI 出力する場合、 HDMI 出力 

別途言声の接続を行つて < ださい。 

31-32 


別途音声の接続を行つて < ださい。 

31-32 

からは音声出力されません。 


ソース機器の設定び正し < ない。 

ソース機器を正しく設定してください。 


映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとき 

ビオデオコンバート機能を OFF にして入力 

44 


(早送りなど）は映憬の品位によって映像び歪ん 

と同じビデオフオーマツト（コンポーネント 



だり乱れたり映らな<なることびあります。ま 

ビデオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビ 



た、ディスプレイ側の性能によっては同様の症 

デオコードのいずれか)で接続、再生してく 



状び出ることをあります。 

ださい。 
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エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ(エラー番号） 

メッセージが表示をれるとを 

対応 

Error 11 

正常に通信でさないとさ。 

コネクターを一度がし、 iPod のメインメニューび 
表示されてから、ちう一度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod び正常に動作しな 
い場合は、 iPod を IJ セットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウェアのバージヨンび 
ちいとさ。 

iPod ソフトウエアのバージヨンをアップデート 
して < ださい。 

No Track 

iPod に曲び入っていないとを。 

iPod に曲を転送してください。 


システムセットアップでの MCACC (音場な正川まに表示されるメッセージの意味 

「Connect MicrophoneJ : 

「Connect Mic!J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のマイクを接続してください。 

「Too much ambient noise」 ： 

「Noisy!」 ： 

周辺の騒音び大をずざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に0 F F にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にもラー度やり直してください。 

["Check MicrophoneJ : 

に广の「 Mic!J : 

マイクからテス ト 信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックして<ださい。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「ERR」 ： 

[Error Front」 に「「〇「 SurT」|"ERR SB」 ： 

Speaker Leve 測定棲の Yes/No Check 判定で、し^下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 NO 」、 サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検出されました。 

-サラウンド V くック （ 1本接続時）の場合 : R ch 側からお出しました （ 1本のみ接続するときは、 Lch 側を使巧してください）。 

rAttention! Subwoofer output level is too high. Turn volume down on subwooTer 」： 
rsw Volume down」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大きすぎます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

rAttention! Subwoofer output level is too low. Turn volume up on subwoofer」： 
rsw Volume UpJ : 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出で去ません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値に上げてくだ 
さい。 

「MCACC OFF !」： 

Manual MCACC を行う際 、 MCACC OFF び選択されています 。 System Set 叩を終了してから 、 MCACC MEM 日 RY ] 〜巨の中 
で調整したい MEMORY を選び、再度 Manua ! MCACC を行ってください。 

し LINK 関係の表示部のメッセージの意味 


「BUS FULL」 ： 

し LINK の伝送容量び最大まで達したために. 6ラデータをを信ずることびでをない。 

「CANNOT LINK 1」： 

本機と LLINK 接続されている機器との接続関係び不安定である。 i 丄 INK ケープルび正しく接続されているか確認し、本機と i 丄 INK 接続 
されている機器との間にし LINK 対応機器びある場合は、それ S の機器ち含めて正しく接続されているか確認してください。 

「CANNOT LINK 吕」： 

i . LINK 接続したい機器を識別でをないので、その機器か6の信号を受信でさない。 

「LINK CHECK」 ： 

i . LINK 接続関係を確認している。たとえば本機と i . LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられたり、巧されたりし 
たとをに表示しまず。再生中にこのメッセージび表示されたとをは、音びとぎれる場合びありまず。 

「LOOP CONNECT」 ： 

i . LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「N0 NAMEJ : 

i . LINK 接続されている機器に、製品名またはメーカーをなどの情報びないとをに表示します。 „ 

「N0 SIGNAL! : 巧 

i . LINK 対応機器でもレシーバーのように再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力する機器を遇択した時に表示しまず。 ] 

「PQLS OFF」 ： 

再生中に P 日 LS の機能び OFF になったときに表示されまず。このとを、音び瞬間のにとざれまず。 

「PQLS ON」 ： 

再生中に P 日 LS び機能び ON になったとさに表示されます。このとき、音び瞬間的にとざれます。 

rUNKNOWNJ : 

i . LINK 接続されている機器の情報び認識でをないとさに表示します。 


た 

と 

宝 
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保証と アフターサービス 


証書巧 U 遞2_ 

保罰書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店から受け取っていたださ、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 

保証期間はご購入曰か61年間でず。 

補修用性能部品 の巧有期巧 _ 

当社は、この製品の補修巧性能部品を製造巧ち切0媛8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修埋に関をるを質問己ご相談 

お買い巧めの販売ちへご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思っ 
たら」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
さは、必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
まめの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相 
談窓口 -修理窓□のご案内」慮表紙)をご覧になり、修 
理受付センターにご相談くださし、。 


連絡していただをたい内容 


• ご住所 

• お名前 

• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 

• 型番： VSA - AX 4 AW / VSA - AX 2 AV 

• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保話期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望によ0 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用外での使用（例：店舗などにおける 
目 GM を目的とした長時間使用、車両-船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ1」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フォンを接続する場含はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むような大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよ5な大音量で再を 
しないで < ださい。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたしまず。こんな症状はありませんか？ 
•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れたりずる。 

-本体か6異常な音、熱、臭いびずる。 


故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコン 
1^セントか6抜き、「保罰とアフ 
夕ーサービス」（上記）をお読み 
の上、修 S 受付センター（裏表 
紙）に点検をご巧頼ください。 
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接続コード . 

I ンコント□-ル . 

ドルビー . 

バーチャルサラウンドバック… 

バイアンプ接続 . 

A イビット/八イサンプリング 

バイワイヤ接続 . 

パソコン . 

ビデオコンバーター . 

プラズマディスプレイ . 

フ□ントパネル . 


状態確認（ステータス） . 

スピーカー . 1 1. 

スピーカーインピーダンス . 

ス U —プタイマー . 

ダイアログエン八ンスメント . 

ダイナミックレンジコント□ール ........ 

他機器連動 . 

超低域音声 . 

定在波 . 

ディスプレイ . 


アドバンスドサラウンド 
アナ□グ ATT . 


補正時間位置. 


マルチルーム . 91 

ミッドナイト . 42 

ラウドネスモード . 42 

U ァパネル . 22 

U スニングモード . 36. 111 

リモ]ン . 5, 20, 8日，101 

録音/録画 . bo 


デジタ J レ音声 . 32, 3己，巳3,104 

デジタルノイズ U ダクシヨン . 43 

デュアルモノ . 43 

霊漏 . 前 


映憬切撰（ビデオセレクト） . 已4 

オートセットアップ .12. 60 

音娜 E . 58 

音声入力信号 . 35 

画質 . 26, 44 

ク□スオーバー周波数 . 74, 7己 

サウンドディレイ . 44 

サブウーファー . 74, 7日，]]6 

サラウンドバックスピーカー . 40, 61 

残響特性 .58. 66 

システムセットアップ . 日7,己9 

周波数特性 . 已8,巨巳，66 

仕様 . 114 

消音 . 34 


Advanced EQ Setup ..... 

Advanced MCACC . 

Auto MCACC . 

Auto Surround . 

AV PARAMETER . 

AV 調整 . 

Bass Peak Level . 

Channel Level . 

DIRECT/PURE DIRECT 

DTS . 

DVD オーディオ . 

EQ Adjust . 

EQ Professional . 

Fine Ch Level . 

Fine SP Distance . 

Front 曲-冉 mp . 

HDM !. 

i.LINK . 

iPod . 

Input Name . 

Input Setup . 

Manual MCACC . 

Manual SP Setup . 

MCACC Data Check .…. 

MCACC Data Copy . 

MCACC MEMORY . 

Memory Clear . 

Memory Rename . 

MPEG -2 冉冉 C . 

MULTI-ROOM . 

OSD Adjustment . 

Other Setup . 

PHASE CONTROL . 

Reverb Measurement .. 

Reverb Output PC . 

Reverb View . 

SACD . 

SB CH PROCESSING ... 

SB ch 処理 . 

Second Zone . 

SIGNAL SELECT . 

Speaker Distance . 

SPEAKERS . 

Speaker Setting . 

SR +. 

Standing Wave . 

STANDARD . 

STATUS . 

STREAM DIRECT . 

Suit Back System . 

THX . 

THX Audio Setting . 

US 巨 . 

VIDEO SELECT . 

WM 冉 9 Pro . 

X-Curve . 

X . OVER . 

12 V TRIGGER . 

12 V SU ガー . 


さ < いん 


本機を操作するときのをな用語や表示をまとめました。参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報があります。 

五十音順 アルファベット/数字順 


0 2 1 0 0 3 0 
1 4 1 4 9 4 9 

- I 己！！ I 

I 〇 - I 


己3已己3 3 1 
已〇 2己4 4 〇 

- 9 ---- 


巨 

6 ’ 

已 

4’ 

2 


困つたと去 


2 41 
1已4 






















































































































パイオニア商品の修理•お取り巧い（取り付け•組み合わせなど）については、 お買いポめの販売店様 へ 
お問い合わせください。 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

<下記窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 市外局番「0070」で始まる！^フり-別ン及び「0120」で始まる^フり-グイサルは、 PHS , 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、[一般電話】は、携帯電話 - PHS などからご利用可能ですが、通話料がかかります。 

商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求窓 □ 

カスタマーサポート七ンター(全国共通フリーフオン） 

受■(寸時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜•日曜■初;日9:30〜12:00、 13:0 0-17:0 0 (弊社休業日は除く） 

•家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 0070 -800-8181-22 ■-般電話 03-已 496-2986 

■ファックス 03-3490 -已718 

■インターネットホームベージ http :// www . pioneer . co . jp / support / index.html 

※商品についてちくあるお問い合わせ • メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


部品のご購入についてのご相談窓口 •部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受ま七ンター 







受せ時間月曜〜金曜9 

: 3 0〜 

18 : 0 0、±曜■日曜■祝日9 : 

3 0-12:0 0’ 

,13:00〜18:00【辞社化業日は除く） 



■電話 

■ファックス 


函〇 1 
函〇 1 

1 2 0-5-81 

1 2 0-5-81 

095 ■一般電話 

0 9 6 

〇已 38-43-1 

1161 


イ廖理 I こつ L 、 てのごネ g 談窓 □ •お買いボめの販売店に修理の依頼が出来ない場合 

修理受付七ンター 

受■(寸時間月曜〜金曜9:30〜 19:00. ±曜•日曜■巧;日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 ^01 2 0 - 5 - 8 1 0 2 8 ■-般電話 03-5496-2023 

■ファックス ^01 20-5-81 029 

■インターネットホームぺージ http :// www . pioneer . co . jp / support / repair.html 

_《インターネットによる修理受付巧を商品は、家庭用才ーディオ/ビジュアル商品に限ります_ 

ミ中縄サービスステーション（ミ中縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日： 3 0〜18 : 0 0 (±曜■日曜•巧日■與社が業日は除く） 

■—般電話 098-879-1910 

■ファックス 098-879-1352 


記載内容は、予告無く変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


VOL. 015 

平成17年10月現在 


JIS C 目 1 日□日- 3-2 適合 品とは、 日本工業規格「電臟両立性 
一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流が2 日 A 1； (下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


贷2005 ； くイオニア株式会社禁無断転載 

パイオニア株式会社 承] 53-8 目日4東京都目黒区目黒 1 T 目4蚕1号 



<05K00001> 


<ARA72U-D> 















